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この報告 書は、 日本 自転車振 興会か ら競輪収 入

の一部 である機械工業振 興資金 の補助 を受けて昭

和58年 度 に実施 した 「情報環境 の進展が及ぼす

社会構造へ の影響 と望 ま しい情報メデ ィアに関す
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は じ め に

1
この調査 研究 報 告 書 は 、 当協 会 が シ ス テ ムズ ・アナ リス ト ・ソサエ テ ィに調 査

委 託 した 「情 報環 境 の進 展 が及 ぼ す社 会構 造 へ の影響 と望 ましい 情報 メ デ ィア に

関 す る研 究 」 の成 果 を取 りま とめ た もので あ る。

ニ ュー メ デ ィア とい う言 葉 が新 聞 に載 らな い 日が な い程 、 近年 のエ レク トロニ

クス技術 の進 歩 が もた ら した新 しい通 信技 術 は 、我 々の生 活 に 身近 な もの とな っ

てい る。 今 後 、 日常 生 活 へ の浸 透 が進 展 す るにつ れ て、 社 会構 造 の変化 に波 及 す

る こ とは必 至 とい え よ う。

それ で は、 この よ うな変 化 に対 して の対 応 は十 分 と言 え るで あ ろ うか。 た しか

に企業 や行 政 にお い て、 ニ ュー メ デ ィアの研 究 や技 術 開発 は盛 ん に行 わ れ てい る

が、 市民 ニ ーズ か らみ た社 会 構 造 に与 え る影 響 につ い て の研究 は まだ まだ不 十 分

と言 わ ざる を得 な い。

この よ うな 観点 か ら 、昭 和57年 度か ら同 ソサ エ テ ィ内 に上野 滋 氏 を委 員 長 と

す る 「情報 メデ ィア研 究 委 員会」を 設置 し、 この課題 に取 り組 む こ と とした。 本 年

度は 特 に、 市民 生 活 の各 断 面 にお け る情 報 ニーズ の動 向 と情 報 メデ ィアの役 割 に

つ いて調 査 ・研 究 を進 め て きた 。 こ こに、御 協 力を頂 いた 委 員 及 び 関係 各 位 に厚

く感 謝 す る とと もに、 あわ せ て本 研究 成果 が 、何 らか の意 味 にお い て新 たな 局 面

で の情報 処 理技 術 の発 展 に役 立 ち 得 れば 幸 に存 ず る次第 で あ る。

昭和59年3月



4



ヨ

委 員 長

委 員

〃

!ノ

ノ!

!ノ

〃

ノノ

〃

ノノ

ノ!

〃

〃

ノ,

情報 メデ ィア研 究委員会 名簿

哲

野

立

上

足

直

洋

田

成

石

金

関

忠浜

井

高

中

寿川谷長

俊木平

堀

善

温

越

岡

井

馬

松

向

辺渡

滋

朗

明

治

学

彦

浩

彦

比呂志

通

彦

保

龍 雄

㈱ イ ンプ ット研究所所長

㈱ 日本興業銀行産業調査部

鹿島建設㈱建築本部

㈱ 日本総合技術研究所代表取締役

㈱興 亜石油企画部長

リソースシエア リング㈱技術部長

日本科 学技術情報セ ンター参事

日本電信電話公社東京電気通信局長

㈱ 日本興業銀行 プロジェク ト委員会副参事役

㈱ 関西総合環境セ ンター常務取締役

(財)日本 サイク リング協会副会長

住友信託銀行㈱調査部兼国際部 次長

通産省工業技術院研 究開発官

通産省 大臣官房情報管理課長

(五 十音順)



員委門専

〃

〃

〃

創

泰

夫

一

貞

晴

修

羽

野

藤

村

赤

浅

安

市

薫藤伊

義

宏

央

和

守

田

隈

田

内

大

岡

明

子

春

裕

野

桐

小

片

昭

昇

敬

利

田

藤

金

窪

佐

秀

琴

三

真

木

山

白

柴

雄信城

明

行

雄

穂

文

敏

晴

秀

田

木

木

木

菅

鈴

鈴

鈴

鹿島建 設㈱建築本 部大和生命 共同企業体

清水建設㈱技術開発室

㈱ 日本興業銀行総合企画部

㈱脳 力開発セ ンター普 及推進室

㈱ 日本興業銀行 産業調査部

通産省大臣官房 情報管理課政策情報 システム室

成城大学法学部

日本鋼 管㈱営業企画部

興亜石油㈱業務部輸入課

常磐学園短期大学非常勤講師

㈱ 八千代エ ンジニア リング開発業務部

リソースシ ェア リング㈱

日本輸 出入銀行

日本労働協会委託研究 員

(財)海外子女教育振興財団振興部第一課

㈱ 日本総合技術研究所

菅 田法律 事務所

(財)エンジニア リング振興協会業務部企画調査室

住友電気工業㈱ 電線企画部企画課

㈱竹 中工務店東京本店 設計部情報課

1、

■



員委門専

〃

〃

多

張

塚

藤

中

中

永

原

平

蔵

藤

古

屋

増

山

脇

渡

田

仁

谷 卓

堂 栄

野 孝

村 芳

井 雅

隆

井

田 憲

谷 正

江

健

野

本 和

俊

辺

稔

凱

郎

子

幸

生

明

志

浩

明

正

孝

亨

男

明

孝

農林水産省経済 局貿 易関税課

㈱ クラレエバール販売部 フィルム販売課

日産 自動車㈱海外部

日本情報サー ビス㈱

㈱D.1.D.研 究所第一 デザイ ン室

フジタ工業㈱企画設計部

(社)日本能率協会総合研究所

東京 ガス深川営業所

三井不動産㈱ 宅地事業部

鹿 島建設㈱ 建築技術部

日中石油 開発㈱

㈱ 日本 開発銀行業務企 画部

日本鋼管㈱鉄鋼管理都計 画室

住友信託銀行㈱ 調査部

㈱ 山九企画部

㈱ 日本開発銀行営業第一部

(五 十音順)



共同研究 者

〃

〃

斉 藤 貞 雄

柴 田 郁 夫

日 高 敏 充

㈱ アル トマンシステムインターナショナル総合企画室

GK研 究所道具学研究部

三井物産 ㈱機械会計部第一会計室



目 次

序 情 報 化 社 会 にお け る イ ンフラ ス トラクチ ャー を求 め て 1

■

第1章 ニ ューメ デ ィ アに対 す る基 本認 識

1-1

1-2

1-3

コ ミュニ ケー シ ョン手段 の発 達 史 上 にお け る位置

イ ン パ ク トの デ ィ メ ン ジ ョ ン

市 場 メ カ ニ ズ ム と 社 会 シ ス テ ム

3

5

8

21

`

第2章 市 民 生 活 の 断 面 に お け る イ ン パ ク ト

2-1住 空 間

2-2シ ョ ソ ピ ン グ

2-3ポ ー ト フ ォ リ オ

2-4医 療 ・福 祉

2-5教 育

2-6文 化 ・教 養

2-7レ ク リエ ー シ ョ ン

2-8コ 、 ユ ニ フ『イ

2-9交 通

2-10災 害

2-11国 際 イヒ

2-12宗 教

9

2

8

6

3

1

8

4

4

0

8

2

1

1

2

2

3

4

5

5

6

7

8

8

9

01

第3章 情 報 化 社 会 の イ ン フ .ラ ス ト ラ ク チ ャ ー

3-1ニ ュ ー メ デ ィ ア 展 開 の 社 会 的 課 題

3-2 新 しい社 会 的 イ ン フラ ス トラ クチ ャーの模 索

113

115

119

お わ りに 123



付 論

ー

ウ
↑

つ
∨

ニ ュ ー メ デ ィ ア と農 業

日 豪 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ア ン ケ ー ト

ニ ュ ー メ デ ィ ア と 宗 教 の シ ナ リオ

125

127

130

133
●

`



序 情 報化社会 におけるインフラス トラクチャーを求めて

最 近 の ニ ュー メデ ィア ・ラ ィー パー は異 常 と も言 え る様 相 を示 して い る。INS

CATV,テ レテキ ス ト,ビ デ オ テ ソクス,VAN,フ ァ ク シ ミ リ放 送,衛 星通 信 等

の言 葉が 新 聞 紙 上 に載 らな い 日は な い。 さ らに,こ れ らの ニ ュー メ デ ィアを 活用

した ニ ュー サ ー ビス/ニ ュー ビジ ネ ス の登場 が 明 日にで も出現 す るか と錯 覚 しそ

うで あ る。

情 報 化社 会 の到 来 が 叫ば れ か ら久 しい が、 ニ ュー メ デ ィア時 代(夜 明前 と言 う

べ きで あ ろ う)を 迎 え て、 一 挙 に話 が 噴 き 出 した感 が あ る。CATVは,我 が 国 に

お いて もア メ リカ と同様 に難 視 聴 対策 と して 導入 が 始 め られ た。 そ の ビジネ ス と

し ての 有 効性 が語 られ る様 たな る と、 私 営鉄 道 、 電 力会 社、 国鉄 や 警 備 会 社 ま で

が ・既存の土地や電線 を活 用 す るチ ャ ンス と して名 乗 りを あげ る様 にな って い る。

本 年1月 には 、放 送衛 星BS-2a「 ゆ り」 が打 上 げ られ 、衛 星 放 送 が 開始 され よ

うと してい る。 実 験 サ ー ビスを行 ってい た我 国 の ビデオ テ ック スであ るCAPTAIN

は本 年 秋 よ り商 用 サ ー ビスを開始 す る。NHKで は テ レテキ ス トで あ る文字 多重 放

送 に よ りテ レ ビ小 説 「お しん 」 の セ リフの スーパ ーを行 って い る。

昨年12月 には 産 業 構 造 審 議 会 情 報 産 業 部 会 に 「ニ ュー メ デ ィアの発展 の あ り

方 につ い て 」 と題 した 中間 答 申が な され た。 この 中 で と り上 げ た通 信 回線 自由化

につ い て郵 政 省 との 調整 が 紡 げ られ て い る。

既 存 の メ デ ィア と比較 した、 ニ ュー メ デ ィアの 特質 は産構 案 答 申 に よれ ば 次 の

通 りで あ る。

① ネ ッ ト ワー ク 化 と それ に伴 う広域 化 へ の指 向

② 双 方 向性 へ の指 向(受 け手側 の情情報 の選 択範 囲 の 拡 大)

③ 情報 形 態 の 多様 化(音 声,デ ー タ,画 像,映 像)、 記録性 へ の指 向

④ 大 容 量 化 、高 速 性 へ の指 向

⑤ マ イ ク ・エ レ ク ト・ ニクス を 活用 した デ ィジタ ル技 術 な どの 新技 術 へ の指 向

これ らの特 質 を市 民 レベ ル か ら みれ ば 、量 ・質 ・形 態 共 に様 々な情 報 を送 受 で

き る事 に な る。 又 は 、送 受 させ られ る事 にな る。 市 民 が 自分 の た め の情 報 メデ ィ
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アを考 え る時 に、 自己 は情 報 の 送 り手 で あ り、 同 時 に受 け手 であ る。 市誼 に と っ

て、何 を送 り、何 を受 け るのか が まず第1の 問題 で あ り、 どのメ デ ィ アを使 って

送受 す るか は その次 であ る。

市 民 が 自 身の情 報 空 間 を=豊か に し、 活 力 の あ るの びや か な 生活 を実 現 す るた め

に必 要 な イ ンフ ラス トラ クチ ャー とは何 で あ ろ うか。 それ は、 市 民 の情 報 ニー ズ

さ らには 社 会へ の ニー ズ に基 づ い た もの で な くては な らな い。

本 研 究 は 、 以上 の視 点 に よ り市 民生 活 の各 断面 におけ る今 後 の情 報 ニ ーズ につ

い て の ビジ ョンを描 き、 ニ ュー メ デ ィア との対 応 を検 討 した もの で あ る。
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ニ ュ ーメデ ィアに 対す る基 本認 識
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第1章 ニ ュー メデ ィアに対 す る基 本認 識

1-1コ ミュ ニ ケ ー シ ョン手 段 の 発達 史 上 に お け る 位 置

人 間 に と っ ての コ ミュ ニケー シ ョン手 段 は 言語 が 源 であ る。 言 語 は 人 間 固 有

の もの で あ り、 発 話 能 力 と聴 力 に強 く依 存 す る。 しか し紀 元前3000年 頃、 書

き言 葉 の ため の記 号 や 文 字 が発 明 され、 人 類 に とっ て言語 の使 い 方 が大 き く変

革 し た。書 き言 葉 は 情 報 の記録 を可 能 とし、 伝 達 や 処 理 の 面 での 革命 を可 能 と

した の で あ る。

紙 と印刷 の2大 発 明 は書 き言葉 の伝 播 を可 能 と した。 木 版 印刷 は 絵 画 や 挿画

を 広 範 囲 の 人 々 に伝 播 し、 活版 印刷 は読 物 を安 価 に人 々に提供 した 。 文 字 の使

用 と紙 と印刷 による情報技 術は、人類に広範 囲な波及を もた らし、世 界の識字

率 を高 め 、 本 ・雑 誌 ・新 聞等 の数 多 くの公 的 情 報 と、 日記 等 の数 多 くの私 的 情

幸艮を登 場 させ ナニo

郵 便 は 、 他 の人 々 に 向け て 自ら の情 報 を伝 達す る手 段 であ る。 郵 便 制 度 の始

ま りは ロー マ の クル ス ゥ ス ・プズ リカ スで あ るが 、 そ の 目的 は 帝 国 を一一体 化 し

治 め て い く とい う国 家 の た め の もの で あ り、伝 書 使 に よ り届 け られた 。 中世 の

後 半 にな り、 商 業 が 発 達 し私 的 な郵 便 制 度 が登 場 して きた。 現在 の郵 便 制 度 が

登 場 した のは1940年 の イ ギ リスにお い てで あ り、 手 紙 に切 手 をは を料 金 前払 い

制 と、安 価 か つ 国 内均 一 料 金 制 が導 入 され た。

紙 に書 か れて い な い情 報 の伝達 は 、 古 代 の 太 鼓や の ろ しに よる通 信 が源 で あ

るが、 この様 な遠距離 を速 く伝 達す る手段 として近 代的な ものが登場 したのは

1791年 の フ ラ ン ス にお け る腕木 通 信 で あ った。 これ はパ リと ツー ロ ン間 に5

kmな い し10kmの 間隔 で120の 塔 を 設 け 、 塔 の オ ペ レー タが 望遠 鏡 で前 の塔

の信 号 を 読み 取 り、 同 じ信 号 を作 って 次 の塔 へ 伝 え る もの で あ った。 この方 法

は 、騎 乗 伝 書 使 に較 べ90倍 もの速 さで情 報 を 伝 達 し たが 、費 用 がか か り、 か

つ 中間 に多数 の人 間 を介 した ため情 報操 作 が行 なわ れ る可能性 があ った。

電 信 は1835年 にモ ー ル ス に よ って発 明 されて 、 急 速 に発 達 した。 電話 が発

明 され た1876年 には 、 電 信 は大 都 市 内 で の 高速 通 信 の標 準 的手 段 と して の地
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位 を 確立 し、長 距 離 サ ー ビスの面 で も海底 ケ ー ブル に よ る太 平 洋 横 断 や 大陸 横

断 回 線 が 建設 され た。 電 信 は す ぐれた 通 信手 段 であ った が、 アル フ ァベ ッ トを

使 わ ない言 語 に よる通 報 には 不 向 き で あ り、 か つ その 送受 に は符 号 を理 解 で き

る専 門 家 が あ た る必 要 が あ った 。

これ に対 し、 電 話 は話 す こ と と聴 くこ との で き る人 が だ れ で も使 う事 が で き

た。 電 話 の社会 へ の 浸 透 は め ざ ま しい もの であ った。 アメ リカ で は 、層電 話 の発

明後4年 の1880年 には1000人 当 り1台 の電 話機 が 使用 され た。1889年 に

自動 交 換機 が 発 明 され 、 人手 に た よ らず利 用 で き る様 にな っ た。 電話 は 、 容 易

か つ 即 時的 な 対話 に よる通 信 手段 を 人 々 に もら した。

マ ス メ デ ィアは 、 印刷 に よ り大量 の 同 一情 報 が伝 播 可 能 と な り生 まれ た が、

その性 格 は情 報 産業 と娯 楽 産 業 の性 格 を持 ってい た。1837年 の写 真 の発 明か

ら映 画 が 生 まれた。

1906年 の真 空管 の発 明は 、 高 忠実 度 録 音 や、 ラ ジオ 、 テ レ ビを可 能 とした。
ノ

テ レ ビは1929年 に イギ リス で 放送 され たが 、 ポ ピ ュラー にな った の は第2次

大 戦 後 で あ る。 テ レ ビは 人 々が 見 た い と思 うもの を 即座 に家 庭 に もち 込 む こ と

が で きた。

最 初 の デ ジ タル ・コ ン ピ ュー タ で あ るENIACは 真空 管 の も た ら した もの で

あ るが、 そ の普 及 は1848年 の トラ ンジ スタ の発 明 とそ の後 に続 い て 出i現した

集 積 回 路 に よ り急 速 に 拡 大 し た 。コ ンピ ュー タは 高速 な情 報 処 理 手 段 を人類

に 提 供 した。

電 話 に よるネ ッ トワー ク は1対1の,放 送 は1対 多の 即 時的 通 信 を可 能 と し

た 。 電 話 や ラジ オは 音 声 を 、 テ レ ビは画 像 を伝 送 す る。 これ らは アナ ログ信 号

で あ る。 コ ンピ ュー タは 符 号 と して デー タを処 理 し、 デー タ通 信 ネ ッ トワー ク

は デ ジ タル信号 を伝 達 す る。

エ レク ト ・ニ クス技 術 の進 展 は 、現 代 の コ ミュニケ ー シ ョンの様 々 な技術 的

基 盤 とな って い る。 情 報 ネ ッ トワー クは デ ジ タル信 号 で 伝 送す る部 分 が増 加 し

て き た。 これ は、 デ ジタル ・ハ ー ドウ ェア の価 格 が大 幅 に低 減 し、 信頼 性 が 向

上 し、 さ ら には、 種 々 の形 態 の情 報 の伝 送 、 交換 、 蓄積 及び 処 理 を効 率 よ く融
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一
通 性 を も っ て 行 う事 が で き る か ら で あ る 。 音 声 、 画 像 、 文 字 、 デ ー タ が 、1つ

の ネ ッ ト ワ ー ク で 伝 達 可 能 と な っ て い る 。 郵 便 、 新 聞 、 出 版 、 電 話 、 録 音 、 ラ

ジ オ 、 映 画 、 テ レ ビ 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 デ ー タ ベ ー ス 等 を 統 合 し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン が 可 能 な 技 術 と 現 代 社 会 は 対 面 し て い る の で あ る 。

'
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1-2イ ンパ ク トのデ ィメ ン ジ ョン

コ ミュニケ ー シ ョン手 段 の 発 達 が社 会 に与 える イ ンパ ク トは 、 伝 統 的 メデ ィ

アに つ いて の 歴 史的経 験 を 考 察 す る こ と に よって、 具 体的 に イ メー ジす る こ と

が で き よ う。 こ こでは 、 そ の イ ンパ ク トを、 次 に示 す3つ の デ ィメ ンジ ョ ンに

集 約 して考 え る。

(1)文 芸 、 美術 、科 学 の創 造

古 代 以 来 、 コ ミュニ ケー シ ョン手 段 の発達 は、 人類 が そ の 文化 を育 て上 げ

る うえ で、 きわ めて 重 要 な 用具 を 提供 し て きた 。

紙 は 、2世 紀、 中国 にお い て発 明 され 、8世 紀 には 中近東 、12世 紀 には ヨ

ー ロ ッパ に伝 わ った 。 この紙 の普 及 に、 印刷 技 術 の発 明 が 加 わ って、 あ る個

人 の創 造 が 、社 会 全 体 に広 が り、新 しい 文化 へ の原 動 力 とな る メカ ニ ズ ムの

基 礎 が完 成 した。 それ 以 前 の社 会 にお い て も、戦 争 、 征服 、 布教 等 を通 じ て

の 文化 の伝 達 は あ った もの の 、 印刷 され た絵 、文 章 の 流通 は 、 文化 交 流 の ス

ピー ドを格段 に早 い もの に した 。 セ ル リオ(1475～1554)の 建 築 ハ ン ド

ブ ックは 、 当 時 の ヨー ロ ッパの 建 築 に 大 きな影響 を与 えた と言 わ れ る。 また 、

文 字 印刷 は 、特 定 階 級 だ け に限 られ て い た書 き言 葉 の社 会 を、 一 般 の人 々に

も広 げ る こ と とな り、 識 字 率 の 向 上 を 促 し、 読 み 物 の 需 要 が 増加 し、文 学

の発 展 を もた ら した 。 知 識 の記 録 性 は、 科 学 の 累積 的 発 達 の 土 台 で あ った。

ま た、19世 紀 に おけ る写 真(1837年:ダ ゲ ール)、 蓄 音機(1877年:

エ ジソ ン)の 発 明は 、 映 像 、 音 の 記録 性 を加 え 、音 楽 、 美 術等 芸術 を一 般 の

人 々が享 受 で きる よ うに した。

こ うした 文字 ・音 ・映像 の記 録 ・伝 達は 、 そ の後 の 印刷 ・録 画技 術 の一 層

の 発展 に よって、 作 曲 家 ・演 奏 家 ・画 家 ・文 学者 等 の活 動 領 域 を広 げ、 また

科 学技 術 の発展 に寄 与 して きた こ とは 周知 の と う りで あ る。

(2)標 準 化 と普 及

コ ミュニケ ー シ ョン手 段 の発 達 とと もに、 伝 達 され る情 報 は 、 増 々そ の伝
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達 され る範 囲 を広 げ て き た。特 定 階 級か ら一 般 の 人 々へ 、特 定地 域 か ら国 家

あ るいは 世 界全 体 へ と、 伝 達範 囲 が広 が って きた こと と、 標 準 化 は 密 接 に結

び つ い てい る。

ラジ オ ・テ レ ビの普 及 と と もに、 話 し言葉 は 急 速 に標 準 化 され 、 異 な る地

域 間 での コ ミュ ニケ ー シ ョンを ス ムー ズ に して きたが 、 一 方 で 方 言 の良 さが

減 少 して い く側 面 を も って い る。 人 の移 動 の増 大 と とも に、 日本 にお け る都

市 の 雰 囲気 は、 増 々画 一 的 に な って きてお り、 地 域的 な 文 化 が失 わ れ つつ あ

るが 、 これ は標 準化 が もた らす 宿命 的状 況 で あ る と思わ れ る。

郵 便 制 度 、 録 音 テー プ ・レコー ド等 メデ ィア機 器 の標 準 化は 、 そ の普 及 に

大 き く貢 献 し、 輸 入 レ コー ド盤 で 音楽 が 聞 け る等 、 生活 を豊 か な もの に して

きた。 しか し、 これ ら標 準 化は 、 アプ リオ リに 決定 され 、普 及 した もので は

な く、 技 術 開発 に お け る競 争 と協 調 の努 力 の なか か ら生 まれ て きた もの で あ

る。

現 在 、 世 界 には3つ の異 ったテ レ ビ標 準 が あ るが 、相 互 変 換 す る必 要が 生

じ不 便 であ る。 しか し、一 方 で 高 品 位 の テ レ ビが 開 発 され て い る もの の、 現

在 普 及 してい る標 準 の た め に、 そ の導入 は 大 変 に コス トの高 い も のに な っ て

し ま う。 標 準 化 を進 めす ぎる と、新 しい技 術 の 芽 を摘 ん で しま う等 の技 術 進

歩 に とっ ての 弊 害 とな る。 伝 達 範 囲 の拡 大 は 、 メデ ィア機 器 の標 準 化 と表 裏

一 体 で あ り
、 常 に議 論の 対 象 とな って きた し、 将 来 にお い て もそ うで あ ろ う。

以 上 の よ うに、 標 準 化 は 、文 化 的 側 面 にお け る もの と、 メ デ ィア 自体 にお

け る もの とあ るが 、 い ず れ に して も、 伝 達範 囲 の拡 大が もた ら して い る も の

であ る。

(3)効 率 化 の推 進

1835年 のモ ール ス に よる電 信 技術 の発 明 には じま り、電 話 、 無 線 電 信 、

さ らには コ ン ピュ ー タの 発 明 等 エ レク ト・通 信技 術 の発 達は 、瞬 時 に双 方 向

コミュニケーシ ョンを可能 にした。 従来 の手 紙 等 の手 段 に較 べ 、 圧 倒 的 な 効率

化 が図 られ た。 一 般 の 人 々の 間 で の コミュニケーシ ョンを豊 富 にし、 また軍 事
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面 で 多大 な イ ンパ ク トを 与 えた。 なか で も、 経済 活 動 にお け るイ ンパ ク トは

大 き く、経 済成 長 が もた らす 情 報 ニー ズ が一 層 の情 報 処 理 効 率 化 を促 進 し、

効 率 化が 経 済成 長 の 原 動 力 とな る相 互 関 係 を もって き た。

こ と に近年 、産 業 分野 にお け る情 報流 通 量 は 、 飛躍 的 に拡 大 して お り(表

1-1)、 昭 和45年 か ら昭 和56年 の間 で 、実 質GNPが17倍 の増 加 であ っ

た の に対 し、7倍 の 増 加 とな って い る。

〔表1-1〕 経 済 活 動 の情 報流 通 量

(単 位:ワ ー ド)

()内'は45年 度=100

`

(年 度) 45 割合
%

50 割合
%

56 割合
%

電 気通信(1対1)

メディア 合 計

|2

(100)8.00×10 100 (303)242×10B 100
13

(696)5.57×10 100

旧

公 社 電 話

公 社 電 報

加 入 電 信

12

(100)744×10

(100)5.03×1♂

(100)683×109

93.0

0.0

0.1

12

(107)7.94×10

(73)3.68×108

10

(654)4.47×10

32.8

0.0

02

(109)8.08×1♂

(70)3.51×108

10
(350)2.39×10

145

0.0

00

新

デ ー タ 通 信

ファ ク シ ミ リ

11
(100)5.46×10

(100)8.04×109

6.8

0.1

13
(2967)1.62×10

10

(179)L44×10

66.9

0.1

13

(8700)475×10

10
(1162)9.34×10

85.3

02

(注)電 報 ・電 信 は 民 生 用 途 も含 む

(資 料)郵 政 省 「情 報 流 通 セ ンサ ス」58/3

ニ ュー メデ ィアは 、 伝統 的 メデ ィア機 能 を複 合 化 し た、 文 字 ・音 ・映像 を

統 合 化 した もので あ る こ とは 前述 の 通 りであ る。 つ ま り、 各機 能 の本 質が 変

ったの で は な く、 それ ら が統 合 化 し、伝 達 可 能 な量 とス ピー ドが 変 って きた

の で あ る。 この こ とか ら、 ニ ュー メ デ ィアの普 及 が もた らす イ ンパ ク トの デ

ィメ ンジ ョンが、 伝 統 的 メデ ィアの もの と異 な る こ とは な く、 変化 す るのは 、
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情 報 の大 量 ・多種 類 化 と高 速 化 が もた らす イ ンパ ク トの大 き さ と速 度 で あ る

と言 い得 る。 つ ま り、 創 造 ・標 準 ・効 率 が 従来 に ない規 模 ・ス ピー ドで推 進

され る に違 い ない 、 とい うこ とで あ る。 コ ンピ ュー タ ・グ ラフ ィ クスが 創 造

され るや 、 た ち まち に して 、 世界 各 国 に伝 播 し、 従来 な ら数 年 は新 鮮 な イメ

ー ジを保 つ こ とが で きた の に較 べ 、 著 し く早 く陳 腐 化 して しま う。

斬 新 な デザ イ ンは 、 た ち まち に して 伝 播 し、 当の デザ イ ナー は き わめ て 短期

間 に 時代 の寵 児 にな り得 る、 とい うこ とで あ る。

この よ うな大規 模 ・高 速 化 は 、 現 在 の 我 々が 属 す る社 会 シス テム の基 本 的

枠 組 の変 更 を 迫 って くる。

ニ ュー メデ ィア に関 す る我 々 の基 本 認 識は 、 以 上 の よ うに、① 伝統 的 メ デ

ィ アの複 合 化 であ り、 ② イ ンパ ク トの デ ィメ ンジ ・ンと して は 伝統 的 メ デ ィ

ア と同 様 の 創 造 ・標 準 ・効 率 で あ るが 、③ そ の大規 模 化 と高速 化 が、 社 会 シ

ス テ ムの 基 本 的枠 組 の変 更 を迫 る、 とい うもので あ る。

しか し、 こ こで 強調 しな けれ ば な ら ない こ とは、 基 本的 枠 組 の変 更 を、 受

身的、 あ るい は 防衛 的 に とらえ るの で は な く、 我 々 として は、 次世 代 の枠 組

と して、 い か な る ビ ジ ョンが望 ましい か、 その た め には ニ ュー メデ ィ アを ど

の よ うに利 用 し うるか 、 ニ ュー メデ ィ アを利 用 す るた め の障 害は 何 か、 等 を

考 え るこ と に よ って 、 主 体 的 に取 り組 む べ き ことで あ る。
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1-3市 場 メ カ ニ ズ ム と社 会 シス テム

(1)市 場 メ カ ニズ ムを基 盤 と した イ ンパ ク ト

現 在 の先 進 国経 済は 、 例 外 は数 多 くあ る もの の、 自由競争 市 場 を基盤 とし

て 成 り立 っ て い る 。 資 本 蓄 積 の あ り方 、所 得 分 配 メ カ ニ ズ ム 等 に お け る

問 題 を 内在 させ つ つ も、 需 要 に マ ッチ した財 ・サ ー ビス の供 給 が競 争 市場 を

通 じて行 な わ れ る メ カ ニズ ムを基 盤 とし て成 長 ・発展 して き た6競 争 原 理(

利 潤 動機)な し には 、 需要 の 適 格 な把 握 の イ ンセ ン テ ィ ブは 生 じな い。 新 し

い ニー ズは 、 新 しい 財 ・サー ビスが供 給 され ては じめて明確 化 して くるもので

あ り、市 場 へ の試 行 錯誤 的供 給 とい う リス クは 、 将 来 の利 潤 に よって補 償 さ

れ な け れば な らな い。

経 済 活 動 に お け る情 報 流 通 量 は 、 年 々 そ の ス ピー ドを 増 加 し つ づ け

て い る。 情 報 の 伝 達 ・処 理 は 、 大 量 に か つ 高 速 に 行 わ なけ れ ば な らず 、

ニ ュ ー メ デ ィ ア の 効 率 化 推 進 へ の 寄 与 は 、 き わめ て大 きい もの が あ る。

効 率 化 は 、 情 報 の 伝 達 ・処 理 コス トを低 減 し、 財 ・サ ー ビスの実 質 的 低 廉化

を通 じ、 我 々 の生 活 を豊 か にす る。

産 業 分 野 に おけ るVAN(付 加 価 値通 信 網)は 、 効 率 化 の代 表 例 で あ り、

〔表1-2〕 に示 す よ うに、 多 くの計 画 が 企画 され 、 情 報処 理 産 業 の 中 核 と

して期 待 され て い る。 これ ら産 業 分野 の効 率 化 は、 豊 富 ・良質 ・低 廉 な 財 ・

サ ー ビス の供給 として、 一 般 の 人 々、 す な わ ち 我 々 に波 及 して くる。

一 方
、情 報 の 伝 達 ・処 理 コス トの低 減 は 、CATV、 テ レ ビ電 話 等 の我 々消

費者 に直 接 結 び つ く新 しいサ ー ビスを 提供 可 能 とす る。 〔図1-2〕 に示 す

よ うに、 各 メ デ ィア に よ って、 そ れ ぞ れ の特 徴 を もち 、我 々の選 択 の範 囲は

広 が ろ うと して い る。

い ず れ の場 合 に お い て も、情 報 の伝 達 あ るい は 消 費す る情 報価 値 に応 じて、

対 価 、 つ ま り料 金 を支 払 う。 消 費者 が 、 コ ス トに見合 う料 金を支 払 うな らぽ 、

い つ で も新 しい サ ー ビス を提 供 す る基 盤 が 、 市 場 メ カ ニズ ム であ る。 す な わ

ち、 自由競 争 の 原 理 が 有 効 に機 能 し うる基 盤 が あ れば 、 ニ ュー メデ ィアは ニ

ー ズ に マ ッチ した 形 で 供 給 さ れ る。
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〔表1-2〕VANを め ぐる動 き一 覧

会 社 名 サ ー ビ ス 概 要

GTEテ レネ ッ ト社 か ら購入 した パ ケ ッ ト交 換 機

イ ン テ ッ ク で,日 本 カー バ イ ド工 業 と三 子会 社 間 の メ ール ポ

ック ス サ ー ビ ス

富 士 通 エ フ ・ア イ ・ ピー
小 規模 計算 セ ン ター とその取 引先 間 の プ ログ ラ ム

伝 送等

ヤ マ ト シ ス テ ム 開 発 宅配便情報を地域提携企業 ・子会社と交換
⇔
届け出た中

小企業VAN
日 本 情 報 サ ー ビ ス

ク レジ ッ トの ビザ ・ジ ャパ ン と提 携13社 間 の メー

ル ボ ックスサ ー ビス,花 王石 鹸 と71の 卸売 会 社 間

西 濃 運 輸 関係 会 社・取 引先 間 の 計13社 で メールボックスサー ヒ之

日 本 電 子 計 算 キリン堂,大 手 薬局 メーカー,薬 局 間 での薬 局VAN

東 急ス トア と取 引先 問 屋,製 造業 な ど約30社 を 対

日 本IBM 象,将 来 的 には三 菱 商事,コ ス モ ・エ イテ イ との

(予 定) 合弁 会社 に よ り,大 型VAN(IN)に 進 出す る構想

VAN研 究会 発足時期 参加企業 幹 事 会 社

三 菱CC研 究 会 57.1 14社 三菱銀行・三菱電機 ・三菱商事

三井情報システム協議会 57.1 44 三井銀行 ・三井物産

住 友C&C研 究 会 572 20 住 友銀行 ・住 友 商事 ・日電

VAN研 究会 通信回線開放問題研究会 57.9 45 第一勧銀 ・伊藤忠商事

ATT・ 三 井物 産 ・興 銀 ・

ネ ッ ト ワ ー ク 研 究 会 58.6 8 新 日鉄 ・朝 日新 聞 他 に よ る

AIS棚1000の 導 入検 討会

そ の他:FBC研 究会(古 河 グル ー プ),芙 蓉情 報 シス テ ム懇談 会,デ ー タ

通信研究会(三 和グループ)等

丸 紅 米 国 の タ イム シ ェア社 とタ イム ネ ッ ト社 が 開発 し

たパ ケ ッ ト交 換 付 のVANシ ス テ ムを 輸 入販 売

そ の 他

伊 藤 忠
企業間取引データ交換 システムを中小企業に拡張
を決定,VAN会 社設立を検討

(濁 中小企業VANで は「対象企業の半分以上が中小企業なら若干の大企業を含めても
構わない」と,運 用の弾力化をみている。

(資料)日経産業新聞 ・朝 日新聞等
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●

現 在、 通 信 回線 に 関 す る 自由 化 の議 論 が 各所 で行 わ れ て い るが 、 我 々 の視

点 か らみ る と、 や ふ市場 とい う概 念 を とり違 え て い る よ うに思 わ れ る。 情報

流 通 の市 場 に お け る財 ・サ ー ビスは 、情 報 自体 で あ り、 市場 を構 成 す る プ レ

イ ヤ ーは 、 情 報 の プ ロデ ューサ ー と、 エ ン ドユ ー ザ ー が まず 存 在す る。 次 に 、

そ れを 仲 介 す るデ ィス .トゥ1リビュ一 夕ーが 存 在 す る。 こ れは い わ ば 卸 ・小 売

業 等 の流 通 業者 で あ る。 前述 のVAN,CATV等 は 、 い わば この 流 通 業 に属 す

る も ので あ る。 現 在 の 自由化 議 論 の 焦点 は 、 この デ ィス トゥ リビュ一 夕 ー に

な っ て お り、 本 来 の プ レイ ヤー で あ る プ ロデ ューサ ー お よび エ ン ドユ ーザ

ー は 影 にか くれ て し ま ってい る
。 これは 、 従来 の 財 ・サ ≡ ビス と異 な り、流

通 対 象 とな る新 しい財 → 情 報 につ い ての 具 体的 イ メー ジが 貧困 であ るた め で

あ る6し か し、 一 方 で、 流 通 す る財 が不 明確 で はsそ れ を 自由競 争 市場 に ま .

か せ るのが 適 切 で あ るか ど うか の判 断 は で きな い。 い か な る情 報 が 生 産 され

消費 さ れ るか に よって 、 規制 の あ り方 が 変 って くるのは当然 であ る。 覚醒剤が

流 通 す る の に、 そ の 小 売 を 自由 化 し よ うとす る議 論は 無 意 味 であ る よ うに、

個 人 の プ ライ バ シ ー にか か わ る情 報 の流通 に つい ての議 論 は無 意 味 であ る。

有効 な市場 競 争原 理 の 基盤 を確 立 す る こ とは 、 ニ ュー メ デ ィアの 発 展 を促

進 し、 我 々に豊 富 ・良質 ・低廉 な財 ・サー ビスの供給を早 めるため にも、 急 務 な

課 題 で あ る。 しか し、 そ のた め には、 デ ィス トゥ リビュ一 夕ー に つい ての 議

論 に と ど ま らず 、 流通 す る情 報 の内容 自体 、 ひ い ては そ の 情報 の プ ロデ ュー

サ ー お よび エ ン ドユ ーザ ー に議論 を広 げ、具 体 的 イメ ー ジ を描 き つ つ、 自 由

競 争 に委 ね るべ き情 報 と規 制 す べ き情 報 を考 え ね ば な るま い。

・こ の よ うな意 味 に お い て
、 ニ ュー メデ ィア を ど う利用 す るか、 あ るいは 、

我 々は どの よ うな利 用 方 法 に よ って我 々の 生活 を豊 か な も の に し てい くか の

議 論 が重 要 とな ってい る。

② 社 会 シス テ ム を基盤 と した イ ンパ ク ト

効 率 化 の進 展 は ↓ 大量 かつ 多 様 な 情報 を低 コス トで伝 送 ・処 理 す る こ とを

可 能 にす る。 これ は、 市場 メ カ ニズ ム を基 盤 と して、新 しい ニー ズ にマ ッチ
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した新 しい サ ー ビスが 供 給 さ れ る こ とに な る原動 力 で あ る。 しか し、 流通 す

る情 報 の イメ ー ジが 貧 困 で あ る ため に、 どの よ うな創 造 、 標 準 化 の イ ンパ ク

トが あ るか が不 明確 の ま ま とな ってい る。

流通 す る情 報 自体 に対 価 を支 払 うべ き もの → 具 体 的 に は調 査 機 関作 成 デ

ー タ等 、情 報 の 蓄 積 ・処 理 コス トに対 して 対価 を 支払 うべ き も の → 科 学 文

献デ ータ バ ン ク等 、 情 報 の 流通 コス トに対価 を支払 うべ き もの → 電子 郵 便

等、 市場 メ カ ニズ ム とは い って もそ の バ ラエ テ ィは 多 い。 しか し、 社会 的 制

約か ら、 この 市 場 メカ ニズ ム に乗 せ る こ とので きな い ものが 多 くあ る こ とも

注 目 しな けれ ば な らな い。 そ れは 、 社 会 シス テ ムを 維持 し て い かね ば な らな

い た め に必要 な も の → プ ライ バ シー 保 護 、子 供 と アダ ル トムー ビー との 隔

離 等 … もあ れ ば、 社 会 の 発 展段 階が そ の レベ ル に達 して い な い ため の もの

→ 緊 急 医療 情 報 シス テ ム、 在 宅 勤 務 等、 あ るいは 、本 来 市場 に な じまな い

が 情 報 シス テ ムを 活用 しな け れ ぽ な らない も の → 災 害情 報等 、 多 くの 考 察

しなけ れ ぽ な ら ない もの が 多い。 む しろ、 これ ら、 市 場 メ カ ニズ ムに乗 せ る

こ との で きな い も の、乗 せ る こ と につ い ての障 害 、 あ るいは 、 乗 せ るべ きで

な い ものの イ メー ジを具 体 化 す る こ とが 、 市場 メカ ニ ズ ム に委 ね る領 域 を明

確 化 す る こ とに な るで あ ろ う。 また、 同 時 に、 創 造 ・標 準 化 の イ ンパ ク トの

具 体的 把 握 が可 能 とな ろ う。

本 研 究調 査 は 、 以 上 の考 え 方 に基 づ き、 将来 流 通 す るで あ ろ う情 報 の 具 体

的 イ メ ー ジを描 き 出 すた め に、 我 々の 生活 の諸側 面毎 に ス ポ ッ トを あ て、 考

察 を試 み る もの で あ る。

生 活 の 側 面 に 焦点 を しぼ った のは 、 当然 に して 市場 メ カ ニズ ム に委 ね る こ

との 可能 な産 業 内情 報 流通 を 除外 した た め で あ る。 産 業 内 情 報 流 通 は 、市 場

メカ ニズ ムを通 じ、効 率 化 を追 究 し、経 済 発展 の原 動 力 に な る こ とが期 待 さ

れ る。 しか し、 一方 で、 適 切 な 雇 用 シ フ トが で きな けれ ば 、 新 た な社会 問題

を発 生 させ る とか、 情 報 の収 集 ・処 理 ・分 析 の プ ロセ スを、 どこ まで 単 一企

組織 内 に 内部1ヒ す る;う・て よっ て 、 意志 決 定 シス テムが変 り、 雇 用 環 境 が変 化

す る等 の問 題 が あ るが 、 こ こで は、一次的イ ンパク ト、す なわ ち、我 々市民に直
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接 にイ ンパ ク トが予 想 され る生 活 の場 面 に重 点 を お くこと と し た。

●
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第2章 市民生活 の断面 におけ るイ ンパ ク ト
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第2章 序

本 章 は我 々の生 活 の レベル か ら見 て、 ニ ュー メデ ィア の登 場 が もた らす情 報 化

社 会 の イ ンパ ク トが どの様 な もの で あ るか を考 察 した。

今後 の情 報 化社 会 は 、 既 存 の様 々の メ デ ィアが統 合 され た コ ミュ ニケ ー シ ョン

が 可 能 とな るた め、 個 々人 が現 在 予 想 出来 ない社 会状 況 が 生 じ る もの と思 わ れ る。

こ の不 透 明 な情 報 化 ネ十会 を解 明す る ため、 個 人生 活 レベ ルか ら地 域 社会 ・国 際 社

会 レベ ル迄 の物 理 的 広 が りの 分野 と個 人 の 内面的 意 識 分野 を基 に、 生活 の場 面 を

12の 領 域 に分類 し、 そ れ ぞ れ の生活 領 域毎 に、 ニ ュー メデ ィア の与 え る影 響 を

検 討 した。

12の 分 野 は、 「住空 間」,「 シ ョ ッピ ング」,「 ポー トフ ォ リオ」,「 医 療 .

・福祉 」,「 教 育」,「 文 化 ・教 養 」,「 レク リエ ー シ ョン」,「 コ ミュ ニテ ィ」

「交 通 」,「 災 害1,「 国際 化」,「 宗 教 」 であ る。

検 討 の 内 容は 、 まず21世 紀 にお い て、 そ れ ぞれ の生 活 領域 で どの様 な状 況 が 発

生す るか を 予 測 し、 次 に ニ ュー メ デ ィ アが与 え る と予 想 され るイ ソパ ク.トを 検 討 し、

そ の光 の側 面 と影 の側 面 を ま とめた。

さ ら に、 ニ ュー メデ ィアの 生 活 レベ ル に与 え るイ ンパ ク トの 光 と影 を 見 るこ とに

よ り、 よ り良い 生 活 社 会 を創 り 出す た め には 、我 々は どの 様 な こ と を す べ きか を

言 及 した。 ニ ュー メ デ ィアが どの様 に社 会 シス テ ム の 中 に組 み込 まれ る必 要 が あ る

か、 又 、 ニ ュー メデ ィア に よ って解 決 さ れ ない問 題 は どんな 点 が あ るか 、 又 どの様

に解 決 して い くべ きか 等 をそ れぞ れ の生 活領 域 で 分析 した。
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第2章 市民生活の断面におけ るイ ンパ ク ト

2-1住 空 間

今 後 の住 生活 に と って、 ニ ュー メデ ィアは どの様 な 影 響 を 及 ぼ す で あ ろう・か。

ニ ュー メデ ィアの 登 場 が原 因 とな って 変化す る 部分 が そ れ 程 多い とは 考 え られ

な い。 しか し、 現 在 既 に方 向性が 明 らか とな った 、又 は そ の芽 が 見 え て きた 住

生活 の変 化 の現 象 が 、 よ り一 層 加速 化 され る事 は ま ちが い な い で あ ろ う。 っ ま

り、住 生 活 の制 約 とな っ てい る様 々 な社 会 的条 件 の 中 で、 ÷ ユー メデ ィアの 活

用 に よ りそ の 制約 が 軽減 も し くは解 消 され うる可 能性 が あ るか らで あ る。

そ こで、 住生 活 の今 後 の動 向 につ い て、 住居 つ ま り空間 と して とら え、住 居

の 目的 であ る家 族が 生 活 を 営 ん でい くた め の家 族 空間 と して の住 居 と、 人 間が

生 活 をす る上 で 様 々な機 能 を提 供 す るた めの 装 置 と して の 住居 に 分 けて 考 え る

べ きであ り、 こ こで は 前 者 を 考 え る こ と とす る。

(1)家 庭空 間 と しての 住 居

住居 は 、 家 族 が 生活 を 営 む 、つ ま り家庭 を成 立 させ る空 間 であ る。 住居 の

内側 は家 庭 であ り、 そ の 構 成 員 は家 族 で あ る。 住 居 の 外 側 は社 会 で あ り、 そ
ロ

の構 成 員は 他 人 で あ る。 住 居 は、 社 会 と家庭 を 区 分す る境 目 であ り、 そ の内

部 では 家族 の生 活 空 間を 区 分 して い る。 従 って、 今 後 の住 居 を考 え る場 合 に

は 、 そ の 目的 で あ る、 構 成 員 と して の家族 の 生活 が どの様 に 変化 して い くか

を と らえ る必要 が あ る。

② 家庭 形 態 の 多様 化

か つ て の家 庭 は 、1つ 屋 根 の下 に数 世 代 の家 族 が 生 活 す る大 家族 で あ った。

し か し、現 在 は この様 な 大 家族 は マ レで あ り、全 ん どが1世 代(夫 婦)、 又

は2世 代(親 子)で あ る。 この変 化は 、家 族 の生 活 す る社 会 の単 位 が 変化 し

た 事 に よる も ので あ る。 か つ て、 家 族 の生 活 す る社 会 の経 済 活 動 範 囲 は折 隣

地 区 に 限 られ て い た。 これ が 、経 済 活 動 範 囲 の広 域 化 、 遠 隔地 との結 合 が 行
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な われ るにつ れ 、 家族 も経 済的 に最 適 な社 会 を 目指 して 移動 ・分離 し、 この

結 果 と して核 家 族社 会 が 構成 され てい るの で あ る。 っ ま り、 経 済 的 制 約条 件

の 変 化 に よ り、 家 庭 の 形 態が 変 化 した と言 え る し、 社会 的 に も経 済 的 生 活 向

上 に伴 う家庭 形 態 の変 化 が受 け 入 れ られ た とも言 え る。

ニ ューメ デ ィア の 登場 は 、 社 会 の どの様 な 制 約条 件 を 変 化 さ せ る ので あ ろ

うか。 メ デ ィアで あ る か ら、コ ミュ÷ ケー シ ョ ンの制 約 条 件 が 変化 する 事 は

ま ちが い な い。 か つ て の経 済最 適 化 を 目指 した社会変化 と較べ、 文 化 ・環 境 等

を も含 めた 最適 化 ニー ズ はあ るの であ ろ うか。 テ ユー メ デ ィア に よ る コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン制 約 の変 化 を念 頭 に おい て、 家 庭 形 態 の変 化 ニー ズ に つ い て考

え る事 とす る。

(3)勤 労家 族 の ニーズ

朝 起 戻 して、 急 い で食 事 を 済 ませ 、通 勤 電車 に飛び 乗 り、 ギ ュー ギ ュー 押

さ れ て職場 に つ く。 昼 間 は仕 事 を して、 夕方、 再 び電 車 で帰 宅す る ・一 … と

い うの が 都会 に住 む 勤 労 家族 の行 動 形態 で あ る。 つ ま り、勤 労 家 族 に とって

の 住 生 活は 、 平 日の朝 と、 夕方 か ら夜 にか け て と、 休 日の 時間 帯 の み であ る。

場 合に よっては、 いわゆ る"職 場のつ きあい"等 によ りさ らに侵蝕 され る事 もあ る。

通 勤 時 間 の長 大 化傾 向は 大都 会 にお いて 著 るし いが、 限 りあ る所 得か ら家

屋 を所 有 す る可 能性 を深 す と、 ど うして も職 場の あ る都 会 か ら遠 く離 れ て し

ま う。 従 って通 勤 時 間 が、 家庭 にお け る家 族 との共有 時 間を侵 蝕 して し ま う

事 に な る。

近 年 は極 く普 通 に な って きた 単 身赴任 も家庭 時 間 を侵 蝕 し てい る。 家 族 と

す ごす 住生 活 時 間 が 多 くて週1日 で あ り、数 カ月 以上 ま った くない場 合 もあ

る。 外 国 へ の赴 任 の 場合 は1年 以 上 、 手 紙 や電 話 以 外 に家族 との接 触 が行 な

え な い。 この家 族 との共 有 時 間 が 極 端 に 少 ない単 身赴 任 を選 ば ざ るを 得 な か

った理 由は 、 あ る調 査 に よれば 、① 持 ち家が あ る、② 子供 の教 育 や 進 学 のた

め、 ③ 同居 の相 の看 病 や 世 話 、④ 妻 の職場 を変 え られな い た め の 順 で あ っ た。

つ ま り、 全 般的 には 、 単 身赴 任 は わ び し く、 家族 と一 諸 に住 みた い が、 勤 労
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条 件 の制 約 か ら や む を得 な い とい うの が正 真 な とこ ろ であ ろ う。

この 様 に、 勤 労 家族 に と って の社会 的 環境 は、 家族 との住 空 間 共有 を阻 害

す る方 向性 が 強 ま る一 方 で あ るのが現 状 で あ り、 勤労 家族 本 人 に してみ れば 、

家 族 との 住 空間 共 有 に よる家庭 生 活 充 実 の 欲求 は高 まる一方 で あ る。

過去 にお い て 、 この欲 求 へ の対 応 現 象 で あ る と も言 え る もの にUタ ー ン現

象 が あ る。 しか し、Uタ ー ン現 象 は 、 所 得 や 仕 事 の や りがい と言 った勤 労

ロぐ り

条 件 が 変 化(通 常 は低 下)し て も や む を得 な い とい う、勤 労 家 族 に とっ

て の 妥協 であ る と も言 え る。

従 って 、勤 労 家族 に と って の ニ ーズ と して は 、勤 労 空 間 を維 持 す るた め の

コ ミュ ニ ケー シ ョン と家 族 空 間 を維持 す るた めの コ ミュニ ケー シ ョ ンを何 と

か 共 用 し、 か つ 活性 化 す る こ とが で き ない か とい うもので あ る と考 え る。

(4)就 学 家 族 の ニー ズ

子 供 の就 学 は、 低 年令 では 親 と共 に居 住 し生 活 す るため 、 そ の近 傍 にお い

て行 な われ るが 、 年 令が 高 くな るにつ れ て 離 れた場 所 で行 な わ れ、 つ い には

別 個 の居 住 空 間 に おい て就 学 を 行 うこ とが あ る。

就 学 家 族 に とって の 居住 空 間 ニーズ は 、 低年 令 で は 共有 ニー ズが 高 く親 と

一 致 し て い るが 、 高 年令 にな り自意識 が 高 まる と共 に独立 志 向 が 強 くな り、

親 と一 致 しな くな る。

教 育機 会 の 面 に お いて も、 居 住 地 域 、 特 に都 市 と田舎 の ギ ャ ップが 大 きく、

希望 す る教 育 の機 会 を受 け るた め に、居 住空 間 を家 族 と別 にせ ざ るを得 な い

場 合 が 多 い。 こ の様 な 課 題は 、 か つ て は 高等 教 育 に 限 られ てい たが 、 現在 は

学 習塾 等 の低 年 令 児童 を対象 と した教 育 に まで 及 ん で お り、 フ ァク シ ミリに

よ る添 削 指 導が 行 わ れ てい る例 が あ る。

さ ら に、希 望 す る教 育機 会 が複 数 あ る場 合 には 、 同一 居 住 地点 か らの 享 受

は 都 会 に おい て も困難 な場合 が 多 く、 分 野 の 尋 問性 が 高 い ほ ど著 る しい。

従 っ て、就 学 家族 に とって は希 望 す る教 育 機会(分 野 が 複 合 してい る場 合

も)を 可 能 とす る コ ミュニ ケー シ ョンニ ー ズ が強 く、 親 に とって は、 この教
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育 機 会 と家 族 空 間が 維持 可 能 な コ ミュニケ ー シ ョン ・ニ ーズ が 強 い と言 え る。

㈲ 家 事 家族 の ニー ズ

主 婦 の家 事 労働 が今 後 の ホー ム ・オ ー トメー シ ョン化 等 に よ り、 一 層 軽 減

され るのは まち がい な い で あ ろ う。 さ ら には、 「ホカ ホ カ弁 当」 にみ られ る

様 な 外部 家 事 サ ー ビス の進 展 も予 想 され る。

これ らの 事 は 家事 家 族 の性 格 を変 化 させ てい る。家 事 は 、 外 に 出て 活 動 し

て 房 って くる家族 のた め に生 活 環 境 を整 え る事 であ り、 従 来 は 主 婦 が これ を

行 って いた が 、 機械 や 外 部 サ ー ビス との役 割 分担 が可 能 とな った の で あ る。

専 業 主 婦が 、 家 事 に専 業 しな くて も対 応可 能 とな った と言 え る。

現 在 で も、 主 婦は 余 力を 就 学 面(例.カ ルチ ャー セ ン ター)や 勤 労 面(例

パ ー トタイ マ)に ま わ して い るが 、 この事は家族生活分野 の多重 化を生 じてお り、

今 後 も、 こ の傾 向は 進 展 す る も の と思 わ れ る。 しか し、 家 事 は 機 械 や 外 部 サ

ー ビスに代 替 可 能 な ものば か りで は ない。 子 供 に と っては 家 に入 る時 の 「お

帰 りな さ い」 の 声が 、 夫 に と って は 「お 風 呂が わ い てい ます よ」 の 声 が 重要

な 家 事機 能 では な い だ ろ うか 。

この様 に、 家事 家 族 に と って の ニー ズ は、 本 人 の対 社 会性 の 強 化 、つ ま り

勤労 や就 学 機 会 の増 大 へ の 対応 と、 家 族 に 対 す る主 婦機 能 の 維 持 の 調 和 が可.

能 な コ ミュニ ケー シ ョン で あ る と言 え る。

(6)生 活 スタ イル の ニーズ

現 代 の 我国 の 住居 は 、 和 風 と洋 風 が混 在 し、 こ の傾 向 は 全 国的 で あ る。 も

ち ろ ん便 利 で あ るが ゆ え に 普 及 した の で あ るが 、一 方 で は家 族 各 人 の様 々な

個 別 要 求 を1つ の 家 屋 に 組 み 込む とそ うせ ざる を得 ない 、 つ ま り妥 協 の産 物

で あ る と も言 え る。

家 族 各 人 の要 求 は 、 独 自の 空間 に 関す るもの と、共通 の、っ ま り家 庭 空間 に

関 す る もの が あ るは ず で あ る。 前者 は 個人 の 好 み を志 向 し後 者 は 家 族 の一 致

した 家 庭 空 間 に関 す る好 み を反 映 させ る必 要 が あ る。
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特 に 個 人 の好 み に おい て 、世 代 間 の相 異 は 同 一 評 価 基 準 を 見出す の が 困難

な場 合 が 多 い し、 団塊 の世 代 が21世 紀 初 頭 に老 人期 に突 入す る こ と を意識

す る必 要 が あ る。

従 って、 生 活 ス タイ ル の各 人 の独 自性 と、 家 族 としての 共 通性 を調 和 して

維.持 で きる コ ミ ュ ニケー シ'ヨ ンが可 能 で あ る必 要 が あ る。 馳

(7)家 庭 空 間 とニ ュー メデ ィア ・ 、't'

以 上 述 べ て きた 様 に;家 庭 を構 成 す る家族 各 人 の社会 的 生 活 ニーズ を 満 た

して各 人 の活 力 を高 め 、一 方 では く 家族 とし て の 緊密な 共 有 空 間 を維 持 して

い く事 が重 要 と考 え る。 この ため に は 、 どの様 なメ デ'イア の使 い 方が 必 要 と

な るで あ ろ うか 。 ・ ・ ∵

家 族 各 人 の 社会 的生 活 ニーズ は 他 の節 で述 べ て い る様 に 多様 で あ る。 経 済

面 で高 所得 を望 む か、 文 化 ・教 養 面 で レベ ル の 高 い生 活 空 間 を望 む カ＼'自 然

と調 和 した 生 活 空 間 を望 む か ・・・… 。 しか もこ これ らの ニー ズは 各 人 に とっ

ては 時 間 と共 に 変化 してい く。 若 人 は 喧 喋 な 都 会生 活 を好 み 、 老人 は 静 謡な

な 田園 を好 む。 勤 労 の意 欲 が わ く対 象 も年 令 に より 変化 す る。'

従 って、 各 人 の好 み を優 先 してい くと家 庭 空 間 は 構成 し得 ない 。 核 家族 で

は な く、 ンミラ バ ラ家族 とな って し ま う。 しか し、 家 族 空間 とは何 であ ろ うか。

家族 が 共 通 の 生 活 空 間 を有 し、 物音 が 聞 え、 匂い が し、 の ぞ こ うと思 え ば の

ぞ け る環 境 で あ ろ う。 そ れ な らば、 これ らの情 報 を伝 達 す る事 に よ る家 族 空

間 の 維持 は 可 能 では な い だ ろ うか。 もち ろ ん 、]つ 屋 根 の下 に住 む の と同 じ

状 況 を完全 に実 現す るの は不 可能 で あ る。 しか し、 家族 の各 人は 各 々最 適 の

生 活 環 境 を享 受 し、 従 って 物理 的 には 隔離 され て い るが 、 高 度な 情 報 メデ ィ

ア に よ って情 報 空 間 と して は 共通 な もの を維 持 す る事 は 可 能 で は な いか 。 伝

達 の感 度 を あげ れ ば隣 の室 に い る様 に 、 しぼ れ ば 遠 くの 室 にい る様 にな る。

離 れ た地 点 にい れぽ 分散 家庭 にな る。 同一 家 屋 の 中 であ れ ば、 離 れ にい なが

ら 隣 の 室 にい る様 な 状況 が可 能 とな る。 例 えば 、 奥 さ んが ジ ャズ ダ ンス を し

な が ら寝 て い る赤 ち ゃ んを み てい る様 に。
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家 族 各 人 は各 々の望 む のび やか な 生 活 を送 る と同 時 に生 活 の ギ ャ ップか ら

くる家族 間 の トラ ブル を 解 消 す る事 が で きる。 反 面、 各 人 が 家族 と しての コ

ミュ ニケ ー シ ョンを 拒 絶 して 、 カ プ セル に閉 じ こ も って し ま う事 態 も考 え う

る。 しか し、 メ デ ィアは 道具 であ り、 使い 様 で 良 く も悪 くもな る。 個 人 の活

動 可 能範 囲 を拡 大 し、 活 力 を 高 め るチ ャ ンス と して、 三 ユー メ デ ィアは可 能

性 を有 してい る と言 え る。
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2-2シ ョッピ ング

本 節 では、 ニ ュー メデ ィ アが シ ョッピ ン グ(消 費生 活)に 及 ぼ す イ ンパ ク ト

につ い て考 察 し、 今 後 のシ ョ ッピン グの あ るべ き姿 に つ い て論 じた い。

(1)シ ョ ッピ ング とい う行 為

〔シ ョ ッピ ング 〕

存 在 論 哲 学(M.ハ イ デ ッガ ー ら)に よれ ぽ 、 人 間 〈現 存 在 〉が生 きる
プロジェクト

〈 存 在す る〉 とは 己れ の 存在 を 〈投 企 〉 しつつ く 了解 〉 す るこ とであ り、

そ の 時既 に、 人 間 は 己 れ の 周 りに 己れ の生 きる〈 時 〉 と〈 場所 〉 を〈 開示

し て〉 お り、 同 時 に他者 〈 共 同存 在 〉 を 〈 了解 〉 す る こ とで あ る とい う。

この こ とは 、 情 報 理 論 に則 る な らば 、 主 体 として の 人 間 が客 体 に対 しく情

ア ウ トプッ ト イ ンプッ ト

報 〉 を絶 えず く発 信 〉 し、 同時 に く受 信 〉 しつ つ 客体 を認知 してい る こ と

で あ ろ う。

す ると、 シ ・ッ ピン グの 成立 与 件 で あ る売買 とい う経 済行 為は 、 「消 費

者(コ ン シ ュー マ)」 と 「供 給者(サ プ ライヤー)」 が 各 自の動 機 を持 っ

て 互 い に他 を認 め合 い(了 解 し)、 互 い に他 の欲 す る情 報 を 伝達 し合 い つ

つ 、 特 定 の時 と場 所 にお いて商 品 を 売買 す る こ と(商 品 と貨 幣 の交 換)、

と考 え る こ とが で きる。 こ こ で商 品 とは 売 買 さ れ る物(生 産 物)を 指 す だ

け でな く、 広 くサ ー ビスや 情 報 を含 んだ 概 念 を指 す こと と し、単 な る物 で

は ない とい う意味 で"も の"と も表 現 す る こ とに す る。

〔シ ョ ッ ピン グを構 成 す る要 件 〕

上 で述 べ た こ とか ら 、 シ ョッ ピン グ、 取 りも直 さず 売 買を構 成 す る要 件

と して、 以下 の6項 目を あ げ る こ とが で き る。

1)消 費者(買 い手)と 供 給 者(売 り手)

これ は商 品 な い し貨 幣 の移 動 か ら見 た 分 け 方 で あ り、 立 場 が 変 わ れば

逆 に な る。

2)買 わ れ る、 売 られ るttも の"
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3)買 わ れ る、 売 ら れ る場 所

4)買 われ る、 売 られ る時 間

5)売 買の 方 法

6)上 記 の要 件 に関 与 す る情 報 の授 受

(2)ニ ュー メ デ ィアが シ ョッピ ング に及 ぼ す イ ンパ ク ト

次 に、 一 般 的 な小 売 業 を念 頭 に、 ニ ューメデ ィアを通 じ た情 報 シ ス テ ム化

が、 シ ョ ッピ ング に及 ぼ すイ ンパ ク ト、 及び 予 測 され る 将来 像 につ い て、 上

記 の構 成 要 件 に着 目しつ つ考 察 す る。

〔消 費者 と供 給者 〕

モノ余 り、モノ離れ、あ るいは店余 りと言われる小 売業 界 において、これからの

マー ケ テ ィ ングの あ り方は 、 あ る商 品、 サ ー ビス 、 な い し情 報 を そ こか ら

買 い た い、 あ るい は そ こへ 売 りたい 対象 者 を 、 互 い に選 択 し、 あ るい は選

別 す る(逆 に言 え ば 選 択 され、 あ るい は選 別 され る)時 代 とな ろ う。 言 わ

ば 、 売 買の ドッキ ン グの相 手 を一 所 懸命 探 し合 う時代 で あ る。 供 給 者 サ イ

ドでは 、 マ ー ケ ッ トを どの よ うに想定 し、探 し 、創 造 す るか とい う問 題 、

消費 者 サ イ ドでは 、 何 を 買い 、 それ を 売 る商 品 を買 う相 手 を どの よ うに探

し、 な け れ ぽ創 造 す るか とい う問 題 で あ る。

消 費者 サ イ ドか ら 見れ ば、 ニ ュー メデ ィア の 双方 向性 を利 用 した 、 商 品

情 報 に対 す る 消費 者 か らの選 択 的 アクセ スの可 能 性 は 、 消 費者 の 入手 で き

る商 品情 報 を=豊富 にす る と共 に、 消 費者 の商 品 ニーズ を個性 化 、 個別 化 あ

るい は グル ー プ化 、 流 動 化 させ る。 また ニ ュー メ デ ィアは 、 消 費者 と商 品

情 報 の 間 に現 在 あ る様 々な隔 り一距 離 的 制 約(居 住 地 制 約)、 知 識範 囲の

制 約 、 情 報 入 手 時 期 の 制 約 等 一 を減 少 させ る で あろ う。 消費者 の商 品選

択 範 囲 を拡 大 させ る の で あ る。

これ を供給 者 サ イ ドか ら見 れ ば、 マ ー ケ ッ トが 個性 化、 個 別 化 あ るい は

グル ー プ化 、 流 動 化 す る こ とで あ る。 供 給 者 は 従 来 の マ ス マー ケ ッ ト、 ミ
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'
デ ィマ ー ケ ッ トの み な らず 、様 々な ミニマ ー ケ ッ ト(ク ラ ブマ ー ケ ッ ト)

の 各 層 に対応 した販 売 方 策 を設 定 し な ければ な らな い。 特 定 のマ ー ケ ッ ト

を発 見 し、 引 き寄 せ 、 構 築 す る戦 略 と戦 術 が問 わ れ る。 逆 に言 え ば、 ニ ュ

ー メデ ィア に よ って 潜 在 的 商 圏 は 拡 大 し
、1今 まで 思 って も見 な い 消費者

(層)か ら買 っ て も らえ る可 能性 が生 まれ る。

そ の他 、 新 し い 売 買の あ り方 と して、 売 買主 体 に着 目す る と以下 の2点

が 予 測 され る。

1)「 シ ロウ ト」、「ア マチ ュアの マ ニア」 が商 品供 給者 とな る。

特 定 の 専門 化 さ れた 商 品情 報 に対 す る容 易 な ア ク セス の 可 能性 は、 プ

ロと アマ チ ュ アが 保有 す る商 品 知識 の 量 的 ・質 的 差異 を 減 少 させ る。 消

費者 が商 品化 ノ ウハ ウを 獲 得 して供 給 者 へ 転 化す る こ とは 比 較 的 容 易 に

な るで あ ろ う。 様 々な ク リエ イ テ ィブ商品 、 サ ブカ ル チ ャー 商 品 、 特定

海 外商 品 ・情 報 の 輸 入 な ど、 特 定 の商 品、 サ ー ビス、 情 報 を 「シ ロゥ ト」

が リー ドを取 り供 給 す る可 能性 が 高 くな る。 そ して商 品情 報 に対 す る双

方 向 ア クセ ス 方 法 は、 これ ら を支持 し維 持す る多数 の ミニ マー ケ ッ トや

ク ラブマ ー ケ ッ トを 容 易 に形 成 させ る 手段 とな るで あ ろ う。

2)「 第 四者 」、「第五 者 」 が 売 買を 形成 す るシ ステ ムに介 在 す る よ うに な

る。

売 買に は様 々な 第三 者(商 社 、 問屋)が 介 在 して い るが、 情 報 シ ス テ

ム を舞 台 として 、'第 四者 、第 五者 が 売 買 の シス テ ムに 登場 す る であ ろ う。

例 え ば 売 る相 手 や売 り方を売る、買 う;買 う相 手 、 買 い 方 を 売 る、 買 う;

さ ら に売 り方 を 売 る者 を 売 る、 買 う;買 い手 を売 る者 を 売 る、 買 う;な

どニ ュー メデ ィ アを 利用 した 、商 品情 報 、 消 費者(顧 客)情 報 の 生産 、

加 工、 供 給 、 仲 介 、 販 売 行 為 が 職業 と し て売 買 シ ス テ ム の内 に成 立 す る

可 能 性 が あ る。

〔買 われ る、 売 ら れ る"も の"〕

消費 者 と供給 者 の 間 で 買 われ る"も の"、 売 られ る"も の"が ど の よ う
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な もの と な るので あ ろ うか。 現 在 、 流通 業 界 で広 く指 摘 さ れ て い る点 を踏

ま えて 整理 す る と、 これ か ら の時 代 に買 われ、 売 られ る商 品は5つ の 方 向

を志 向 す る。

1)有 意味 な物 、 財

こ こで く有 意味 〉 とは 、 買 う主 体 に とって その物 、 財 に認 め られ る〈

意味 〉が=豊富 な ご とであ る。 具 体 的 には、i)tt存 在感"の あ る物 、iD自

分 の気 持 に フ ィッ トし、 気 持 を 投 影 で き る物、iii)買い得 感 の高 い 物 、

話 題 性(情 報)の あ る物 、v)差 別 性、 プ レス テー ジを持 つ 物、vD同 時 代

件 のあ る("ナ ウ"な)物 、等 で あ る。

2)様 々な 商 品 の〈 組 み 合 わせ 〉 に よ って作 られ る有 意味 な空 間 、 雰 囲気 、

や生 活 感 覚

3)生 活 情 報

生活 の 各場面 に お い て 、主 体が行 動 を行 う上 で必 要 な情 報 や ノ ウハ ウ

4)サ ー ビス 、,

主 体 の行 動 を代 行 した り支 援 す る有形 ・無形 のサ ー ビス

5)行 為 、 経験 、 体 験

日常 的 あ るいは 非 日常 的 な様 々な経 験 や 体験 、 主 体 自身 が参 加 す る行

動 、 そ の 結 果 とし て の満 足感 、 充実 感や 感動

す な わ ち 、 生活 とい う〈 劇 〉 の く舞 台 〉(道 具類、 装置 、 機 構 、 劇 を進

行 させ る ノ ウハ ウや サ ー ビス)が 売 買 され る。 さ らに は く劇 〉 の く シ ナ リ

オ 〉や く演 出 〉す ら も商 品 とな りつつ あ る。

〔買われる、 売られ る場 所 〕

古典的 な意味で売買が成立す るのは店 舗においてであ った。店 舗は売 り

手 が陳列す る商品を顧 客が直接見て選択 し、値決め交渉が行 われ売買が成

立す る場所、売 り手 と買い手 が直接接触す る場である。 ニ ュ「メデ ィアは

売買の成約場 所をこの古典的な店舗か ら引き離 し、飛躍的に拡 大 させ る能

力 を持 つ 。 売買の意志決定 に必要十 分な商品情報が適確 に伝達 され、 当
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事 者 の意 志 を伝 達 で き る場 所 な らぱ ど こで も売 買 が可 能 とな る。 情 報 端 末

装 置 を通 じた 売 買 シス テ ムは 、 商 品 に 対す る 買い 手 のア クセ ス方 法 を拡 大

させ 、 多様 化 させ る。 自分 の欲 す る商 品 との 間 にあ るく隔 り〉 、特 に物 理

的 距 離 の制 約 を 減 少 させ る。 す な わ ち 、i)商 品情 報 の入手 、iD商 品選 択 、

i[D購 入 決 定 と意 志 の伝 達 、iv)商 品 の入 手 、V)代 金決 済 、 の一 連 の場 所 が同

一 では な く、様 々な形 で 多様 化 す る こ と を 意味 す る。 古典 的 意 味 で の店 舗

の 必 要性 が 薄 ら ぐの で あ る。

そ れ では これ か らの店舗 の あ り方 は ど うな る のであ ろ うか、 あ るい は ど

うあ るべ きか 。

前述 した よ うに、 買 われ る"も の"、 売 られ る"も の"自 体が 大 き く変

化 しつ つ あ る。 店 舗 に おい て も新 た な有 意味 性 が求 め られ てい る と言 え よ

う。 店 舗 は前 述 の商 品、D有 意 味性 の あ る物 、ii)空 間、 雰囲 気 や 生 活 感覚 、

iiD生 活 情 報 、iv)サ ー ビス、V)様 々な 生 活 行 為 そ の もの 一行 動 や経 験 、体 験 、

それ ら に伴 う満 足感 や 充実 感 一 を 様 々に複合化 させ て売る場 とな る の では な

い か。 また 店 舗 の起源 が 売 り手 と買 い手 のfacetofaceの 接触 に あ る と

す れば 、 そ の性 格 を発 展 させ 、vi)tw々 な 種 類 の 人間 的接 触 の場 、 人 間 と人

間 の間 の 共 感 を 誘発 す る場、 とし て あ らね ば な らない 。 「そ こへ 行 け ば 何

かが あ る、 何 か が 起 こ る」 とい う期 待感 を喚 起 させ 、 人 々を 引 き寄 せ る磁

力 を 持 つ よ うな場 を店 舗 は 志 向 しな けれ ば な らな くな るで あ ろ う。

これ か らの売 買 の場 の基 本 的 な あ り方 を予 測 したが 、 さ らに そ の新 しい

あ り方 の 例 とし て、 以下 の4点 を 上 げ る こ とが で きる。

1)売 り手 が 買 い手 に赴 くあ り方

ニ ュー メ デ ィアの 双 方 向 ア クセ ス性 を利 用 した 予 約 訪門 販 売 、移 動 店

舗 、 特 定 の商 品、 有形 サー ビス を買 い手 のい る場 所 で 実現 す る シ ス テ ム。

2)買 い 手 が 売 り手 に赴 くあ り方

現 在 の店 舗 形 式 で あ るが、 多機 能化 、複 合化 、 集合 化 が進 む 。

3)買 い手 と売 り手が 第三 の場 所 で接 触 す るあ り方

1)と2)の 長 所 を合 わ せ 持 った 、特 定 期間 の み開設 され る仮設 店 舗 も開
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発 さ れ るの では な い か。 例 として 、新 宿 副都 心 で現 在(1984年)公 演 中

の 「CATS」 シ アター な ど。

4)買 い 手 と売 り手 が 直 接 接 触 しない あ り方

代 表例 が ホ ー ム シ ョッピ ン グで あ るが 、 「ホ ー ム」 にの み と どま らず 、

情 報 端 末装 置 の あ る所 が シ ョッ ピ ングの場 とな る。 「端 末 シ ョッ ピ ング」

と言 うこ とが で きる。 例 えば 、 現 在 の 電話 ボ ックス が 「情 報 ボ ックス 」

へ 進 化 し、 そ の場 で シ ョッ ピン グ も可 能 とな るであ ろ う。

〔買 われ る、 売 られ る時 間 〕

職 業 ・年 齢 ・階 層 に よ って 異 な る生 活 時 間 の あ り方 と、 ニ ュー メ デ ィア

を 通 じた 売 買 シス テムは 相 互 にイ ンパ ク トを 及 ぼ し合 う。 売 買の情 報 シス

テ ム化 は、 商 品 情報 の 入 手 か ら代 金 決 済 まで の 一連 の時 間 、時 期 を様 々な

形 で ず ら し多様 化 させ る。 また商 品情 報 に対 す る時 間的 く隔 り〉を 減 少 さ

せ るで あ ろ う。 そ れ らの く時 差〉 を 利 用 した新 しい 売 買 シ ス テ ム、 ノ ウハ

ウ が 開発 さ れ るで あ ろ う。 そ れ に伴 い 、24時 間サ ー ビス 、24時 間 配 送

シ ス テ ムが 拡 大 す るで あ ろ う。

〔売 買の 方 法 〕

現 在 の 売 買 シス テム にお け る マス メデ ィア の利 用は コマ ー シ ャル手段 と

して で あ り、 売 買シ ス テムの フ ロー の 中 では 極 め て 限定 され た機 能 を受 け

持 つ にす ぎな い。 ニ ュー メデ ィア の革 新 性 は 、D選 択情 報 量 の 大幅 な増 加 、

ij)情報 の 双方 向 伝 達、の 情 報表 現 形 態 の 拡 大 と複 合 化 一 映像(動 画 、静 止

画)、 音 声 、 文字 、 図 形 、信 号 、iv)情 報 伝 送 方式 、形 態 の拡 大、 複数 化 、

に あ る。 これ ら の新 しい 能 力 を活 用 した シ ス テ ム が売 買 フ ロー の 各段 階 で

構 築 され る で あ ろ う。 例 え ば、D商 品情 報 供 給 シ ス テム、[D商 品 予 約 シ ス

テ ム、liD販 売 時 点 管 理 シ ステ ム(pos)、iv)商 品 発 送 シス テ ム、v)代 金 決

済 シス テ ム、Vl)商 品 評 価 ・消 費者 ニー ズ把 握 シス テ ムな どが あ げ られ る。

具 体 例 と し て 、 商 品 情 報 供 給 シ ス テ ム では 、 在来 の テ レ ビ コマー シ ャ
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ノレに 変 わ り、 イ ン フ ォマ ー シ ャル とい う言 葉 で、新 しい 商 品情 報 の提 供 方

法 が 模 索 されだ して い る。

売 買 方 法は 、 供 給者 サ イ ドに お いて 最 も ノウ ハ ウ開 発 が進 み つ つ あ る面

と言 え るが、一 方 で、 ニ ュー メ デ ィア を利 用 した、 消 費 者の 立 場 か らの 全

く自由で 新 しい 「売 買 」の あ り方 も追 求 され な けれ ば な らない 。 そ の可能

性 の一 例 と して 、 新 しい 「物 々交換 」 を構 築 す る方 法 が あ る。 こ れ は ニュ

ー メ デ ィ
.アの双 方 向 性 を 活 用 し、 地 域や グル ープ(ク ラ ブ)組 織 の メ ンノミ

ー(会 員)間 で
、 不 用 品 や創 作 品等 を提 供 した り交 換 す る シ ステ ム であ る。

(3)シ ョ ッピ ン グの あ るべ き姿

以上 で売 買 の構 成 要 件 別 に ニ ュ ー メデ ィア のシ ョッ ピ ング に及 ぼ す イ ンパ

ク トにつ い て予 測 した。 イ ンパ ク トには プ ラス(光)、 マ イ ナ ス(影)両 面

が あ る。 プ ラス面 を 主 に見 たが 、 マ イ ナ ス面 も予想 され る。 ここで は マ イナ

ス面 を指 摘す る と共 に、 あ るべ き シ ョ ッピ ン グの姿 に つ い て考 察 す る。

消 費者 サ イ ドか ら見 た 時 に 、 消 費者 の シ ョ ッピ ングに 及ぼ す マ イ ナ ス イ ン

パ ク トとして以 下 の3つ を あ げ る こ とがで き る。

1)商 品 情 報選 択 能力 の低 下

ニ ュー メデ ィアを通 じた 商 品 の情 報量 の増大 は一 見 、 選 択枝 の増 大 と思

え る。 しか し人間 の 情 報 受 け 入 れ 能 力、 従 って価 値 判 断 処理 能 力 には 限界

が あ り、 そ の許 容 範 囲 を越 え る と逆 に選 択 能 力は低 下 す る。 商 品情 報 の増

大 は 消 費者 の 能動 的 な選 択 能 力 を弱 め る と考 え られ る。

2)商 品情 報 の"お しつ け"

ニ ュー メデ ィア の双 方 向性 は確 か に消 費者 に情報 選択 権 を与 え る。 しか

し、 個 々の商 品 情 報 の 提 供 面 に おい て、 供給 者サ イ ドの情 報 提供 ノ ウハ ウ

は き わめ て 高度 化 して お り、 個 々に 提供 され る情 報 の 説 得 性 が 高 い ため 、

消費者 の選択 眼 は受 け 身 にな りが ち であ る。 消 費者 に と って は 商 品情 報 の

"お しつけ"と もな り うる
。

(3)商 品情 報 入手 手 段 の シ ステ ム依 存
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ニ ュー メデ ィア を 通 じた売 買 シス テ ム の確 立 は、 逆 に売 買の シ ス テム依

存 を 強 め る。 この こ とは シ ス テム の良否 、 シ ステ ム操 作 の慣 れや 知識 の有

無 に よ る格 差 を生 む 可 能性 が あ る。

4)新 た な コス ト負担 増

シ ステ ムや 機 器 購 入 ・利 用 に よる新 た な コス ト負 担 増 が あ る。

以 上 マ イナ ス面 を見 た が、 消 費者 に とっ て真 に望 ま しい シ ョッピ ン グのあ

り方 は 、 どの よ うな シ ステ ムが 構 築 され る に し ろ、 消費 者 の 主体 性 、 能 動性

を十 二 分 に 育 て る も の で あ る こ とで あ る。 シ ョ ッピン グ も 人間 の 生 の発 露 の

一 形 態 であ る。 主 体 的 で 能動 的 な 行動 が 、 人 間 の生 を 最 も輝 かす か らであ る。



2-3ポ ー トフ ォ リオ

(1)は じめ に

ニ ュー メデ ィ ア の登 場 に よ り新 しい金 融 サ ー ビス の可 能 性 が 言 われ て い る。

当面 は フ ァー ム バ ンキ ングな どの企 業 間 の金 融 サー ビス が先 行す るが,ニ ュ

ー メデ ィア の普 及 と と もに 各家庭 に も広 が り,従 来 に は なか っ た金 融 サ ー ビ

スつ ま りポ ー トフ ォ リオ が進 展 して行 くと考 え られ る。

現在 は,過 渡期 で あ り,一 種 の混 乱 状 態 に あ る為,ニ ュー メデ ィアに よっ

て 提供 され る金 融 サ ー ビスにつ い て も,明 確 には 予 見 で きない 。

従 っ て,本 論 で は,現 状言 わ れ て い る各 種の 金 融 サ ー ビス に つ い て では な

く,一 般 家庭 に 於 る金 融 面 での 変 化 を考 え,そ こか らニ ュ ー メデ ィア との関

係 を探 って 行 くこ とにす る。

② 複 合 型 金融 商 品 の時 代

く金 融商 品 の登 場 〉

昭和55年1月 より販 売 され た 「中期 国債 ファ ン ド」 は,革 命 的 な商 品

で あっ た。 購 入 後1ケ 月間 は解 約 で きない とい う制 約 は あ る ものの,普 通

預 金 的 な性格 を 持 ちな が ら,利 率 は1年 定 期 預 金並 み の 高 さで あ る。 この

商 品の 開 発 は,コ ン ピュ ー ター と通信 技術 の発 達 があ っ て初 め て可 能で あ

っ た と言 っ て よい 。

これが今後、 銀 行 と結びつ くことに より決 済 機 能 を持 つ よ うに なれ ば,金

融 商 品の ベ ス トセ ラー と なつ て ゆ くで あろ う。

この 「中期 国 債 フ ァ ン ド」 に追 随す る よ うに,表fi-3-1の よ うな 多

数 の金 融 商 品 が 次 々に登 場 した 。

また,償 還期 限 ま で の残余 期 間 が わず か しか ない 「期 近 国 債」 及 び借換

債 が,大 量 に 出現す る昭 和60年 以 降に は,そ う した 国 債 を中心 に,新 し

い高 金 利の 金 融 商 品 が 生 まれ る可能 性 もあ る。
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表ll-3-1主 な 金 融 商 品

取扱機関

銀 行 ・

信 金 など

ー局便郵

長期信用
銀行 など

一{

上
行銀託信

東京銀行

銀行 ・証

券な ど

名 称

普通預 金

定期預金

購 定定期⇒

国債定期 口座

通常預金

定額預金

〃

割引金融債

利付金融債

複 利型 金融資

ワイ ド

国債割 引債口座

中期国債 ファン ド

公社債投信

総合複利 口座
ハイパ ック

貸付信 託

複利型貸付信託

ピック

国債信託 口座

ダ ブル

利付金 融債

長期国債

期

し

月

月

年

年

年

年

年

し

ケ

ケ

満

な

3

6

1

2

2

3

10

な

ー

{
2年6カ 月以上

3年 未 満

{
3年 以 上

10年 末 満

1年

5年

5年

年

し

し

0

な

な

ー

1`)年

5年

5年

10年

3年

10年

現 行 利 回

り(%)

1.5

3。5

4.75

5.5

5.75

5.915

6.086

☆8.906

2.88

5.05

5.75

6。134

7.30

☆8.624

☆9.557

5.475

7.63

☆10.80

7.32

☆8。65

☆10.42

7。10

7。563

[注 ☆は複利運用での年平均利回り。国債定期 口座は資金を国債6:預 金4で運用した利回 り。ハイパックは公社債投信とセットした利回り。]

(昭 和59年2月8日 付朝 日新 聞 より)
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〈金利 の 自由化 〉

こ うした金 融商 品の 登場 につ れ て,証 券 会 社 と銀 行 との垣 根 が低 くな り

つ つ あ り,お 互 い の業 務 につ いて相 互 乗 り入 れ が進 ん でい る。 更 に,将 来

の年 金市 場 を見越 しての信 託 業 務へ の 乗 り入 れ の動 き も出始 め て い る。

また,サ ラ金,ク レ ジッ トカ ー ド会 社 な どの いわ ゆ る 「ノ ン バ ンク」 も

急 速 に 伸び て お り,各 企業 グ ル ー プに於 て も,グ ル ー プ内の 企 業 に対 す る

よ り効率 的 な低 コス ト資 金の 導 入 を 目指 して,自 前の金 融 専 門 会 社 を設 立

す る な ど,従 来 型 の金 融 業以 外 か らの 参入 も目立 っ て きてい る。

対 外 的に は,米 国 な どを中 心 と して,「 金 融 開放」 を追 る 「外 圧」 も強

まっ て きてお り,昭 和59年4月 か らは 「iー ロ円債」 も解 禁 され る等,

金 利 の 自 由化 に 向 けて 徐 々に動 き出 しつつ ある。・

昭和58年4月 に 出 され た,金 融 制度 調査 会 の 「金 融 自由化 の 現 状 と今

後 の あ り方」 と題す る 中間報 告に 於 て も,「 金 融 の 国 際化,国 債の 大量 発

行に よ り,金 利 の 自 由化,弾 力化 は避 け て 通れ ない」 と して い る。

〈複 合型 金融 商 品の 登 場 〉

前項 で見 た 様 な各 種 の要 因 に よ り,今 後 更 に 多種 多様 な金融 商 品 が 開発

され て くる。 そ れ らは,単 に 高 金利 とい うだ け では な く,プ ラス ア ル フ ァ

ーの 魅 力 を備え た もの とな るだ ろ う。 一

例 えば,着 実 に進 行 しつつ あ る我 国の 人 口高齢 化 に 備え る為,現 在公 的

年 金制 度 の改 革 が検 討 されて い るが,ニ ュー フ ァ ミ リー層 が求 め て い る豊

か な生 活 を,将 来 もこ うした 公 的 年 金 のみ で まか なえ ない のは 明 らか で あ

る。 従 っ て,私 的個 人 的年金 に 関心 を持 ち,そ の 準 備 を始め る人 々 が増 え

て くる こ とが 予 想 され る。 こ うした個 人年 金 の分 野 に於 て も,従 来 の 生保

・信 託 業 界に 加 え ,新 たに 銀 行 ・証券 業 界 が参 入 す る 動 きを見せ て い る。

生保 ・信 託業 界 もこれ に対 抗 して,新 しい 付 加価 値 を備 えた 「複 合型 個 人

年 金」 を開 発せ ざ る を得 な くなる だ ろ う。

こ うして,従 来 の 垣 根 を超 え た 複合 型 金 融 商 品 の開 発競 争 が 激 化 して行
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く 。

(3)家 庭 株 式会 社 の 出現

く蓄 財概 念 の 変 容 〉

こ う した多 様 な複 合 型 金融 商 品 が豊 富に 出 ま わる こ とに よ り,従 来 の 「

蓄 財」 とい うもの に 対 す る人 々の考 え 方 が,大 き く変 容 して 行 く。

そ れ は 「預 金 す る」 つ ま り 「単 に 銀 行に お金 を預 け る」 とい う従 来 の考

え 方 か ら,同 じ単 位 の お金 を 出す の で あれ ば,よ り高 利 回 りの,よ り付 加

価 値 の高 い金 融 商 品 を求 め る ように なっ て ゆ くこ とを意 味す る 。つ ま り 「

金 で 金融 商 品 とい う よ り大 き く収 益 を生 み だ す 商 品 を購 入す る」 とい う感

覚 に なっ て 行 く。

また,商 品 の 購 入 で あれ は,同 種類 の 中 か ら従来 以上 に慎 重に 吟味 し、

よ り自分 の ニー ズ に合 った もの を選 択 す る よ うにな るだ ろ う。

、

〈投資対象の拡大〉

より高い利回 り,よ り高い付加価値を求めての 「金融商 品の購入」 であ

れば、そ の対象は単に金融商品に止 ま らず,例 えば,金 な どに代 表され る

相場 商品,株 式投 資,公 社債投資,為 替投 資 などにまで拡大 して行 くのが

当然だろ う。

その際,そ うい う市場に対 して直接に投資す る場合(例 えば,金 地金 の

購入)も あれ は,そ うい う市場を利用 した金融商品を購入す る形(例 えば,

金定期)で の関接 的投 資を行 うこともあるだろ う。

しか し,い ずれの形 にせ よ,従 来以上に人 々が金融商 品等に関心 を深め

財産運用の重要 な手段 と認識 し,積 極的に取 り組んで行 くこととなる。

〈家庭 株式 会 社 〉

人 々は,将 来 に渡 る 自分の ライ フ サイ クル を設 計 し,そ れ を達 成 で きる

よ うな財 産 運 用 を展 開 して行 く。 そ の 財産 運 用 の手 段 とな るの が 前 述 した
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複 合 型 金融 商 品 を主 力 と した 各 種 の投 資対 象 であ る 。

元本 とあ る一 定 の 利 息収 入 が保 証 され て い る もの が 中心 とな るが,人 々

は 自分の リス クの 範 囲 を設定 し,そ の範 囲の 中で 積極 的 に,「 リスクは 高い

が よ り高収 益 を生 む 商 品 」 に も 目を 向け て行 く。

そ して,そ う した財 産 運 用状 況 やそ の成 果 を定 期的 に チ ェ ック し,場 合

に よっ ては運 用 対 象 を見 直 しす る為 に,家 庭 用 のB/S(貸 借 対 照表)や

P/L(損 益 計 算 書)を 作 成す る こ とが必 要 となっ て くる 。

こ う して一 個 の 家 庭 が あ たか も株 式会 社 の よ うな側 面 を持 っ て くるの で

ある 。人 々は,こ う した 家 庭株 式 会社 を管 理運 営 し,か つ財 産 運 用 に関 す

る各 種の 情報 を得 る為 に ニ ュー メデ ィア を利 用 す る よ うに な るだ ろ う。

この 点につ い て は,日 本経 済研 究 セ ンタ ーが ま とめ た 「2000年 の 消費

社 会」 と題す る長 期 予 測 に於 て も,図9-3-1に み られ る通 り金融 資産

の運用 が高 ま る と して い る。

(4)家 庭 株式 会 社 とニ ュ ー メデ ィア

〈ニ ュー メデ ィア に よるサ ー ビス 〉

ニ ュー メデ ィア に よっ て提 供 され るサ ー ビス に は大 き く分 け て3種 類 の

サ ー ビス が考 え られ る。

1つ は,基 礎 的 情 報 の提 供 で あ る。 これ は家庭 株 式 会 社 が 欲 す る よ うな

金融 商 品の 紹 介 ・内 容 説 明 ・類 似 商 品の比 較 対 応 な どで あ る。 こ うした サ

ー ビス は ,金 利 動 向等 に よ り逐時 その 内容 が更 新 され て い く。 また,投 資

対 象に依 っ ては 市 況 情 報 や 会社 関 係 情報 の 提供 も必 要 とされ る。 但 し,こ

れ らは 伝 統 的 メデ ィアで も提 供 され てお り,ニ ュー メ デ ィア と して は,よ

リタ イム リーで か つ ユ ーザ ーが よ り容 易に 理解 で きる よ うに絵,図 形,グ

ラ フなど を豊 富 に 活 用 した よ リビ ジ ュア ル な内容 で なけ れ ば な らない 。

2番 目は,家 庭株 式 会 社 の運 営管 理 に 関す るサ ー ビス で ある 。 これ は,

家庭株 式会 社 の財 務 分 析か ら始 ま り,財 産 運用 に 関す る ア ドバ イスや財 産

運 用 シ ュ ミレー シ ョンサ ー ビス,そ して 税金 面 で の ア ドバ イス 等,多 彩 な
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サ ー ビス が期 待 さ れ る。 また,ニ ュー メデ ィア を通 して,複 合 型金 融 商 品

を売 買す る こ と も可 能 と なるだ ろ う。

3番 目ほ,高 度 専 門 的 レベ ル の情 報 サ ー ビス で あ る。 前述 の2つ は,誰

れ もが 享受 で きる 一 般 的 なサ ー ビス と なろ うが,こ れ は,高 度 専 門的 レベ

ル の 情 報 を必 要 とす る人 だけ が 受け る こ とに なろ う。

例 え ば,

④ 専 門技 術 的 な内 容 を分 り易 く解説 す るサ ー ビス。

◎ 新 技術 ・新 製 品の 持つ 可 能性 及 び 既存 業 界 に対 す る イ ンパ ク トを解

説す るサ ー ビ ス。

◎ 非 公 開 情 報(例 え ば会 社 内部 経 営 情報)の 伝 達 。

◎ よ り高度 専 門的 な知識 を提 供 で きる機 関や 個 人 に、紹介 ・仲 介 す るサ

ー ビ ス。

な どが 予想 され る。

これ らのサ ー ビス は,内 容 に よっ ては 有料 となろ う し,全 て が ニ ュー メ

デ ィアに よって 提 供 され る とは 限 らない だ ろ う。

こ う した情 報 専 門 家 集 団のい る場 所 で,講 読 を受け た り,個 人的 に相 談

した りす る形 を と る こ とが考 え られ,遠 隔 地に い る人 が,ニ ュー メデ ィア

を通 して コ ンタク トす る こ とが予 想 され る 。

〈負の ニ ュー メデ ィア論 〉

こ う して家 庭 株 式 会 社 とニ ュー メデ ィ アが深 く結 び つ いて い く一 方 で,

種 々の問 題 が 発 生す る こ とが予 想 され る。

④ まず,ニ ュ ー メデ ィア を通 して金 融 商 品 を購 入 ・売 却 した り,情 報

サ ー ビス を受 け る こ とで,家 庭株 式 会 社 の 内容 が,金 融機 関 に もれ る

可 能 性 が あ り,家 庭 株 式会 社 の実 権 を奪 わ れ る こ とに もな りか ね ない 。

◎ また逆 に,ニ ュー メデ ィア を悪用 した 「ニ ュー メデ ィア犯 罪」 が多

発 し,高 度 化,広 範 囲化 して い く。

◎ 金融 商 品 情 報 な どが,ニ ュ ー メデ ィアに よ り身 近 な もの と なるに 伴
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い,関 心 の 薄 か った人 々ま でが よ り興 味 を持 つ よ うに な り,「 マ ネー.

ゲ ー ム」 の様 相 を呈 して くる。

いず れ に せ よ,来 た るべ ぎニ ュー メデ ィア 社 会に 於 ては,氾 濫 す る

情 報 に惑 わ され る こ とな く,人 々が情 報 の 重要 性 を認 識 ・咀 噛 す る こ

と で,真 に そ の 人 に とって の有 用 な情 報 を選 別す る こ と が重 要に なっ

て くる。
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2-4医 療 福 祉

まえ が き

1)高 齢 化 社会 と医療 福 祉

わ が 国 の平 均 寿命 は つい に男73.79歳 、女79.13歳 に達 した。 世 界 の ど

の 国 もか つ て な い ほ ど急速 に 高齢 化社 会 を迎 え つつ あ る。

現 在10%に 満 たな い 高 齢 人[ゴが 、2010年 には18%を 超 し、2020年 に

は21%を 超す だ ろ うと予 測 され てい る。 大 げ さにい えば、 人類 史 上初 め て

急 速 に迎 え る高 齢 化社 会 に、 一 体 どの よ うな 対 策を たて た ら よい の か、 又 、

ニ ュー メデ ィアは どの よ うな 役 割 を果 す の だ ろ うか。 い くつ か の仮 説 を も

とに考 察 を試 み た。

2)高 齢 化社 会 で は、 まず 医療 制 度 の 見直 し を図 らな ければ な らな い。 か つ

・て死 亡 率 の第 一 位 を 占 めて い た 「結 核 」 にか わ っで 「ガ ン」 が 一 位、 以 下

「脳 卒 中」 「心 臓病 」 「高 血圧 」 「肝 硬 変 」 「腎 臓」 「糖 尿病 」 「肺 気 管 支

炎」 とな ってい る。 これは と りも 直 さず成 人病 が重 大 な医 療 問題 とな って き

て い る ことを物 語 ってい る。 従 って 医療体 制 も柔 軟 な対 応 をせ まられ て い る

の であ る。-

3)そ れ で は、 医療 制 度 を どの よ うに考 え た ら よい の であ ろ うか 。 昭和57

年 度 の 国 民総 医 療 費 は13兆8800億 円 に達 し、 これは 国家 予 算 の25%に

当 る。 しか も年 々増 大 す る一 方 で あ る。 高 齢者 の 人 口 に 占め る率 が高 くな

・ って くる と医療 費 は若 年 層 の負担 増 に な って くる。試算 に よ る と、 昭和70

年 に は 、2.5人 で1人 の面倒 を見 な けれ ば な ら ない。 医療 費 の財 源 を ど う

す るか 、誰 もが安 心 して、 い つ ど こで も良質 の医療 を受 け られ るた め には ど

ど うした ら よい の か。 問 題 解 決 は時 間 との競 争 にな ってきてい る。

4)一 方 、 高度 情 報 化 社 会 を迎 え つ つ あ る わ が国 に おい て、 ニ ュー メ デ ィア

と医 療 との接 点 を どの よ うに と らえ た ら よい のか 。 さ まざ まな 角 度 か ら考

察 し てみ たい 。

(1)医 療 の現 状 と将 来 へ の 見 通 し

一43一



ま えが き で述 べ た よ うに、 わが 国 の 医 療 費は 年 々増 大 す る一 方 であ る。 こ

れ は現 行 の 医療 行 政 の ど こか に欠 陥が あ る と断 定 して も よい。 た しか に平 均

寿 命 の伸 び 率 か ら推 察 して 、 わ が 国 の治 療 技術 の め ざ ま しい 発展 は認 め る。

しか し、 薬 づ けや 過 剰検 査 、不 正 請 求 な ど悪 徳 医 師や 金儲 け に走 る病 院経 営

者 ら、 医療 に 関す るか ん ぽ しか らぬ話 題 は 相 変 らず あ とを 断 た ない。 世 界の

トップ レベ ル に あ る医学 、 医療 技 術 を誇 りなが ら、 そ れ に見合 った 医 療体 制

が確 立 され てい な い の で あ る。 これ か らの わ が 国 の医 療 の あ り方 は ど うあ る

べ きか。 い くつか の論 点 を も とに ニ ュー メ デ ィアが 及 ぼ す イ ンパ ク トに つ い

て考 え て み た い。

本 来 、 医療 とは 極 めて 個 人的 な ことが らで あ り、 かつ 、 人 間生 活 に と って

不 可 欠 な要 素 で もあ る。 しか し今 日、 医 療 を と りま く環 境 は大 き く変 ろ うと

して い る。 従来 の 医療 とい う概 念 では 、 急 速 に変化 す る社 会 の ニ ーズ に応 え

られ な くな って き た。 又 、 患者 側 の問 題 と して 医 師 に かか る技 術 も問 われ る。

(図 皿一4-1)で 示 す よ うに 、医 療 を と りま く様 々な 問題 点 を座eePt上 に洗

い 出 して み た。 そ の結 果 、 これ らのす べ て につい て 詳 述 す るには 紙面 の制 限

もあ るの で 出来 な いが 、 特 に解 決 を要 す るい くつ か の テ ーマ につ い て考 え を

進 め た い。

そ こ で、 医 療 を 大 き く以 下 の 三つ に分 け てみ た。

1)治 療 医学

2)予 防 医学

3)健 康管 理 医学

まず1)治 療 医 学 につ い て

現 在 の 治療 技 術 の延 長線 を ど うと らえ て み て も、 患者 対 医師 とい う一対

一 の ベ ー シ ック な 治療 技 術 、 治 療行 為は 存 在す る。

し か し、 ニ ュー メ デ ィアを 導 入す る こ とに よ って 効率 ア ップ を計 る こと

は 可 能 で あ る。 問 題 はむ しろ治 療技 術 よ りも経 済 その もの とい え る。

た とえぽ 医 療 費 の 財源 を ど うす るか、 保 険 制度 を ど う改革 す るの か、 医

療 シ ス テ ム(個 人 、 治療 技 術 、 行 政)と ソ フ トを ど う改善 し、再 構築 して
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い くのか 。 これ か らの 日本 の医 療 を考 え る上 で の 重要 な ポイ ン トとな るだ

ろ う。

2)予 防医 学

正 しい 医 学 知 識 を普 及 させ て(西 洋 医 学、 東 洋 医学 を 問 わ ず)病 気 を未

然 に 防 ぎ、 健 康 を保 つ た め に努 力 す る。 早 期 発 見 、早期 治療 が これ か ら の

医療 の あ り方 の一 つ の方 向を示 す 。

老 人 医療 対 策 の 一環 として ホ ー ム ナー ス制(注 一82.2保 険 法 改 正 に よ

って、 老 人 家庭 に限 って 在 宅 患者 へ の 看護 婦 派 遣 に、 保 険 の補 助 金 が 出 る

よ うに な った。)、 治療 ホ テル(治 療 と保 養 を兼 ね る)、 在 宅 治 療(入 院 す

る ほ どでは な いが 、 医師 の監視 が 必 要)な ど、 これ か らの高 齢 化社 会 にお

け る予 防医 学 の普 及 は 重 要 な 位置 を 占め るだ ろ う。

3)健 康 管 理 医 学(セ ル フ ケ アselfcare又 は セ ル フ メデ ィ ケー シ ョ ン
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selemedication)

2)の 予 防 医学 の 思 想 を さらに進 め て、 積極 的 な健 康生 活 の あ り方 を考

え てみ よ う。 自己管 理 と地域 ぐるみ の医 療 対策 が 中 心 とな る。

た とえばCATVを 利 用 した 地 域 医療 で は 、 集団 検 診 の 徹 底 と事 後 管理 、

在 宅 検 診(TVと 電話 回 線 を利 用 して医 療 セ ンタ ー、 健康 管 理 セ ンター と

連 絡 で き る。.)な ど地 域 住 民 の理 解 と承 認 が必 要 とな ろ う。

積 極 的 な健 康 管理 は結 局 医 療 費 の低 減 とい う形 で地 域 住 民 の 財 政 に好 影

響 を与 え るは ず で あ る。,.

在 宅検 診}在 宅 治 療 サ ー ビス は新 しい ビジネ ス どな ろ う。

こ卵 が剛 域医髄 茸 破 棄として・ボラン司 アの存在玩 逃す

・とはでぎぺ 人手定 特 中 層のシ・一ゼンテージが低い地域では

医療従事者 の人手不足は深刻な 問題であ るご

② ニ ュー メデ ィアが 医 療 ・福 祉 に与 え るイ ンパ ク トにつ い て

1)基 本 的 な考 え と して、 ニ ュー メデ ィア を 有効 的 に活 用 す る こ とは 医 療 コ

ス トを さげ る こ とで な け れ ば な らない とい うこ とで あ る。 現 行 の医 療制 度

r
の ま までは 財 政 破綻 は決 定 的 であるか ら、医 療 コス トの 低減 が で きな けれ ば

将 来 の 医療 は あ り得 な い ので あ る。 従 って 、い か に コス トを さげ て 国民 の

健 康 を 守 り、 快 適 で 明 るい 生 活 を保 障 で き るか。 又 、 国 民 の 側 も、 行 政 に

『期 待す るば か りでな く
、 自らめ 健 康 を維 持 す るた めに 、 よ'り積 極 的 に生 き

る努 力 を惜 しんで は な ら ない 。 ニ ュー メデ ィア利 用型 医 療 は コ ス トは安 く

な らなけ れ ば普 及 し ない 。 安 くす る こ とが条 件 で あ'る。

2)地 域医 療

地 域住 民 の た め の 治 療 サ ー ビス と して 地域 の核 とな る総 合 病 院 を設 置 す

る。 大学 病 院を 肩が わ りさ せ て も よい。 研究 施 設 や高 額 医 療機 器 を備 え、

よ り高 度 な 医療 を行 う。 そ の 周 囲 に専 門 医 や 開業 医 を配 置 す る。 デ 方、 健

康 管理 セ ンター は 医 療 福 祉 の 啓 蒙 とP・Rを 受 け もつ 。 患 者 は まず最 寄 り

の ホ ー ム ドクタ ーの 診 察 を受 け る。 医 療 とは 、 きわめ て個 人的 な 性 質 の も
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の だ か ら、 最 初 の段 階 で両 者(患 者 と医 師)の コミ ュニ ケー シ ョンは 充 分

な され て い な けれ ば な らな い 。 診 察 の結 果 、 ど うして も入 院 を要 す る場 合

は ただ ち に綜 合 病 院 へ 送 りこむ。 無 駄 な受 診 や入 院を 少 しで も抑 え る こ と

に よって医 療 費 の増 大 を防 ぐ。

3)そ の ため の 手 段 として デ ー タ バ ンク の活 用 が あ る。 医 療 情 報 デー タバ ン

ク には 、個 人 の病 歴 は も と よ り、 家族 の病 歴 、家 系 の病 歴 、・職 業 、 環 境 、

生 活 状況 、 食 生 活 な どあ らゆ るデー タが含 まれ る。時 々刻 々変化す る生体 に対

処 す る為 、常 時 監視 装 置(一 例 を あげ る と リス トウオ ッチ タ イ プ の心 脈 計 。

不 整 脈 を発 見 し、 た だ ち に ア ラー ムで 服 薬 の タイ ミン グを 知 らせ る)の 開

発 な どが あ る○

過 去 の 病 歴 の 解折 や 予 測 分 折 にそ れ らの機 器 や シ ス テ ムか ら得 られ た情

報は 立 体 的 な 医療 を 創 造 す るだ ろ う。

それ ら、 蓄積 され たデ ー タ に もとつ い て、 パ ー ソナル 健 康維 持 処 方箋 を 、

い つ どこで も簡単 に取 り出せ 、 治 療 に備 え る こ とが で き る。'

ニ ュー メデ ィア時 代 を迎 えて 新 しい ビジ ネス として 脚 光 を 浴 び る。

4)1医 療 ロボ ッ トの活 躍

前 に述 べ た よ うに、 将 来 の 高 齢 化社 会 に お い ては若 年 者 層 の労 働 力不 足

は 社会 の あ ら ゆ る層 に わた って確 実 な 現象 であ る。 今 か ら的 確 な対 策 を構

じて おか な くては な らな い。

通 産省 が'83年 に発 表 した 「ロボ ッ ト白書」 に よれ ば 、1990年 には 、

55万7000台 の産業 用 ロボ ッ トの うち 、 医 療 用 な どに15,000台(現 在

は?～3,000台)の ロボ ッ トが 登場 す るだ ろ うと予 測 してい る。 これ ら が

すべ ての 人 手 不 足 を解 消 で き る訳 で は な いが 、 少 くと も人 件 費 や 医療 従 事

者 の 労 力を か な り軽 減 して くれ るだ ろ う。 た とえば在 宅療 養 者 に対 す る看

護 ロボ ッ ト、 監視 ロボ ッ ト、 そ れ に 附属す るデ ー タ収 集 機 器 類 の充 実 な ど、

イ ニシ ャル コ ス トは 多 少 か か るか も しれ な い が、 シス テ ムが 普 及す れ ば ラ

ン ニ ング コス トは 次 第 に低 減 す る ことは 充 分 に 予想 で き る ので あ る。

補 助的 な 単 純作 業 は ロボ ッ トが 負 担 し、 よ り人 間 的な 看 護 は 人 間 が 受 け
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もつ。

5)人 工 臓 器

1990年 代 には 人工 臓器 も実 用 化 され る だ ろ う。 心臓 、す い 臓、 肝 臓 、

腎 臓 な ど、 セ ンサ ー技 術 や コ ン トロール 技 術 、 新 素 材 な ど先 端技 術 の 開発

に よ って、 人工 臓器 が 普 及す る。

6)在 宅検 診

CATV,INSな どを 利 用 して在 宅 検 診 、 在 宅 診療 を受 け る。 た だ しプ ラ

ィノミシ ーの 問 題 、 心 の ふれ あい に欠 け る とい う点 を ど うす るか、 又 、 管理

さ れ るの では ない か とい う心 配 も残 る。

情 報 を 扱 う人 間 を限 定 して しま うとい う手段 で、 あ る程 度 機 密は 守 れ る

の で は ない か 。 現 に、 医 療従 事 者 に は 、 守 秘義 務 が 課 せ られ てい る。

情 報 化 とモ ラル は大 きな 課 題 として 今 後研 究 して い かな け れば な らない 。

7)リ ハ ビ リ(機 能 回 復訓 練)

医 療機 関 の コン ピ ュー ター とネ ッ トワー ク で結 ば れ た 端末 機器 を使 って、

各 自に合 った プ ログ ラ ムに従 って機 能 回 復訓 練 を行 う。 自宅 で訓 練 可 能 な

軽度 の患 者 か ら、 専門 訓 練士 の 常勤 して い る リハ ビ リセ ン ター で訓 練 を受

け る者 ま で、 一 人一 人 にメ ニ ューが 用 意 され る。 マ イ コン内 蔵の セ ンサ ー

が デ ー タを 中 央 の コ ン ピュー タに送 る。 それ を 解折 して次 の訓 練 のた め の

プ ログ ラ ムを作 成 す る。

8)医 学研 修

シ ュ ミレー シ ョソ を活 用 し て医 学実 習 や 研 修 を行 う。 あ らか じめ イ ンプ

ッ トさ れ た各 種 病気 の情 報 を つ か って実 習 す る。 生 体 に酷 似 した ロボ ソ ト

は 、 実 際 の薬 を投与 す る と反 応 を示 す。 診 断 が 誤 って いれ ぽ 呼吸 停止 す る。

医 学専 門 家 のた め の シ ュ ミレー シ ョソだ け でな く、 広 く一 般 の人 々 に医 療

の 実 態 を正 し く認 識 し て も ら うため に使 用 して も よい。 その こ とに よ って

国 民 の 健 康へ の 意識 が 高 ま るこ とを期 待 す る。

9)整 形 外科,美 容.整形

先 端 技 術 を 駆使 した 整形 外 科 は 更 に 進 歩す るだ ろ う。 不 幸 に して 誕生 か
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ら ハ ンデ ィを 背負 った 人 々 に光 明 を もた らす。 一 方 、 美容 整 形 も別 の意 味

で盛 んに な る。

10)財 源

医療 費 の増 大 に とも な って 財源 を ど うす るか が、 大 きな テ ー マ で あ る。

保 険 医療 費 の不 正請 求 は 総 費用 の10%(約1兆3千 億 円)に も達 してい る。

レセ プ トチ ェ ックを コン ピ ュー タで処 理 す る こ と に よ って 節約 で き る金 額

は か な りの もの と推定 で き る。 これ を財 源 の一 部 に充 て る。 また、 レセ プ

ト処 理 にか か る人 件 費 と時 間 と労 力 を 少 しで も軽減 し、 余 力 を適 切 な 医 療

行 為 と医療 福 祉 に 向け るべ き であ る。

11)個 人保 険

財源 問 題 と も関連 が あ るが 、経 済 的 に余 裕 のあ る人 達 は 個 人保 険 に加 入

す るこ とに な るだ ろ う。 種 々の 病気 や 健康 につ い て の保 険 制 度 が 出現 す る。

よ り よい 医 療 を求 め て新 しい 保 険が 売 り出 され る。

12)ホ ス ピス

いか に医 学 が 発達 し て も人 間 の生 命 に は 限 りが あ る。 そ の 終 りの時 を ど

う迎 え るか、 これ も医 療 を 考 え る上 で重 要 な テ ーマ で あ る。 た だ し、 医学

の 力 の及 ば ぬ そ の先 は 、 人生 観 や宗 教 の 領 域 で あ ろ う。

'

〈 ま とめ 〉

究極 の と ころ、 人間 に と っての一 番 の 関心 事 は 自らの健 康 で あ ろ う。 健 康

で 豊 か な人 生 を 送 れ た ら それ が一 番 幸 せ な こ とで は ない だ ろ うか。 病 気 が ち

で もい いか らお 金 が 欲 しい と は思 わず に、 お金 な んか よ り健 康 で長 生 き した

い と思 うの が 普 通 だ ろ う。

先 端技 術 を 駆 使 して様 々な デ ー タ を イ ン プ ットした ら、 た ち まち 『ア ナ タ

ノ、 ジ ュ ミ ョゥハ 、 ア ト○ ○ ネ ンデ ス』 とい う占いは 、 落語(『 死 神 』)の'

世 界 だ け に と どめ てお きた い。

人 間 は 明 日を も知 れ ぬ か ら、 生 きてあ くせ くして い るの で あ って、 寿命 が

分 って し まっ た ら人 生味 気 な い。 砂 を かむ 思 い の 日々 であ ろ う。 ど うせ 一 度
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は 死 ぬ もの だ と分 っては い て も。

ホ ス ピ スは一 つ の ケー スス タデ ィであ る。 人 間 の 尊 厳 を 保 ちつ つ、 い か に

死 に臨 む か 、 医 療 捗術 では 解 決 し得 ない 場 合 の最 後 の手 段 か も知れないとして

も、 自 らの選 択 で 人生 と対 面 す る こ とが 出来 る のは 人 間 だ け に許 された 特 権

な のか も知 れ ない 。

医療 の 問題 を追 求 してい くと 人間 の根 源 に突 き あた る。 つ ま り精神 の問 題 、

心 の 問 題 で あ る。'『心 身 とも に』 とい う言 葉 が あ る よ うに、 心 と体 が とも に

健 康 で なけ れば 人 生 の意 味 も半減 す る。

こ の項 では 『医療 福 祉 』 につ い て考 え てみ たカ㍉ い わば 体の 健康 とい うこ

とで あ る。 心 の問 題 につ い て は 『宗教 』 の 項 に ゆず る。

、
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2-5教 育

ニ ュー メ デ ィアは 、企 業 の生 産 ・労 働 形態 を変 貌 させ、 オ フィ ス の シ ステ ム

化 ・効 率 化 を進 め 、 人 間社 会 の コ ミュニケ ーシ ョンを変 化 させ てい く。 又 、人

間 同士 の関係 や モ ラル にイ ンパ ク トを与 え る と言 わ れ てい る。

ニ ュー メ デ ィア時 代 に な って、教 育 は どの様 に変化 し よ うとしてい る のか、

真 に理 想 的教 育 が 出現 す るのだ ろ うか。.、

(1)教 育 の課 題

〈教 育 とは何 か 〉

教 育 の最 高 目的 は 、 元 来 「人 間 形成 」 にあ るが、 特 に 自己 のみ でな く他

人 や 社会 の水 準 を レベル ア ップ してい く事 が で き る高 度 で総 合 的 な 人格 や

能 力を備 えた 人 間 性 を形成 してい くこ とにあ る。

この人 間 性 を最 高 目的 とす る根本 教 育 では次 の三 面 を 同 時 にバ ラ ンス よ

く育成 してい くこ とを必 要 とす る。

a)精 神 教 育

情熱 、 意 欲 、気 分 、 感 覚等 を高 め てい く1教育

b)思 考 教 育

思考 方 法 、行 動 の 仕 方等 を的確 な もの に して い く教 育

c)知 識 教 育

知 識 、 情 報 、 認 識 等 を高 め てい く教育

従来 の教 育 方 法 、特 に私 達 国 民全 体 が 受 け る膨 大 な学 校 教 育は 、 知 識教

育 に偏 重 した 教 育 であ る。 ζの様 な学校 教 育 が もた ら した 問題 点 は 数 多 く

あ る。こ のた め新 しい教 育 方法 が 各 方面 で模 索 され て い る。

〈現状 の学校 教 育 の 問題 〉

我 国の 学 校 教 育 が知 識教 育 に偏 重 した歴 史 的経 緯 につ い て は、 多 くの 方

方 が分 析 し述 べておられるのでここでは 省略 す るが 、・現 状 の 学校 教 育 の問 題

点 につ い て 、 若午 述 べ て お く。
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学校 教 育 が 知識 偏 重 型 に な ってい るこ とはす で に述 べ た が、 この知 識教

育 を行 うに も問 題 が 出て きた。

我 国 で 、 ご く普 通 に見 られ る一 斉 集団 授業 は 、 同 年齢 の生 徒 に同一 教科

書 ・教 材 で、 教 師 が板 書 しな が ら生徒 に説 明 ・解 説 し、 生 徒 は それ を理 解

・記 憶 してい くとい う方 法 で あ る。 この授 業形 態 では 、 生徒 一 人 一 人 の能

力や 学 力 に合 わせ た 教 育 、 す な わ ち個別 対 応教 育 は 不 可 能 に近 い。

教 師は 、生 徒 全 員 がそ の教 授 内容 を理解 し よ うが しまい が 、予 定 した カ

リキ ュラ ムを こな して い く。 その結 果 、 カ リキ ュ ラム を未 消化 の まま上 級

学校 へ進 学 し、 授業 に つ い てい け ない 状態 とな り、無 為 に時 間 を つぶ す生

徒 がか な りい る。

現 在 の学 校 教 育 は 、教 育 の平 等性 や 均 等性 が尊重 され るあ ま り、 個 人 の

能 力 ・学 力 に対 応 した 教育 へ の関 心、 努 力 が失 われ てい る。

この様 な状 態 の中 で 今求 め られ てい る のは個 人 の 能 力 ・学 力 ・適 性 に合

わ せた 教 育 であ り、 さら に最 初 に述 べた 教 育 の三 点 を バ ラ ンス よ く育成 し

てい くこ とで あ る。

これ らの問 題 の解 決 に ニ ュー メ デ ィア は、役 立 つ のだ ろ うか。

② ニ ュー メデ ィア と教 育

〈ニ ュー メ デ ィア の 分類 〉

ニ ュー メデ ィア の活 用 に よ って理 想 の教 育 を実 現 したい 。 これは 誰 し も

思 うこ とであ る。 で は、 教 育 に利用 可 能 な ニ ューメ デ ィア には どんな もの

が あ るの か。 情 報 伝達 の形 態 別 に三 つ に分 け てみ る。(A有 線 型 、B無 線

型 、Cパ ッケ ー ジ型)

A有 線 型

(a)CATV(双 方 向 を 含 む)

(b)ビ デ オ テ ソク ス(キ ャプテ ン等)

(c)テ レ ソ フ トウエ ア

(d)デ ータ ベ ース

1

4
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》

(e)電 子黒 板

(f)VRS(ビ デ オ レス ポ ンス シス テ ム)

(g)INS(高 度 情 報 通信 シ ス テ ム)

B無 線型

(a)文 字 多 重放 送

㈲ 静 止画 放 送

(c)直 接 放 送衛 星(DBS)

(d)フ ァク シ ミ リ放 送

(e)高 品 位TV

Cパ ッケー ジ型

(a)ビ デ オ

(b)ビ デ オ デ ィス ク(VD=LD、VHD)

(c)コ ンパ ク トデ ィス ク

(d)コ ン ピ ュー タ(CAI、CMI)

以 上 が 大 き く三 つ に分類 した もので あ る。 これ ら の ニ ューメ デ ィア が教 育 に

利 用 可 能 な のは 、 教 育 それ 自体 が コ ミュニケ ーシ ョンその もの で あ り、教 師 、

生徒 、 父 兄 、教 材 等 の情 報伝 達 、処 理 が中 心的 ウエ イ トを成 してお り、 ニ ュー

メデ ィアの技 術 的 進 歩 が これ を助 け て くれ、 さらに 、個別 対 応 学 習 を可 能 に し

よ り理 想的 教 育 を実 現 で き る と考 え るか らであ る。

個 別対 応 学 習 に つ い ては 、従 来 よ りそ の実現 へ 向 け て動 こ うと した が 、 ク ラ

スの人 数問 題 、 教 室 構 造 の 問題 、教 師 自身の 問題 等 で実 現 で きな か った 。 また、

今 まで開発 され て きた教 育 機器 一テ ープ レ コーダ 、VTR、OHP等 一 は集 団

教 育 用 で 個別 対 応 教 育 機器 で は な か った。 そ れは 、機 能 的 に集 団 教 育用 で あ っ

た こ とで もあ る。 しか し、 ニ ュー メデ ィア機 器 は、 個 人 の能 力 、学 力 に応 じた

対 応 が機 能的 に も十 分 可 能 にな って きて い る。

〈各 ニ ュー メ デ ィア の将 来性 〉

前 節 で 分類 した 中 か ら重 要性 の高 い ものを選 ん で そ の将 来 性 につ い て述 べ
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てみ た い。

①CATV

この メデ ィ アは、 古 くて新 しい メデ ィア であ る。 教 育 へ の実 験 的 利用

も数 例 有 るが、画 期 的 な成 果 は生 んで い な い。 教 育 へ の利 用 は現 在 テ レ

ビで放 映 され てい る プ ログ ラ ム と同 じ内容 は 勿論 の こ と、 地 方性 を重要

視 した内容 が作 成 され 、 きめ細 か く送 られ そ の地 方 の 地 理 、歴 史 等 に大

きな 力を発 揮 す るだ ろ う。 又、 双 方 向性 を持 てば 、 対 話 型 とな りよ り高

い教 育 効果 が 出 る こ と も考 え られ る。 さら に コ ン ピ ュー タや フ ァク シ ミ

リ等 と接続 して使 用 す れ ば さ らに教 育は 大 きな変 化 をす る こ とだ ろ う。

② ビデオ テ ック ス(キ ャプ テ ン)

キ ャプ テ ンは、 電 話 回 線 を 使用 して文 字 や 図形 を送 った り、他 の コン

ピ ュー タデ ー タベ ー ス に ア クセ ス して必要 な情 報 のや りと りをす る こ と

がで きる シス テム で現 在 使 用 され てい る電 話 回線 網 を使 用 す るの が特長

であ る。,

この メ デ ィアは 、 学 校 と家庭 を結 ぶ こ とが可能 な の で、 教 育改 革 の一

助 にな るだ ろ う。 又 、 教 育 情 報 デ ー タベ ー スが構 築 され れば 、教 師 も生

.徒 も最 新 の 資料 を入 手 し利 用 す る こ とが で き る。

この メデ ィアで は 、現 在 、 カナ ダのテ リ ドンが各 方 面 か ら注 目 され利

用 され始 め た こ と も見 の が しては な らな い動 向 で あ る。

③ 文字 多重 放送

現在 は 、 主 に聴 力障 害 者 向け に利 用 され て お り、 そ の 方面 で 高 い評 価

を得 てい る。 文字 数 が 限定 され てお り十 分 に音 声情 報 を伝 達 す る もの に

は な って い ない。

④ 静止 画 放 送.一

実 験 レベ ル では 完 全 で あ り、 文 字 多重放 送 よ り情 報 量 は相 当 多い 。実

用 化 まで には 、 か な り時 間 がか か る と見 られ る。

⑤ 直接 放送 衛 星

この メデ ィア を利 用 して、教 育番 組 、 フ ァクシ ミ リ放 送 、 高 品位TV
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等 の放 送 を考 え て い る企 業 が 現在 有 り、特 に、 高 品位TVが この衛 星 を

利用 す るな らば教 育 の 分野 で の用途 も多大 な もの が あ るだ ろ う。

⑥ コ ン ピ ュー タ(CAI、CMI)

ニ ュ ーメ デ ィアの 中 で現 在 、 最 も注 目 され てい る もの であ るの で次 節

に詳 し く述 べ る。

〈教育 へ の コ ン ピ ュー タ利用 〉

教 育 へ の コ ン ピ ュー タ利 用 は 、 大別 して(1)CAI(ComputerAssisted

Instruction)(2)CMI(ComputerManagedInstruction)と が 有 る。

(1)は主 に教科 の 内容 そ の もの の指 導 で あ り、② は 自動 採 点 、学 習 履 歴 の 回

収 ・評価 で あ る。 又(1)はCAL(ComputerAssistedLearning)と 呼 ば

れ る こと もあ る。 これ は 特 に学 習 とい う点 を強調 して い る。 このCAIと

CMIが 合 体 して こそ コ ン ピ ュー タ を教 育 に利 用 す る価 値 が で て くる。

コ ン ピ ュー タの 教 育 へ の利用 が各 方 面 か ら期待 され て い る背 景 には 、(2)

で述 べ た こ とで はあ る が昨 今 の 受験 競争 の問 題 、落 ち こぼ れ 、浮 き こぼ れ、

非 行 等 の 問題 か ら ひ と りひ と りの生徒 の能 力 ・学 力 に応 じた、 個 別 対 応教

育技 術 が 問題 とな っ て い る こ とに よる。.

さ らに学 校教 育 の場 のみ で な く、知 識 ・情 報 化社 会 の進 展 に よ り、 あ ら

ゆ る人 々 にそ の教 育 の場 が 必 要 にな り、生 涯 教 育 が重 要性 を増 して きた こ

とか ら様 々な組 織 で教 育 の必 要 性 が発 生 して い る。 ζ の様 な一 般 社 会 の背

景 もあ る。

コ ンビ=一 夕教 育 シ ス テ ム(CAI・CMI、 以 後CAIに 代 表 させ る)

は 、 どの様 な学 習形 態 が あ るのか 。 こ こでは 、,徳島大 学 の 山本 米 雄 氏 の分

類 に従 う。

① ア ドリブ型

コン ピ ュータ又 は プ ロ グ ラ ミン グ言 語 を素 材 に して生徒 に与 え 、 自由

に(ア ド リブ的 に)利 用 して学 習 させ る形 態 。

② ゲー ム ・シ ミ ュレ ーシ ・ン型
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い わゆ る ゲ ー ムや ビジ ネス ゲー ム とシ ミ ュ レーシ ョン的技 法 を取 り入

れ た仮 説 一検 証 的学 習 形 態

③ ア ドホ ック ・フ レ ーム型

教 科 が もつ概 念 ・目標 を階層 化 し、 さら に生徒 の学 力等 を考慮 して フ

レー ムを系 列 化 し学 習 させ る形 態 。

④ 知 識 ベ ー ス型

教 師 が も ってい る知 識(含 む ノ ウハ ウ)を デ ー タベ ー ス として蓄 え て

お こ うとす る もので あ る。 その場 合 、知 識 の表 現 方 法 、特 に意 味 的 な知

識 間 のつ な が りの記述 が重 要 で あ り、検 策 の あ り方 も異 な って くる。

⑤ 質 問応 答 型

知 識 工学 的手 法 に もとつ いた知 識 ベ ー スを もち、 知 識 ベ ース を利 用 し

て 自然言 語 に 近 い文 で 質 問応 答 を行 う。 コ ン ピュー タは あ らか じめ決 め

られた シ ナ リオ に沿 うの では な く、 自己 の知 識 ベ ー スを参 照 し推 論 を行

い、 会話 を実 行 す る。

以上5つ の学 習 形態 が あ る。

これ ら5つ の学 習形 態 は 、 それ ぞれ単 独 に又 は 複合 的 に運 用 され るが 、い

ず れ に して も個 人 の能 力 ・学 力 に応 じた学 習 ・指 導 一個別 対 応教 育 一及 び 反

復学 習 が ま った く可能 であ る こ とが最 大 の利 点 で あ ろ う。 しか し、 教 育 の 全

て をCAIで 行 うの は不 可 能 であ る。 そ れ は あ くまで機 械 で あ り、 前述 した

教 育 の 三 面 の一 部 分 を担 うにす ぎな い。

コ ン ピ ュータ利 用 の教 育は 、 明 治時 代 以来 行 な わ れ て きた一 斉集 団 授 業 を

近代 化 し、教 育 の個 性 化 、多 様 イヒを もた らす 。 そ の一 方 で利 用 の 仕方 を誤 る

と益 々荒 廃 を招 くこ とにな る。
1

教 育 の場 に コ ン ピ ュー タや他 の ニ ュー メ デ ィア機 器 を導 入 す る際 には 、 人

間 との役 割 を きち ん と考 え 教 育 を行 な ってい かな くて は な らな い。 そ の場 合

には、 教 育 の三 面 を バ ラ ンス よ く育 成 してい くこ とを 必ず念 頭 に置 くこ とは

言 うまで もな い こ とで あ る。
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(3)ニ ュー メデ ィアの活 用 と課 題

ニ ューメ デ ィア(特 に コ ン ピ ュータ)と 教 育 に つい て学 校 教 育 を 中心 に述

べ て きた が 、 それ は学 校 教 育 のあ り方 が私達 個 々人 に と って も社 会 に と って

も多大 な影 響 が あ り、 今 後 と もそ の 影響 は減 少 しない と考 え られ るか らであ

る 。

現 在 、様 々な 方面 で ニ ュー メデ ィア と教育 につ い て議 論 され てい る が、 そ

の いず れ も 「教 育 とは何 か」 とい う本 質 的 問題 が 明確 に され ず に進 ん でい る

こ とは 、将 来 に問題 を大 き く残 す こ とにな る。

ニ ューメ デ ィアを従 来 の教 育 の延 長 線 で利 用 す るな らば 、 よ り一 層 知識 教

育 を助長 す る こ とに な る。 な ぜ な らば 、 そ れは知 識教 育 に一番 利 用 しや す い

か ら であ る。 また、 人 工 知脳 の研 究 ・開発 が大脳 生 埋学 の発 達 と伴 に進 ん で

い るが、 それ が完成 し実用 化 に な った ときには 、 人間 教 師 の役 割 が 必要 で な

くな る とい う意 見 があ る。 そ れは 、 あ ま りに もニ ュー メデ ィアの 発達 に流 さ

れ た 考 えで は な いだ ろ うか。

ニ ュー メ デ ィアを 教育 に導 入 す る にあた っては 、 「教 育 とは何 か」 を 明確

に した上 で 、特 に学校 教 育 の場 合 には、 将 来 の社 会 を担 う世 代 の教 育 で あ る

こ とを考 え 、 社会 戦 略 の レベ ル で 教 育 の あ り方 を構想 し具 現 化 の た め に ニ ュ

ー メデ ィア を どの様 に活 用 す べ き かを考 えな くては な らな い
。

ニ ューメ デ ィア時代 に於 け る教 育 は、 ニ ュー メ デ ィア と人 間教 師 を共 存 さ

せ る こと に よ り従 来 で き な か った教 育 本 来 の 目的 を達成 可 能 とす る もので あ

るが 、・そ のた め には 、 「人 間 形 成 」 を 中心 に した実 践的 教育 理 論 を まず 構築

しそ の上 で ニ ュー メデ ィアを 活用 した新 しい教 育 を行 なわ な くては な らない 。

そ うす れ ば輝 か しい 社 会 の 建 設 が で きる と確 信 す る。
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2-6文 化 教 養

(1)文 化 ・教 養 にお い て、 合 理 性 ・効 率 性 を 追 求す る こ と とは

文化 の定 義 と し ては 、 広辞 苑 に よれば 、 「人間 が 学 習 に よっ て社 会 か ら習

得 し た生 活 の 仕 方 の総称 、衣 食 住 を初 め技 術 ・学 問 ・芸術 ・道 徳 ・宗 教 な ど

物 心 両 面 にわ た る生 活様 式 と内容 を含 む 。 」 とされ 、 又 其 々辞 典 に よれ ば、

「1.芸 術 ・文 学 ・礼 儀 ・学 識 ・職業 等 にお い て、一 般 に 美点 と して認 め ら

れ てい るこ とに 対 す る関心 、 そ の美点 を 知 るこ とか ら発 生 す る個 人 や社 会 の

質。

2.文 明の 特 定 の段 階

3.人 間 集 団 によ って形 成 さ れ、世 代 か ら世 代 へ 、 引 き継 が れ る生 活 の仕

方 の全 体 。

4.教 育 や トレー ニ ン グに よ る意識(Mind)の 発 達 ・改 善」 と され てい る。

す なわ ち 、文 化 とは 、 人 々が共通 して 認 め る価 値(美 点)の 優 先 順(す な

わち 合 理性 を追 求 す る上 で の 前提)と そ れ に 基 づ い てな され る 生活 の仕 方 全

般 と な る。

と こ ろで、 人 間は 本来 非合 理な もの であ る。 しか し個 々人 の非 合 理 を そ の

ま ま容 認す れば 、 社 会 は 成 り立 たな い。 した が って、 それ ぞ れ の社 会 は そ れ

ぞ れ の社 会 な りに合 理性 を追 求 して、 社 会 の 統 合 を維 持 し てい る。

そ して も社 会が 合 理性 を 追 求す れば す る程 、社 会 を構 成 して い る人 間 の 非

合 理 が 、 表 面 化 し 、 社 会 に非 合 理 が 生 じ るの も 当然 で あ る。 そ れ故 に、 ど

の 社 会 で も社 会 の 統合 を維 持 す るため に、 非 合 理 な もの を非合 理 な も の とし

て 、 制 御 した り、合 理 性 の 基 準 を 変 え る こ とに よ って、 非合理 で あ った もの

を 、 合 理 的 に処 理 で きる よ うに し、 合 理 性 の場 は 常 に、 合 理 的 に動 く よ うな

仕 組 み を持 って い る。(例 えば 、人 間 の 非 合 理 を 処 理 す る た め の 、様 々 な

社 会 の様 々な 宗 教)

こ の よ うに考 えれば 、 社 会 の合 理性 を 成 り立 た せ て い る 非 合 理 の 処理 の

仕 方 も含 めて 文 化 とい うもの を 考 え るべ き であ ろ う。

そ して、 現 在 の ニ ュー メデ ィア論 ・高 度情 報化 社 会 論 に欠 け てい る のは 、
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この 観点 では な い か と思 わ れ る。 例 えば 、 米 国 の よ うに プ ロテ ス タ ン トの伝

統 の 強 い所 で は、 個 人 の 非 合 理 を 宗 教 生 活 で処 理す る こと に よ って、 実 社

会 で は 、合 理 的 な面 のみ を 前 提 と して 活 動 が で き る。 この よ うに して、 初 め

て 合 理 的経 済 人 を前 提 とす る経済 学が 成 り立 ち、 か つ現 実 の 経 済 活動 を映 し

出す 鏡 と して の 有効 性 を発 揮 し うる もの とな る。

一 方
、 日本 の社 会 では 、 日本 的 方 法 で 社 会 の 合 理性 を追 求 した結 果 生 じる

日本 的 な非 合 理 な 面 を個 人 の 内心 の問 題 と して処 理 して い くとい う伝 統 に基

づ い て、 社 会 を 形 成 し てい る。 又 、 個 人 は 合 理 性 と非 合 理 を 常 に併 存 させ

て い る とい う前 提 に立 って 、 人 間 関係 を 形 成 して い る状 態 にあ る。

この よ うな 日本 の社 会 で 、 人 と人 とを つ な ぐニ ュー メデ ィアが 日本 の 社 会

の伝 統 に基 づ き人 々 の生 活 を律 し てい る 日本的 な 合理性 を追 求す る手 段 で あ

るな らば 、 ま た、 人 々が 日本 的合 理性 を 共 通 に意 識 してい るの であ れば 、 日

本 的合 理性 の追 求 に よって生 じ る非 合理 も処 理 す る ことが で き る。 しか し、

我 々の 日々 の生 活 を律 して い ない 合 理性(例 え ば 、 プ ロテ ス タ ン トの伝 統 に

基 づ く米 国 の合 理性)を 無理 に導 入 した り、 この合 理性 に よ って 日本 的 な 非

合 理 を処 理 し よ う とす れ ば 、 我 々 の社会 に 混乱 を招 い て しま う。 こ の こ とが 、

ニ ュー メデ ィアの 発 達 に よ って、 管 理 が一 層 ひ ど くな る と、 漠然 と人 々が 恐

れ る背景 の一 つ に な って い る。 また 現 在す で に、 日本 的 合理 性 に基 づ い て 、

人 々が 生 活 し てい る に もか か わ らず 、欧 米 的 な合 理 性 そ の ま まで、 社 合 を 動

か そ うとい う意 識 が 強 く働 い てい る一 方 で、 人 々が 日本 的 合 理性 を 意識 的 に

肥 え てい な い 為 、 欧 米 的合 理性 に反 論 で きず、 身動 きが、 とれ な くな っ て管

理 が 厳 しい と感 じて い る の では ない か。

日本 の社 会 で は、 非 合 理 な面 は 、 個人 の 内 心 の 問題 と して解 決 す る も の と

され てい る上 、 非 合 理 な 面 も合 理 的 な 面 も人 間 関 係 の中 で処 理 す る とい う伝

統 が あ り、 ま た この方 法 で 社会 は 合 理性 を追 求 して きた し、 こ の方 法 で しか 、

我 々の 社会 は うま く機 能 しない 。

また 、 コ ミ ュ ニケー シ ョンの方 法 として の言 葉 も、存 在す る ものを あ るが

ま ま に、表 明 し た り、 言 葉 を 厳密 に定 義 して論 理 を積 み重 ね る習慣 が な い。
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そ して、 言葉 を 定 義 した り、 自 己の立 場 を 明確 に規 定 し て相 手 に説 明 しな く

と も、 成 り立 つ 社会 で あ った 。

したが って、 自分達 を 律 して い る文化 ・規 範 とい うものが、実 際 には根 強 く

存在 してい る に もか か わ らず 、 異 な る文 化 の人 々に説 明 で きな い し、又 個 々

人 は それ ぞれ 違 った個 性 を保 有 し てい る に もか か わ らず 、 皆 同 じ だ とい う幻

想 を 抱 きや す い。

以 上 の考 え方 を前 提 と して、 ニ ュー メデ ィ アの発 達 が芸 術 ・エ ン ター テイ

メ ン ト ・創 作 活 動 ・団 体活 動 等 の狭 い 意 味 で の 文化 ・教 養 に与 え る影 響 に つ

い て 考 え てみ る。

二=一 メデ アの 機 能 と して は 、い ままで の考 え方 を踏 まえ れ ば、2つ の機

能 が考 え られ る。1つ は 、 あ くまで合 理性 を追 求 す る際 の手 段 、例 えば 情 報

の量 ・質 を 高 め て、 省 資 源 ・省 エ ネ ル ギー ・技 術革 新 を進 め経 済合 理性 を追

求 す る手 段 とし て の機 能 で あ り、 も う一 方は 、 非合 理 を合 理 的 に処 理 した り、

合 理的 に処理 す る為 に、 事 実 を 把 握 し、社 会 の共 有 と し、そ こか ら解 決 方法

を 見 つ け 出す 際 の 手段 とす る こ とで あ る。

そ じて、狭 い 意味 で の文 化 ・教 養 を現在 の 日本 社 会 の現 状 に 照 し て考 えれ

ば 、 マ ス コ ミ的 な 、漠 然 と した権 威 を背景 と した これ これ を すべ きだ とい う

メデ ィアは 、 経 済 合 理性 の 下 に 、 自然淘 太 され てい くも の と思 わ れ る。

逆 に、 価 値 観 、 生 活様 式 が 多 様 化 してい く中で、 それ ぞれ の メ デ ィ アが そ

れ ぞれ の使 われ 方 を され てい くが 、 人 々が 無 意 識 に 前提 と し てい る共通 の 日

本 文 化 の 一面 が浮 か び 上 が って くるの では ない か。 現 在 の 日常 生 活 で は 、合

理 性 と非 合理 が常 に混 在 し しか も交 通 整理 が 出来 ない状 熊 に な ってい るが、

ニ ュー メ デ ィアが、 この 混 在 を交 通 整 理 す る手 段 と して 使 わ れ るの で は な い

か 。

但 し、 あ くま で、何 らか の権 威 で も って 、 人 々に ニ ュー メデ ィア の使 用 及

び その 内 容 を 強制 す る こ と を抑 えつ つ 、試 行 錯 誤 を重 ね 徐 々 に導 入 してい く

こ とが 前 提 で あ る。
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② 文 化 ・教 養 に おい て、 ニ ュー メ デ ィアを 面 白 く使用 す る た め に

こ こで、 も う少 し詳 細 に論 理 を進 め る と、今 日、 広 く議 論 され てい る前 提

と して あ くまで 、最 終 単 位 は 個人 とな って い る。 こ こで個 人 が最 終 単 位 に な

って い る とい う意 味 は 、 本 来 非 合理 で あ る 個人 が 集 ま って構 成 され てい る社

会 に お い て、 合 理性 を追 求 す れぽ 必 ず 現 わ れ て くる社 会 の非 合理 な 面 を 解 決

または 処 理 す る のは 、 個 人 であ る とい うこ とで あ る。

日本 の 社 会 では 、 は た してそ うだ ろ うか 、 ど ち らか とい うと、 非合 理 を処

理 す る場 は 家 族 ない し家 庭 で あ る、 な い しは あ った と考 え るべ きで あ る。 現

在 の 日本 社 会 の よ うに家 族 な い し家 庭 の機 能 が 崩 壊 す れ ば 、 人 間 の 非 合 理

はそ れ ぞ れ の 個人 が 、 そ れ ぞ れ の場 で 処 理 しなけ れ ば な らな い。1

父 親は会 社 で会社 の 同僚 との間で、母 親は カ ル チ ャー セ ンタ ー、 エ ア ロ ビク ス

等 又 は、 パ ー トで 勤 め に 出 た りしな けれ ば な らず 、 こ の よ うな 処 理 の仕 方 を

知 らない 子 供 は 学 校 や 家 庭 で 暴れ る しか 仕 方が な くな る。 こ とわ ざ に 「夫 婦

げ ん かは 犬 も喰 わ ない 」 と言 うが、 家庭 が 個 人 の非 合理 を処 理す る場 で あ り

か つ 夫 婦 げ ん か が非 合 理 と非 合理 の ぶつ か り合 い であ ってみ れ ば 当 り前 で あ

る。 犬 は本 能 とい う合 理 性 のみ で生 きてい るの で あるか ら。

そ して 、 非会 社 人間 、 マ イ ホー ム大 事 人 間 が 増 加 してい るの は当 然 で あ る。

また、 日本 社 会 にお い て、 非 合 理 を 処 理 す る場 が 、 家族 ・家庭 で あ る と

い う伝 統 は い つ ま で も強 固に 残 ってい るお り、 ま た 、 この ように考 え なけ れ

ば 、 家 族 の 一 員 の 不 幸 に 同 情 して一 家心 中す る とい うこ とが説 明で き ない。

した が っ て、 ニ ュー メ デ ィア の発 達 に伴 な う影 響 を考 え る上 で、 ニ ュー メ

デ ィアが 結 ぶ単 位 として 、何 を最 小 単 位 とす るか を考 え直 さ な けれ ば な らな

t
v、o

出発点 を 個 人 とし、 そ の 集合 が 家庭 で あ り、 家庭 の 集合 が コ ミュ ニテ ィー

であ る とい う単 純 発想 で ニ ューメ デ ィアの 導 入 を考 え る と社 会 の 混 乱 を助 長

す るだ け とな る。

そ して、 日本 の社 会 に お い ては 、 家 庭 な い し 家族 とい う最 小単 位 が 存 在 す

る こ と、 又 そ れ が果 し てい る役割 を も う一 度 見 直 し て、 そ の機 能 を強 化 す べ
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き ものは 強化 し、 他 に機 能 を 移 した方 が よい も のは移 し、新 た に解 決 しな け

れ ば な らない ものは 、 解 決 の方 法 を模 索す る とい うことを 常 に意 識 しな が ら

これ に役 立 つ よ うに、 ニ ュー メデ ィアを利 用 す べ きで あ る。

次 に、 家 族 ら家庭 との 関連 で 考 えな けれ ば な ら ない こ とは 、 メデ ィアが個

人 と個 人 を結 ぶ場 合 、 そ の個 人 の年 令 及 び置 か れて い る社 会 的 環 境 で あ る。

例 えば 、子 供 用 の食 品 につ い て 考 え て見 る。 幼 児は 食 品 の 中味 の こ と も考 え

ず に、 包装 用 紙 の 色 や デ サ イ ンを 自分の好 み に合 わせ て 、 食 品 を選 ぶ。 そ の

結 果、 栄 養 の バ ラ ンス を 崩 して し ま う。 そ して、 それ を 防 止 で き るの は、 育

児 に 責任 の あ る 身近 な 大 人 だ け で あ る。

こ こで は 、'子供 が 個人 の責 任 で 選 ん でか つ 経 済 合理 性 の採 算 とい う歯 止 め

が あ るか ら、 この よ うな状 況 を放 任 して よい とい う考 え方は 成 り立 た ない。

この場 合本 来 必要 な のは ミ 育 児 に責任 の あ る 母親 な り身近 な大 人 に対 し食

品 の栄 養価 、食 べ過 ぎた場 合 の短 所等 を明示 し、 大 人 は、 明 示 され た 内容 と、

普 段 子 供 に食 べ させ て い る食 事 の 内 容 とを 考 え て、 子 供 に対 し、 彼 らが、 選

択 で き る対 象 を限 定 し、 幼 児 は 限 定 された 範 囲で 自由 に食 品を 選 ぶ べ き もの

で あ る。 以上 の よ うな こ とは 、対 象 が子 供 か 大 人か 、小 学 生 か 中学 生 か とい

った それ ぞれ の場 合 にお い て常 に考慮 され ねぽ な らな い。

また、 家 族 が最 小単 位 にな ってい る場合 、 子 供 に対 しあ る情 報 を与 え るな

ら、 そ の前 に家 族 の 中 で 責任 あ る大人 に対 し、 そ の情 報 の 有 用性 ・限界 等 を

つね に明示 し、責任 あ る大 人 が 判断 で き る形 で 内容 を 明 らか に しな けれ ば な ら

な い し、責 任 あ る大 人 が 拒 否 で き る体 制 を とって お かな け れ ば い け な い。

次 に、 ニ ュー メ デ ィア と創 造 性 との 関連 に ふれ てお きたい と思 う。

人間 の知 的 活 動 は、 あ とで述 べ る点 を 除 け ば、 基本 的 に は コ ン ピ ュー ター

の仕 組 み と同 じ であ る。 コ ン ピ ュー タ ーの 中 には 、記 憶 装置 が あ り、 その 中

に、 蓄 え られ た 情 報 を、 や は り、 蓄積 され た 、 情 報 と情 報 の結 び付 け 方(処

理 の仕 方)で も づて、 新 しい 情 報 を作 って い くことで あ る。 そ し て人 間 と コ

ン ピュー ター が 根本 的 に異 なる 点 は 、 蓄積 され た、 情 報 の新 し い結 び 付 げ方

を人 間 は 、創 造 で き るの に 対 し、 コ ン ピ ュー ターは これ が で きな い とい うこ
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と であ る。 そ して人 間 の 創 造性 は まさに、 い ま まで、 結 び 付 か ない と思 わ れ

て い た情 報 と情 報 を結 び付 け る とい うこ とが で き るこ とで あ る。 従 って 、創

造 され た結 果は 、 各 個 人 が 受 け入 れ た情 報 に よ ってい る とい え る。 また 、 ニ

ュー メデ ィア に よ って今 まで、 結 び つ か なか った情 報 を 試 行 錯 誤 で、 どん ど

ん結 び付 け る こ とが可 能 とな る。

しか し、、創 造 され た ものは 、 社 会 的な もの も、 反社 会 的 な もの もあ り、 ま

た 、 あ る年 令 の個 人 には 、 有 用 ない し無 害 で も、 他 の年 令 の 人 々 には、 有 害

だ とい う場 合 もあ る。

従 って 、 この面 か ら も、 ニ ューメ デ ィア を導 入 す るた び 毎 に、 どの よ うな

限定 を すべ きか、 無 限定 で や る場 合 は何 が 歯止 め に な って い るか を 常 に 意 識

し なけ れ ば な らな い。

最 後 に、'日本 の社 会 は い まだ に、家 族 が 最 小 単 位 に な っ て い る面 が 多 く

あ る が 、 益 々 個 々人 で物 事 を処 理 してい か な ければ な らな い 場 面 が 多 くな

って き てい る。 一 方 コ ミュニ ケ ー シ ョン には 、 離 れ てい る者 同 士を 結び 付 け

る と同 時 に、 結 び付 い て い る者 を離 す とい う機 能 も持 って い る。(例 え ば 、

同 じ屋根 の 下 で 暮 してい る親子 間 の電話 のや りと り)、 そ して、 家族 の 中 で

個 々人 が くっつ い てい る もの を徐 々に 離 してい く手段 とし て も、 ニ ュー メ デ

ィアは 、使 用 され るの で は な い.か。

,
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2-7レ ク リエ ー シ ョ ン

(1)は じめ に

リク リエー シ ョ ン(re-creation)と は,そ の語 形 が示 す よ うに,「(

疲れ をい や し)再 び 創造 行為 へ 向か う活 力 を養 うこ と」 と定 義 で きる。

か つて農 業 社 会 に おい て は,年 に一 度,収 穫 時 に 行わ れ る"祭"が 最 も大

き くか つ唯一 と もい え る リク リエー シ ョンの 機 会 であ っ た。 そ こでは土 地(

耕 地)を 基盤 に して運命 を同 じ くす る共 同体 の人 間 た ちが集 団で リク リエ ー

シ ョン行 為 を行 った 。 〈決 ま った 時に,多 人 数 で 〉 とい う現 象 がみ られ たの

で ある。

そ れ に対 して工 業社 会 の レク リエー シ ョンは,〈 不 定 時 に,個 人 で 〉 とい

う特 質 が指 摘 で きる 。会 社 を単 位 と した(社 縁 に よる)種 々の リク リエ ー シ

ョン活動 が行 わ れ て は い る が,そ れ はか つ て み られ た よ うな地 縁に よる結 び

つ き程 強固 な もの で は な い。 現 在,私 た ちは,自 らの 肉体 的 ・精神 的疲 労は,

自 らの才 覚 に お い て,自 らい や さなけ れば な らない の で ある。今 後 ニ ュー メ

デ ィアが進 展 す る こ とに よ・って工業 社 会 は大 き く変 貌 し,そ れ は次 なる段 階

へ と移 行 してい くで あろ う。 い や現 代 は すで に工 業 社 会 は 終 焉 して情 報 社会

に 突入 してい る と さえ い われ て もい る。

ニ ュー メデ ィアに よって どの よ うに リク リエ ー シ ョンの あ り方 がか わ っ て

い くの か を論 じる こ とが 本稿 の 課題 で あ る。

現 在の リク リエ ー シ ョ ンの 状 況 を概 観 した の ち,将 来 の予 想 を述べ て い く

こ と と した い 。

② 昭 和50年 代 以 降 に お け る リク リエー シ ョ ンの 状 況

リク リエ ー シ ョンの 様 々な現 象 形態 を 「個 人 的 一集 団 的」 とい う軸 と 「静

的 一動 的」 とい う2つ の 軸 で分 類 してみ た のが,次 に示す図ll-7-1で あ る。

個 人 的 一集 団 的 とは,リ ク リエ ー シ ョン を行 う主 体 が 現象 と して群 れ て い

るか 否か に着 目 した もの 。静 的 一動 的 とは,肉 体 を どれ だけ 動 か すか とい っ

た 点 に着 目 した もの で あ る。
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(図 皿 一7-1) リ ク リ エ ー シ ョ ン(レ ジ ャ ー ・娯 楽)

昭 和20、30、40年 代 の 状 況
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こ こで平 面上 に プ ロ ッ トした レク リエ ー シ ョンの 内容 は.一 般 に は 「レ ジ

ャー」 や 「娯 楽」 とい った 言葉 で示 され る よ うな もの で,そ の 年 代 には や っ

た もの,話 題 とな った もの を 中心 に記 してい る。

戦後,昭 和20年 代 か ら40年 代 まで の状 況は,図ll-7-1を 参 照 して

いた だ くこ と と して,こ こで は 昭和50年 代 以 降 の状 況 に注 目 してみ よ う。

いわ ゆる 高度 成 長 期 に あた り大 き く リク リエ ー シ ョンが伸 長 した 昭和40

年代 と比較 す る と き,50年 代 に はい くつか の特 徴 的 な現 象 が 見 い 出せ る。

昭 和40年 代 は,2つ の軸 が つ くりだす 平 面 上 の 分 類 でみ る と,「 個人 一

静」 「集 団 一動」 の2つ の平 面 に プ ロッ トされ る もの が 多い 。 それ に 対 して

50年 代 は,4つ の 平 面上 に 均 等 に項 目が分 布 す る よ うに な って い る。

いわ ゆ る価 値 の 多 様化 現象 に伴 って リク リエ ー シ ョン も多 様 化 の様 相 を呈

して きた とい うこ とで あ ろ うが,よ り詳 し くそ の 内 実 をみ てい くこ とと し よ

う。

50年 代 に なっ て 新 た にみ られ る よ うに な った 現 象 あ るい は 注 目され る現

象 と して 次の よ うな項 目を あげ る ことが で きる。

・カル チ ャー セ ン ター(主 婦 層)

・カ フェバ ー,ソ フ トバ イク(働 く女 性 層)

・ジャズ ダ ンス(女 性 〔若 ～ 中 年 〕層)

・カ ラオ ケ(中 高年 層)

・プ ロ レス(中 年 〔男性 〕層)

・フル ム'一ン旅行(シ ル バー層)

・ジ ョ ッギ ン グ,バ ー ドウォ ッチ ング,森 林 浴

・ウ ォー ク マ ン(学 生 ・若者 層)

・愛 人 バ ンク ,ピ ンク産 業(独 身 サ ラ リー マ ン,中 年 男 性 層)

・テ レ ビゲ ー ム(未 成 年層)

・テ ニ ス ,サ ー フィ ン等 の ス ポ ー ツ ブ ーム(青 年 層)

こ こで,ま ず 指 摘 で きるの は,今 まで リク リエ ー シ ョン(レ ジ ャー,娯 楽)

の 主体 と しては あ ま り登 場 して こ なか った 人達 に 向け ての項 目が増 え'て きて
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(図 皿 一7-2)リ ク リ エ ー シ ョ ン(レ ジ ャ ー ・娯 楽)昭 和50年 代 の 状 況
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い る点 であ る。

主 婦層 や働 く女 性 層 を中心 と した 女 性 層,中 高年 層,そ して シル バー 層,

これ らの人 達 を主 体 と した リク リエ ー シ ョンは,40年 代 に は ほ とん どみ ら

れ なか った もの で あ る。

次 に 内容 的 な分 類 を試 みて み よ う。50年 代 には い っ てか ら現 わ れ た 様 々

な現 象 は,次 の よ うな人 々の 願 望 に も とつ ぐ もの と して整 理 で き ない だ ろ う

か 。4つ の傾 向 を指 摘 してみ た。

① .女 性 の パ ワー 願 望

今 ま で実 質 的 に は男 性に しか 許され てい なか っ た様 々 な事 柄 を女性 も手

に入 れ よ うと して い る。 「酒,タ バ コ,ク ル マ,知 識 ・教 養,そ して男 …

… …」

'カ フ ェ バ ー ,ソ フ トバ イ ク,カ ル チ ャー セ ン ター,女 性 向 け ピンク産

業 等の事 象が 説 明で き る。

そ の背 景に は,a)社 会 進 出に よって 可 能 となっ た女 性 の経 済 的 自立 。

b)女 性 の 高 学歴 化 と 日本 の 産業 の ソフ ト化 に よって起 きた女 性の 精 神 的

アタマ

自立。(私 た ち も男 と同 じ位 の,い やそ れ 以上 の 頭 脳 を もっ て い るの だ ワ)

等 の傾 向 が 指摘 で きる。

② ヘル シ ー ・ナ チ ュ ラル 願望

ジ ョギ ング,バ ー ドウォ ッチ ング,森 林 浴,フ ィール ドア ス レチ ック等

の 流 行 が この 願望 に よって生 起 してい る と考 え られ る。 これ は す べ ての 年

令 層 に み られ る願 望 で あ る。 と くに 若 者層 に おい て は こ う した願 望 が ス ポ

ー ツ感 覚 の伸 長 とい っ た現 象 と して現 わ れ て い る。

その 背景 に あ るの は,a)飽 食 の時 代 に あっ て人 々が肥 満 や糖 尿 な ど文

明病 に悩 む よ うに なっ て きた こ と,b)人 工 の化 学 物質 が 氾 濫 し,人 々が

安 心 で きる食 物 や 自然 の もの(ピ ュアー な もの)を 求 め だ した こ と,な ど

が あげ られ る 。

③ ミー イズ ム願 望

ウ ォー ク マ ンや テ レ ビゲー ムの爆 発 的 ブ ー ム。 子供 た ちの 間 に じわ じわ
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と浸透 す る マ イ コ ン。 それ に ピー ピ ングル ームや ピンク カプ セル とい っ た

ひ と りで ひそ か に 楽 しむ 下半 身産 業 の 伸 長。 これ らの 現象 は ミー イズ ム化

の ひ とつの 現 わ れ とみ て とれ る。

そ の 背 景 に あ るの は,a)核 家 族 化 。 兄 弟数 の減 少,b)(受 験)戦 争

社 会,な どが あげ られ る。人 間 との 接触 よ り もス トレスの た ま らない 機械

との 接 触 を 望み,ま た 煩 わ しさをい や が り短 絡 的 に欲 望 のみ を処 理 す る と

い っ た傾 向 に走 るわげ で ある 。

④ カ タス トロフィー願 望

カ ラオケ ブ ー ム と プ ロレス ブー ム。 この2つ の 現象 の底 に共 通 す るの は,

あ ま りに も人 間的(そ してそれ ゆえ 原 始 的)な 絶 唱 ・絶叫 であ る 。 管 理 さ

れ,す べ て が計 算 され プ ログ ラ ムされ た よ うに思 え る現代 では,リ ク リエ

ー シ ョンの 原 型 と もい え る動 物的 な興 奮 に 身 を ゆだね る な ど とい っ た 機 会

は 皆無 に近 い 。現代 社 会に 対 す る,理 性 で は わ り きれ ない人 間 の 生 ま身 の

叛乱 と して,カ タス トロ フ ィーが求 め られ るのか もしれ ない。 カタ ス トロ

フ ィー願 望 が最 も素 直 な形 で表 出 す る と,殺 人や 放火 ある いは 自殺 とい っ

た ただ な らぬ事 態 が 生起 す る こ と と なる。

(3)ニ ュー メデ ィア社 会 に お け る リク リエー シ ョン(将 来 の 予 想)

現 在 の状 況 を ふ まえ て,ニ ュー メデ ィア社 会に お ける リク リエ ー シ ョ ンの

あ り方 を主 体 別 〔女 性,中 高(シ ル バ ー)層,若 者(シ ングル ス),子 供 〕

に 論 じてい きた い 。 時代 設定 は10年 ～15年 後 の 状況 を想 定す る こ と とす

る。

① 女性 に よ'、て の リク リエー シ ョン

。サ ロ ン化 す る都 市

ニ ュー メ デ ィアの 進 展 に伴 い,知 識や ハ ウツ ウもの の伝 達 は 自宅 にお

い て,現 在 よ り も数 倍 効 率 的に 行 われ る よ うに なってい る。 した が っ て

知識 伝 達 型 の カル チ ャ ーセ ン ター は もはや そ の存 在 意義 をな くして い る

が,女 性 達 の なか に は,家 で も会社 で も ない 第 三の コ ミュニ テ ィー空 間
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を求 め てサ ロン風 の セ ン ターに 出かけ る もの も多い 。

働 く女性 の なか には 在宅 勤 務 の形 態 を とっ てい る者 が多 い の で彼 女 達

に とっ ては,都 市 とは一 種 のサ ロンで あ る。 ショッ ピング,知 的 刺激,

快 い ス ポ ー ツに よ る発 汗,そ して 時 には ア バ ンチ ュ ール 。 リク リエ ー シ

ョ ンの為 だ け に しつ らえ られ た 都 市 が彼 女 た ち を待ら てい る。

。増 え る全 国的伺 好会

主 に 家庭 の 主 婦た ちの 間 では,気 の 合 っだ 仲 間た ちがづ くる小集 団(

同好 会)が 数 多 くで きあ が って い る。 ニ ュー メ デ ィ ア に よ っ て 遠 距 離

間の コ ミュニ ケー シ ョ ンも即 座 に行 え る よ うに な った の で居 住 地 に規 制

され ない全 国 的 な趣 味 の伺 好 会 が活発 化 した の で あ る。

。ニ ュー メデ ィアに よ る 活 躍 の 場 の 拡 大'

と くに,今 まで は家 庭 内に そ の 才能 を埋 も らせ,不 満 を積 も らせ てい

た女 性 達 が ニ ゴー メデ ィァ に よって 活 躍 の場 を得 られ る こ ととな る。 あ

る主 婦 は,語 学 の 能 力 を生 か し地 球規 模 で 同好 会 組織 をつ くり,第 三 世

・界の 芸術 ・文化 に 関す る ち ょっ と した デ ー タベ ース機 構 を 自 らの マ イ コ

ンの なか に つ くりあ げ て しま った 。 また 様 々な分野 で コンサ ル タ ン ト業

務 を行 っ て い る女 性 も多 い が,彼 女 た ちの 多 くは 自 らの 趣 味 が こ う じた

もので あるご 彼女 た ちの 大 半 は,自 宅 に 居 なが らに してか な りの 収入 を

得 てい る。

。主 婦間 に も能 力主 義

だ が逆 に,新 しい トレン ドに うま くつ いて いけ ない主 婦 も増 え るか も

しれ ない。 一 日中 メ ロ ドラマ や好 み の映 画 な ど を流 しつ づけ てい る ニ ュ

ー メデ ィア時 代 の テ レ ビに ひ ね もす か じりつ い て い る主 婦た ち。 能 力程

度 に よっ て 生 じる賃 金格 差 とそ れ に よる 生活 程 度 の違 い が 女性 達 の 間 で

極 端に 現 われ るか も しれ ない 。女 性 の パ ワ ー願 望 は充 分 に 満 た され は す

るが,し か し彼女 た ちは結 果 と して,男 性 社会 の論理 と シス テ ム を後 追

い した こ とに な って しま うの で ある。
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② 中高 年 ・シル バ ー層 に とっ ての レク リエー シ ョン

。精 神 安 定装 置業(メ デ ィテ ー シ ョンカ プ セル サ ー ビス)

女 性 の社 会 進 出 ・.能力主 義 ・情 報 化社 会 に おけ る デス ク ワ ークオ ン リ

ニリ 仕 事の 質,そ う した もの が あ い まっ て,中 高年 の サ ラ リー マ ンに は

か な りの ス ト・レス が蓄 積す る。 ニ ュー メデ ィア社 会 では これ を解 消す る

サ ー ビス業 が一 種 の ブ ーム をつ くりだす こ とだ ろ う。精 神安 定装 置 に は

.脳波 式,睡 眠式,羊 水 式 な どい くつ か の 方 式が 開発 され,治 療 を うけ る

.ため に は 自宅 の キ ャ プテ ンllで 予 約 を とっ てお か な くて は な らない 。

。都 市 脱 出組 の増 加 .

精 神安 定 装 置(メ デ ィテ ー シ ョンカ プセ ル)な どに頼 らな くて も自然

が活 力を養 っ て くれ るはず であ る とい う考 え(こ れ は ヘ ル シー ・ナチ ュ

ラル願 望の 流 れ を くむ もの であ る)に も とつ い て,か つ て 過疎 の為 廃 村

に なった よ うな 隔地 に まで居 を移 す もの が増 え てい る。 それ を可 能 に し

た の は ニ ュー メデ ィアに よる高度 情 報化 社 会 で ある。 い か に もハ イ タ ッ

チ な木 とわ らの 感 触 を もつ民 家の 、なか に ハ イ テ ック な ニ ュー メデ ィア 機

器 が くみ こ まれ てい る。10年 前に 描 かれ た シrン が現 実 と な り,か つ

て 港区 に 住 む こ とが ナ ウい こ とで あっ たの が,今 で は木 更津 に住 む こ と

が ク リエ イ テ ィ ブに と って のひ とつ の ス テ ー タス に なっ てい る。

。シル バ ー層 に は メ リッ トが大 きい。

ニ ュー メ デ ィ ア の 恩 恵 を 最 も素 直 な 形で享 受す るの は,シ ル バ ー層

で は な いだ ろ うか 。 釣 りや盆栽 や 囲碁 な どの伝 統 的 な娯 楽 は,根 強 く存

在 し紡 げ る が,こ れ は ニ ュー メデ ィアの 発達 に よっ て よ り奥 深 く楽 しめ

る もの とな っ て い る。 自分 の趣 味領 域 に 関 して の様 ダな娯 楽 情報 が 自宅

に 居 なが らに タ イ ム リーに入 手 で きる し,ま た気 の合 っ た 同好の 士 とい

.つ で もニ ュー メデ ィア を介 して 対面 で きる。

高 度 情 報 化 社 会 で は,長 距 離 の列 車 を利 用す る者 は,本 当 に 旅 を楽 し

み た い とい う層 が 大 半 に な って い るの で,ま だ 元気 な シル バ ー層 に とっ

て は ゆ った り した 旅 行 も大 きな人 生 の楽 しみ の ひ とつ と なっ てい る。
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③ 若者(シ ングル ス)に と って の リク リエ ー シ ョ ン

。情景 に似 合 った 車 が レ ン タル され る

若者文 化 の ひ とつ と しての リク リエ ー シ ョンは,更 に 一 層 多様 化 の

展 開 をみせ る 。例 えば 車 を用 い た りク リエー シ ョンに して も年令 ・性

別 そ して 何 よ り もその 人 の生 活 心 情に そ って 様 々 なバ リエー シ ョンが

み て とれ る よ うに な り,そ れ が10年 前 と異 な るの は,い ろ いろ な場

面 で何 台 もの 車 を使 いわ け る よ うに な って きて い る こ とで あ る。 ま る

で茶会 を催 す よ うに,車 で ドライ ブを楽 しむ 。そ の 場 の 雰 囲 気 を もっ

とも よ く演 出す る車 が茶 会 のお道 具 が 選 ばれ る よ うに 選は れ る。 そ こ

で は レン タ カー シス テ ムが ニ ュー メデ ィアの 進展 を うま い形 で と り込

み,大 き く伸 び て い るか も しれ ない。

。先端 技 術 を 貧欲 に と り入 れ る ピ ンク産 業

CATVな どの サ ー ビス が家庭 に流れ,一 日中何 十 本 もの放 送 が見 ら

れ る よ うに なっ た 時,そ の なか に必 ず ポ ル ノ映 画専 用 の チ ャ ンネル が

出現 す る で あ ろ う。 シ ング ルズ達 の なか にはそ れ を見 るた め に システ

ムに 加入 す る もの もで て くるに違 い ない。 刺激 が 恒 常化 し,ピ ンク産

業は よ り表 現 を ど ぎつ く して いか なげ れ ば な らな くなる。 将 来 は脳神

経 系に 直接 刺 激 を与 え る とい った形 で の欲 望の 処 理 技 術 が 開発 され る

か も しれ ない 。そ う した 時 に は現 在の いわ ゆ る ピ ンク産 業 はす べ て凋

落 し,夫 婦 の 関 係 性 も再 び 問 い 直 され る よ うに な る に違 い ない。 ミー

イズ ム欲 望 の い きつ くひ とつ の 終着 点 で あ る。

④ 子 供 た ちに とっ ての リク リエ ー シ ョン

。画 面 と戯れ る子 供 た ち

子 供 た ちに とっ て ミー イズ ムはひ とつ の 極 限 を示 してい るか も しれ

ない 。彼 らに とって 遊 び とは,家 に閉 じこ も!)て ニ ュー メデ ィアか ら

流れ て くる き らめ く よ うな音 楽 と画 面 に 向か い 合 うこ とで ある 。子供

た ち同 士 で体 をぶ つけあ っ て遊 ぶ とい っ た体 験 は きわ め て少 ない もの

に な り集 団行 動 は,ま る で軍隊 の よ うに 上 か ら命 令 され た場 合 で なけ
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れ ば とれ な くなっ てい る。

。世界 に 拡 が る コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 輪

だ が なか には テ レ ビゲ ー ム を親 友 とす る者 た ち だけ で な く,ニ ュ ー

メデ ィア が示 して くれ る世 界 中の子 供 た ち との 交 信に 心 を と きめ かす

著 た ち も出現 す る 。子 供た ちは子 供 同士 の 感性 コ ミュニ ケー シ ョン を

通 して,南 北 問題 や政治 問題 に 対す る 直観 的 な理 解 を深 め る。子 供 た

ちが 中心 となっ て何 らか の ムー ブメ ン トを巻 き起 こす とい うと ころ ま

で は至 っ てい ない が,子 供 の時 にで きた世 界的 コ ミュ ニケ ー シ ョンの

輪 は 必 ず 将来 有益 な結 果 を もた らして くれ る と期 待 され てい る。

(4)お わ りに

人 の欲 望は 移 ろい やす い 。 ま して 情 報 社 会 に おい てお や 。

リク リエ ー シ ョン ・レ ジャ ー ・娯 楽 とい っ た面 に おけ るニ ュー メデ ィ ア社

会 で の 変 遷 は,非 常 に激 しい もの とな るだ ろ う。

本 稿 の 後半 部 分 では い さ さか 無 責任 な予 想 を行 って しまっ た感 が あ る が,

何 が起 きて も決 してお か し くないの が こ の分野 で あ る と思 わ れ る。

先 に人 々の欲 望 とい うニ ーズ が あ り,社 会 シス テ ムや イン フ ラス トラクチ

ャー は,常 に そ れ も後 追 い す る とい う形 で しか,リ ク リエ ー シ ョン ・レジ ャ

ー ・娯楽 の様 相 は 展 開 しない と思 わ れ るか らで ある 。

だ が,リ ク リエ ー シ ョ ン とは,必 ず しも無制 限 な欲 望 を解 放 す る こ とだけ

で は ない は ず で あ る。 リク リエ ー シ ョンが,毎 日を入 間 ら し く生 き生 き と暮

らす た め の 方 途 で あ る とす る な らは,欲 望 を追 い求 め てい くこ とは 本 来 の リ

ク リエ ー シ ョン とは逆 の ベ ク トル を もっ て しま う恐 れ も考 え られ る。 そ こで

は 善 悪 の基 準 に 照 らした 自 己規 制が必 要 とな って くるか も しれ ない。

ニ ュー メデ ィ ア社 会に 向か うに あた っ て は 「人 間 らし く生 きる こ と」=「

本来 的 リク リエ ー シ ョ ンの 意 味」 が真 剣 に 問 い 直さ れ なけれ ば な らない だ ろ

う。
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2-8コ ミュニテ ィ

コ ミュ ニテ ィとは,辞 書 に よれ ば,「 一 定の 地 域 で共 同 の社 会生 活 をい と な

む ことに よって形 成 され た集 団 。」 とあ る 。 この 「集 団」 を クーリー(Cooley,

C.H.)は,"1次 的集 団"と"2次 的 集 団"と に 分け てい る。"1次 的集 団"

とは,直 接 的 な対面 的 接触 関係 を 指 し,典 型的 に は家 族 や仲 間 等 の集 団の こ と

で あ る。"2次 的集 団"と は距 離 を隔 て た 間 接 的 な接 触 関 係 を指 す 。さ て,こ

こ でニ ュー メデ ィア の効 用 を考 え る と,次 の8項 目に ま とめ る こ と がで きる。

つ 亙 り① 個 別 化 … … ∴ マス か らパ ー ソナ ルへ ② 即時 化 リアル タイ ム性

③ 随意化 … …… 気 に入 った 時 に,欲 しい 時 に ④ 簡便 化 … … …手 軽 に ⑤ 低 廉

化 …… … 端末,回 線,処 理 を含 め て安 価 に ⑥ 公平化 … ……遠 近格 差 な く,平

等 に'⑦ 能動 性 … … …社 会 活動 へ の 積 極 的参 画 ⑧ 双 方 向性 …… … 送 受相 互 の

対話 の増 進,で あ る。 この 効 用か ら推察 す る と,ニ ュー メデ ィアは,1次 的集

団 よ りも,2次 的集 団 へ与 え る影 響 が大 と な るで あろ う。 とい う よ り,今 ま で

存 在 しなか った新 しい2次 的集 団 が,多 種 に わ た って 発生 す る もの と考 え られ

る。た とえ は,多 県 に わた る同 じ趣味 仲 間 とか,未 婚 男女 の結 婚 情 報 交 換,又

は 同 じ問 題 に 関心 が ある グル ー プが,情 報,'意 見,ア ィデ ァを交 換 しあ うとい

っ た もの で あ る。 この 点は 後 ほ ど述 べ た い 。

一 方
,'10～20年 後 に コ ミュ"ニテ ィに 影 響 を与 え・る要 因 と して,以 下 の点

が あげ られ る。

①今 後 日本 人 は1自 由時 間 が 増 加す るだ ろ う(表 皿一8-1),② 今 後,

'日 本 人 の人 生観 に変 化 が お き るだ ろ う
。 例 え ば,生 きがい を よ り一 層 求め る

だ ろ うし(図 皿一8=-1),趣 味 に 合 う生活 を望 む よ うに なる だ ろ う(図ll

-8-2) ,③ ニ ュー メデ ィアは 従 来 の通 信 手 段 よ りも コス ト安 と なる だろ

う(図 皿一8-3)。 一 方人 々 は④ 不安 の増 大に より,そ の解 消手 段 と して,

コ ミュニテ ィへ の 積極 的 参 加 が増 え て くる だ ろ う(図 皿一8-4,5)。

⑤ 入 口問題 と して は,人 口の定 住 化 に よ り,1次 的集 団 が安 定 し,古 来 人類

が もって いた コ ミュニ テ ィが復 活 す るだ ろ う。 また老 人 の増 加 や シ ングル ズ

の増 加,単 独世 帯の 増加 な どが今 ま でに ない 新 しい1次 的集 団,2次 的集 団
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を形 成 し,ニ ュー メデ ィア を駆 使 した コ ミュニテ ィが生 ま れ るだ ろ う。

こ こ で具 体的 な予 測 を述 べ てみ た い。

1次 的 集 団の 予 測 と して は,

① 新 しい家 族 関 係 の 増 加 で ある。 た とえ ぱ 家 族全員 で の ホ ー ム イベ ン ト

が 増 え,手 づ く り料 理 に よる もて な し も盛ん に なるだ ろ う。又,夫 婦 単 位

の つ きあい も ニ ュ ー メデ ィア を用 い て行 なわれ るだ ろ う。

② は,無 駄 な 出費 の 節約 で ある。 不要 品 交 換 が一 層 さ かん に なり,そ の

情 報 交換 に ニ ュー メ デ ィアが 用 い られ るだ ろ う。

③ は,心 や 体 の 健 康 を求 め る人 々 が増え るだ ろ う。 た とえは,宗 教へ の

関 心 が増 大 し,同 じ宗 教 を もつ人 々は,ニ ュー メデ ィア を用 い て よ り一 層

結 束 す る であ ろ う。 又,コ ミュニ テ ィ単位 のス ポ ー ツ大 会等 が増 え,心 の

か よ う会 合 や パ ーテ ィが,大 事 に され るだ ろ う。そ うい っ た情 報交 換 が盛

ん に なるだ ろ う。

④ は,相 互 扶 助 シス テ ムの 増 加で ある。 つ ま り,在 宅 看 護婦 の派 遣 な ど

の 助げ 合 い制 度 が生 生まれ て くるだ ろ う。又,老 人 ク ラ ブ活 動 が活 発 に な り,

一 部 では 大 家 族 制度 へ の回 帰 が お こるだ ろ う。⑤ は 「今 ,こ の 時 間」 を大

切 にす る傾 向 が見 られ よ う。 趣 味 を楽 しむ 時 間 が増 え,週 末 は,夜 お そ く

まで ニ ュー メ デ ィア を用 いた コ ミュ ニテ ィ広 場 が,で きる だ ろ う。

⑥ は,伝 統 行事 が 見 直 され る こ とで ある。 祭 りや行事 の見 直 しが始 ま り,

人気 を上 げ る だ ろ う。⑦ は,本 物 志向 で あ る。][bitYourselfの 定 着 と

共 に,趣 味 へ の本 格 的 な取 り組み が進 み,そ こに ニ ュー メデ ィア を媒 介 に

した 新 しい コ ミュニ テ ィが形 成 され るだ ろ う。

2次 的集 団の 予 測 と して は,

① 気 の 合 う者 同士 の つ きあ いが,増 加 す るこ とで あ る。 趣 味 中心 のつ き

あい が ふ え,親 せ き よ り仲 間 同士 の つ きあ い を重 視 し,読 書 な どの同 好 会

が,多 く生 まれ る だ ろ う。 又,奥 様 大学 や セ ミナ ーが,一 層流 行 す る と思

わ れ る。 又,老 人 の レジ ャー の増 加 や,シ ングル ズ 同士 の つ きあい が,ニ

ュー メデ ィア を用 い て 活 発 にな る と思わ れ る。
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結 論 と して,今 後 ます ます の ハ イ ・テ ック時 代 に おい て,人 間疎 外 の傾 向は,

一 層 強 ま るだ ろ う。 そ の 反 動 と して,本 物の,人 間 と して の心 のふ れ あ

い を求め る声 が 強 ま るだ ろ う。 そ こに,ニ ュー メデ ィア を使 っ た 多 種の グ

ル ー プが形 成 され る。 そ して今 まで の 「地 域 の束 縛」か ら,ニ ューメデ ィア

は人 々を 開放 して くれ るだ ろ う。最後 に,

問 題点 と して,個 人 の プ ライバ シー をい かに 守 るか,そ して,プ ライバ シー

を侵害 した 時 の ク レー ム処 理 を ど うす る かが あげ られ る。
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表 皿一8-1生 活時 間 の変 化(全 国 民平 均1人1日 当た り)

(単 位:時 間,分)

曜 日

生活行動 昭和年次

平 日 土 曜 日 曜

40年 45年 50年 40年 45年 50年 40年 45年 50年

生 活 必 需 時 間 10.00 10.28 10.30 9.59 10.26 10.33 1α27 11.13 11.23

睡 眠

食 事

身のまわりの用事

8.05

1.16

0.39

7.57

1.32

0.59

7.52

1.32

1.06

8.03

1.16

0.40

7.55

1.32

0.59

7.58

1.34

1.01

8.29

1.19

0.39

8.40

1.36

0.59

8.48

137

0.58

拘 束 時 間 9.56 9.35 9.16 9.33 9.01 8.13 7.16 6.24 5.38

仕 事

学 業

家 事

移 動

4.56

1.56

2.29

035

5.10

1.25

2.35

035

432

1.26

2.37

0.41

456

131

2.30

0.36

4.47

1.05

2.38

0.31

3.40

1.09

2.50

0.34

3.35

0.42

2.43

0.16

2.46

0.32

2.56

0.10

1.52

0.32

3.06

α08

自 由 時 間 5.56 5.52 6.24 6.20 6.15 7.26 8.10 8.06 9.02

交 際

休 養

趣 味 ・ 娯 楽

移 動

新 聞 ・雑 誌 ・本

ラ ジ オ

テ レ ビ

0.33

035

0.32

0.08

031

0.27

2.52

036

0.34

0.31

0.08

0.30

0.28

3.05

0.36

0.40

0.35

0.07

0.32

0.35

3.19

039

0.50

0.43

0.09

0.32

0.26

3.01

0.42

035

048

0.10

0.27

0.26

3.07

0.46

0.44

0.47

0.15

0.35

0.35

3.44

0.52

0.54

1.30

0.18

0.32

0.23

3.41

1.01

0.33

1.30

0.16

0.31

0.24

3.46

1.06

0.41

1.36

0.23

0.34

0.31

4.11

在 宅 一 16ユ1 16.18 一 16.14 16.55 一 18.08 18.28

計 24.52 25.55 26.10 25.53 25.42 26.12 25.53 25.43 26.03

注 昭和40年 は 「在宅 」 につ い て調査 してい ない 。 (NHK「 国民生活時間調査」)

`
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図ll-8-1生 き方 の現状 と将来(複 数 回 答)
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10⑥ 社会 とのかかわ りをなるべ く避け
,ひ たすら修業にはげむ

響

■

資料)東 京都 『大都市青少年 の生活 ・価値観 に関する調査』昭和52年9月

図n-8-2人 生 観, 戦後 の変化

(全 年齢)
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●

図ll-8L4
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不安の解消の手段
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N==4,126

(経 企庁 「国民選好度 調査 」昭和51年)

図ll-8-5心 を うち あけて 話せ る友 人
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2-9交 通

(1)交 通 と情 報通 信 の2つ の フ ェーズ

交通 とい う市 民 生 活 の断 面 を考 え る場 合 、交 通 需要 と交通 施 設/交 通 機 関

の2つ の テ ーマ に分 け る ことが で き る。 交 通 需 要 は都 市 活動/交 流 の様 々な

局 面 か ら派 生 す る事 象 で あ る。 そ のた め交 通 需 要 は 市民 生 活 のパ タ ー ンの変

化 や産 業 活 動 の変 化 に よ って大 き な影響 を受 け る もので あ る。一 方 、交 通 施

設/交 通 機 関 は移 動 のた め のイ ン フラス トラク チ ャー で あ り、 乗 り も の と

い うハ ー ドウエ アで あ る。

この よ うな意 味 で 、交 通 と情 報 通 信 との 関 わ りを考 察す る には2つ の フ

ェーズ で抱 え る こ とが適 切 で あ ろ う。 第1の フ ェ ーズ は 、交 通 需要 とい う視

点 に立 った 交 通 と通信 の問題 であ る。 これ は 両 者 の代 替 性 あ るい は支 援 性 の

分析 で あ り、 いわ ば交 通 と通 信 のす み 分 け論 で あ る。第2の フ ェー ズ は、 交

通 イ ン フ ラな り、交通 機 関 に対 して情 報 通 信 が果 た す役 割 を論 ず る こ とであ

交 通 と情報 通 信 の2つ の フ ェーズ

・代 替 性

・支 援 性

・輸送 技 術 の 向上

・利用 者 サ ー ビスの 向上



●

り、 これ に は輸 送技 術 の 向 上 とい う側 面 と利用 者 サ ー ビス の 向上 とい う2つ

の側 面 が あ る。 これ は い わ ば 交通 にお け る ソ フ トウエ ア論 とい え る。

② 交通 と通 信 のす み 分 け 論

く分散 型社 会 に お け る交 通 と通 信 〉

交通 と通 信 は 言 うまで もな く、活 動交 流 の二 大 基盤 で あ る。 これ か らの社

会 が地 方 の 時代 と言 わ れ 、 分散 型 社 会 を志 向 してい く可 能 性 は 高 い。 そ の よ

うな社 会 は従 来 以 上 に地 域 間交 流 の需要 を増 大 させ る もの で あ る。 そ の理 由

は 次 の通 りで あ る。

人間 を年 齢 階 層 、 職業 、あ るいは そ れ ぞれ の生 い立 ち か ら見 て、 大 き く移

動 志 向型 人間 と定 住 志 向 型 人 間 とに分 け る こ とが で き る。

つ ま り、 移 動 志 向型 人 間 は 、 どこ に住 ん で も構 わ な い 、 あ るいは ど こへ で

も行 か ざ るを得 な い(主 と して仕 事 上 の理 由で)タ イ プ で あ り、そ の行 動 原

理 は被 命令 従属 的 で あ り、 また場 合 に よ っては選 択 的 で あ る。 これ らの人 達

は 、 それ ぞ れ の地 域 に友 人 仲間 を作 り、 また 彼 ら を残 して他 地 域 へ移 動 した

り、 仕事 上 の取 引先 を残 した りす る。 この よ うな人 間 関係 、 取 引関 係 の分 散

化 に伴 う情 報 交 流 欲求 の 積 み重 ね は 、 日本 中 の各 地 域 間 に ネ ッ トワ ーク状 の

通信/交 通 需要 を生 み 出す で あ ろ う。

一 方
、定 住 志 向型 人 間 は 、 今 の場 所 に住 み た い、 あ る'いは ふ る さと に帰 っ

て住 み た い タ イ プで あ り、 そ の行 動原 理 は 土着 的 であ り、 ゆ と り志 向的 で あ

る。 これ らの人 達 は、 地 域 内 で一 定 水準 の文化 を享 受 しつ つ も、 よ り高 次 の

文化 交流 を求 め て 大都 市 等 へ の通 信/交 通 需要 を生 み 出 す。

この よ うな ロ ングス パ ンで 見た 人 の移 動 は、 親 の転 勤 、大 学 受験 、就 職 、

転 職 、転 勤 、 退 職 とい った ライ フサ イ クル の変 曲 点 に お い て発 生 す る。 そ れ

ら の各 時点 で我 々は 、上 述 した どち らか のタ イ プの 人間 と して振 舞 うこと に

な る。 そ の際 、 外 的条 件 と して の企業 立 地 、 大学 立地 、 あ るい は地 域 政策 等

の要 件 の 占 め る割 合 が大 きい こ とは事 実 だ が 、交通 条 件 が飛 躍 的 に 向上す る

こ とが予 想 しに くい今 後 の社 会 にお い て、情 報 通信 の果 たす役 割 は 相 対的 に
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大 き くな るで あ ろ う。

即 ち 、 フ ェイ ス ・ツ ー ・フ ェイ スの 価値 は十 分 高 くて も交 通 費用 の負担 、

移 動 時 間 の負 荷 を 考 え れば 、INSの 整備 等 に よ る様 々な ニ ュー メデ ィアの

普 及 は相 当魅 力 的 で あ る と想 像 す る ことが で き る。 例 えば移 動 志 向型 人 間 の

私 は 、(も ち ろ ん、 多 分 に仕 事 上 の理 由で あ るが。)今 東 京 に住 んで い て、

名古 屋 にい る両 親 、 関 西 に残 して きた 仲 間達 との コ ミュニ ケー シ ョンは 十 分

で は ない。 交 通 と して顕 在 化 しない のは 主 と して 費用 と時 間 が許 さな い か ら

で あ る。京 都 在 住 時代 か らの 友人 で あ る家族 とは、ビデ オ とい う一 種 の ニ ュー

メデ ィアに よ って交 流 を 図 ってい る。 これ が双 方 向 テ レ ビ等 にな れば 、交 流

は ます ます 手軽 にな るで あ ろう。.^・ 　

従 来 、 交通 手 段 に比べ て手 紙 、電話 とい う交 流 手 段 しか持 た な か った通 信

が 、新 しい メ デ ィアの メ ニ ューを持 つ こ とに よ り↓比 較 的 長 距 離 間 の多様 な

交流 手段 の主 役 と して 、交 通 に変 わ って登 場 す る と考 え られ る。(冠 婚葬 祭

や 新 しい人 との 交流 は あ くまで も交通 に よ る所 が大 きい が。)

〈都 市 交通 と情 報 通信 〉

都 市交 通 は既 に 述べ た よ うに、都 市 活動 の派生 的 事 象 で あ り、 人 の移 動

(パ ー ソ ン ト リ ップ)と 物 の移 動(物 流)に 分 け ら れ る。

人 の交 通 は 、 そ の 目的 に よ って① 通 勤 、② 通 学 、③ 業 務 、④ 日常 的 自由、

(買 物 、習 い事 、 娯楽 等)、 ⑤ 非 日常的 自由(社 交 、 レジ ャー、 通 院等)に

分 け て考 え る ご とが で き る。 これ らを交通 と して発 生 す る際 の行 動 心理 の 面

か ら整 理 す る と表ll.-9-1の よ うにな る。即 ち 、通 勤 、 通 学 、業務 交通 は

拘 束 的 交通 で あ るが、 自由 目的交 通 は買 物 や通 院 の よ うな拘 束 的 な もの と、

社 交、 娯楽 の よ うな希 求 性 の 強 い ものが あ り、 両 方 の性 格 を持 った もの もあ

あ る。∪ 印 を つ け た部 分 は 、 法制 度 や社 会 のル ール の 変 化 、 ニ ューメ デ ィア

の普及 等 に よ って 出現 す る部 分 で あ る。近 い将 来実 現 す るで あ ろ うニ ューメ

デ ィアが交 通 需 要 に もた らす イ ンパ ク トを見 定 め るの は 容 易 では な い が、概

ね の分類 をす れ ば 表ll-9-2の よ うに考 え られ る。 即 ち 、`レジ ャー交 通 の

一82一



■

表[-9-1交 通 目的 と行 動 心 理

■

目的
行動心理 通勤 通学 業務 日常的 自由 非 日常的 自由

◎娯楽 ◎社交

希求的交通 動 きたい 習い事 レ ジ ャ ー

△買い物

動 か な くて も

◎ ● ⊂♪
済 む か も しれ な い

_'

拘束的交通
動か ざるを ◎買物 △社交

◎ ◎ ◎
得ない △娯楽 ◎通院

表ll-9-2交 通 需 要 へ の ニ ュ ー メ デ ィ ア の イ ン パ ク ト例

イ ンパ ク ト 交通需要を 交通 需要を 交 通 パ ター ンを

目的 減少 させ る 増大 させ る 変 え る

通 勤 ・在 宅 勤務 ・ フ レ ッ ク ス

タ イ ム シ ス テ ム

通 学 ・電 子塾

・LAN

・VAN

業 務 ・宅 配 シ ス テ ム ,物流増大

・エ レ ク ト ロ ニ ッ ク

バンキングシステム

・テ レ ビ 会 議

シ ス テ ム

日常的 買 物 ・テ レ ビ

シ ョ ッ ピ ン グ 〉物流増大
自由

習い事

社 交

非 日常的
レ ジ ャ ー ・ニ ュ ー メ デ ィ ア に ・ニ ュ ー メ デ ィ ア

自由 よ る レジ ャ ー 情 報 に よ る レジ ャ ー

情報

通 院 ・医 療 情報 システム
9

¶
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よ うに潜在 需要 を 換起 す る場 合 もあ るが 、 一部 で物 流交 通 の 増加 を もた ら し

な が ら も、既 存 の交通 を代 替 す る機 能 を ニ ュー メデ ィアが持 ってい る こ とが

わ か る。

この よ うに拘 束 的 交通 の一 部 を解 放 す る一 方 で、 動 きたい とい う希 求 的交

通 や 、動 か ざ るを得 な い とい う拘束 的 交 通 に対 して、 ニ ュー メデ ィアは 交通

の利 便 性 、 快適 性 を 向上 させ るた め の ソ フ トウエ ア と しての機 能 を要 請 され

てい る と言 え よ う。

(3)交 通 に おけ る ソ フ トウエ ア論

く交通 機 関 の ソ フ トウエ ア 〉

従 来 の交 通機 関 に おけ る電 気 通信 系 メ デ ィア と言 えば 、道 路 一 自動 車 系 で

は 信号 シ ス テ ム、 高 速 道路 の無 線 電話 等 、 鉄道 系 では 鉄 道電 話 、信 号 シ ステ

ム、新 幹 線 の中央 制 御 シス テ ム等 の コ ン ト・一ル と安 全 性 を 中心 に した 輸送

技 術 の 向上 を 目的 と した もの で あ った。 しか し、今 後 は 利用 者 サ イ ドに立 っ

た 快適 性 、利便 性 が ます ます要 請 され るで あ ろ う。

我 々 は 交通 とい う行 動 をす る際 、 道路 空 間 や 車 内空 間 に閉 じこめ られ ざ る

を得 な い わ けで あ り、通 勤 ラ ッシ ュや交 通 渋 滞 、 あ るいは い つ来 る と もわか

らな い バ ス を待 つ 等 の極 め て 不愉 快 な状 態 に置 か れ る こ とが しば しば で あ る。

国 民 の所 得 水 準 が 向 上 し、=豊か な居 住環 境 が整 備 され た として も、交 通 が生

活 の 一 部 で あ る以 上 、 この ま までは 余 りにもアンバ ランスだ と言 わ ざ るを得 な

いo

ニ ューメ デ ィアが 直接 交 通 問題 を解 決 す る部 分は 少 な いが 、 少 な くと も解

決 を支 援 す る一 つ の ソ フ トウエ アの役 割 を 果 たす もの と思 わ れ る。 こ こでは 、

交 通 分 野 に関 わ る社 会 シス テ ム の変 化 も大胆 に織 りこん で、 ニ ュー メデ ィア

が活 用 され て い る交 通 分野 を多 少 夢物 語 風 に描 い てみ た い。

〈21世 紀 の ニ ュー メデ ィア交 通物 語 〉

① 「首都 高 速 道 路 で 」
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●

私 は東 京 に住 む ビジ ネ ス マ ン。ベ ンチ ャー ビジネ ス の オ ー ナ ーで あ るた

め 時 間 が商 売 で あ る。 昔 は 「首都 拘 束 道路 」 の異 名 が あ った 程 渋滞 が 日常

茶飯 時 で あ った が 、今 や 高 度 な オ ンライ ン コン トロー ル シ ステ ムに よ って

か な りス ム ーズ な走 行 が保 障 され てい る。道 路 整 備 が順 調 に進 ん だか らで

は な い。 財 政 問題 と用 地 買 収難 等 か らこの20年 間 さ ほ ど整備 は進 ん でい な

い。 当局 は 首都 高 の運 営 を民 営 化 し、 高速走 行 性 を保 障 す るか わ りに料 金

を大 幅 に上 げ た 。 しか もラ ン プ位 置 や 時 間帯 に よ って料 金 が 変 わ る。 そ れ

とい うの も高 速 道路 自体 が一 種 の情 報 ネ ッ トワ ーク と して機 能 して い るか

らで あ る。 交 通量 を 常 時 チ ェ ックす るセ ンサ ー と人工 知 能 コ ン ピ ュータ ー

に よ る リアル タ イ ムの 交通 管 制 を してい る。高 速 道 路 か らは 常 に情 報 を流

してお り、 車 のFMラ ジオの スィ ソチ を押 す と、 混 み は じめた3号 線 の ラ

ン プ よ り、少 し遠 い が4号 線 の ラ ンプの 方が 料金 が安 い こ とを告 げ てい る。

指 示 どお り乗 れ ば確 実 に 目的 ラ ンプ まで行 け るか ら、 時 間価 値 の高 い利 用

者 に好 評 であ る。

② 「東 名 高 速 道路 で 」

今 日は静 岡 の 客 先 へ 出か け る。 道路 情 報は24時 間専 用 放 送 が流 され て

お り、東 名 情 報 で は 途 中事 故 のた め迂 回 ル ー トを 詳細 に告 げ てい る。 道路

管 理 は 民営 で あ り、 サ ー ビス 内容 や料 金 体系 が 地 域毎 に異 な る。サ ー ビス

エ リア は通 信 セ ンタ ーイヒされ て いて 、沿線 の交通 情 報 が リアル タイ ム にチ

ェ ックで きる だけ で な く、沿 道 の観 光 情 報等 も目 白押 しで あ る。 今 日は 交

通 量 も少 な く、 最低 料 金 で静 岡 まで行 くこ とが で きた 。 また、 目的 の イ ン

ンタ ー コー ドを セ ン トして お くと、 そ のイ ンタ ー に近 づ くと ラジオ を消 し

てい て も 自動 的 に通 報 して くれ る シス テ ム も評 判 が い い。

③ 「新幹 線 で」

今 日は 新幹線 で大 阪 へ 出張 で あ る。東 京 か ら3時 間 弱 とス ピー ドは 昔 と

さほ ど変 わ らな い が 、 サ ー ビス が大幅 に向上 して車 内 で余 り退 屈 しない 。

オ フ ィ スの キ ー をた た い て予 約 を とる と禁煙 車 は 一杯 な の で、 イベ ン ト車

両 の メ ニ ュー を見 る。健 康 セ ミナ ーをや ってい る列 車 が あ った ので それ を
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予 約 した。 新幹 線 には 時 々 イベ ン ト車 両 がつ い て い て、 展 示 会 や、 シ ョウ、

セ ミナー等 をや っ てい る。 貸切 りパー テ ィ も行 わ れ る。 最 近 気 にな る糖 尿

病 対 策 の話 を聞 い て か ら、 食 堂車 へ 出か け て衛 星 放 送 か らの テ レ ビを見 な

が ら食事 をす る。 座 席 の イス にはFM放 送 の端 子 が つ い てい て楽 しめ る し、

サ ー ビ入ル ー ムに はパ ソ コンや ワー プ ロが置 い て あ って、 た ま に時 間 が な

い 時 使 った りす る。

④ 「通 勤電 車 で」

い わ ゆ る在 宅 勤 務 や フ レ ック ス タ イム制 が普 及 した ご ともあ って、 ひ ど

い混 雑 は な い。1時 間 近 くの通 勤 電車 内は 生活 空 間 の一部 と化 しでい る。

各社 と もサ ー ビス競 争 を して お り、私 の乗 る電 鉄 会 社 は ニ ュー メ デ ィアカ

ーを売 り物 に してい る
。 つ り皮 の端子 に専 用ヘ ッ ドホ ンを つ な ぐと、 ニ ュ

ース、 天気 予 報 か ら音楽 まで聴 くこ とが で き る。 こ の沿線 には外 国 人 も多

い せ いか英 語 放 送 のチ ャンネ ル もあ る。ヘ ッ ドホ ンは駅 で も貸 し出 して い

るが保 証 金 を と られ る。 な お 、情 報 ソー スは沿 線 地 域 で サ ー ビス してい る

CATV局 が提 供 してい る もの であ る。駅 の 多 くは 生 活 タ ー ミナル 化 して

電子 銀 行 、電 子 郵 便局 、電 子 ク リニ ソク、 電 子 シ ョ ッ ピン グ等 の多様 な生

活 サ ー ビス がほ とん ど無 人 で提 供 され てい る。 今 や 鉄 道駅 は 美 しい 建物 の

中 にエ レク トロニ ク スを駆 使 した 生 活サ ー ビス機 能 と、 心地 よい音楽 とス

ク リー ンが流 れ る うるお い の あ る情報 拠 点 と化 した の で あ る。

⑤ 「新交 通 シ ス テ ムで」

か っては な か なか普 及 しな か った新 交 通 シ ス テ ム も、 法 制 度 の改 善 や シ

ス テ ムの規 格 標 準 化 の努 力 に よ り、 あ ち こ ちで手 軽 に導 入 され る よ うに な

った。 郊外 の 住 宅 団 地 等 には カ プセ ル式 の 新交 通 シ ス テ ムが登 場 してい る

が 、人 工知 能 コ ン ピ ュータ で 分散 型制 御 をす るシ ス テム が 、既 存 情 報 や そ

の 日の特徴(曜 日、 催 し物 の 有無 等)、 現在 の状 況 か ら瞬 時 に最適 な配 車

輸 送 パ タ ー ンを 指 示 す るの で、 待 ち 時 間は か な り短 い』こ の シ ス テ ムは毎

日の利 用結 果 に基 づ い て、 人工 知 能 の デ ータベ ー ス を書 き換 え 、 明 日の最

適 化 に備 え て い る。 こ うい う高 性 能 の 新交 通 シ ス テ ムを 市 民 の足 と して生
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か して使 うた め に、 新 交 通 シス テ ム の ネ ッ トワ ークの ル ー トに沿 って高層

住 宅 や シ ョッ ピングセ ン タ ーを作 る等 、街 づ く りまで が変 え られ て しま っ

た。

⑥ 一「バ ス で」

地 方 都市 のバ スは す っか り変 わ った。定 時 性 、快適 性 に欠 け て い たバ ス

交 通 は 、様 々な エ レク トロニ ク ス技 術 の工 夫 と諸制 度 の 改 善 に よ り、市 民

の足 として甦 え った。 バ ス ロケ ー シ ョンシス テム が高度 イヒされ て 、 コ ン ト

ロー ルセ ンタ ー、乗 客 、 バ ス停 待 ち の人 それ ぞれ に必 要 な 情 報 が オ ンラ イ

ンで流 れ て い る。 これ と、 バ ス走行 を 円滑 にす るため の信 号 コ ン ト.・一ル

シ ス テ ムが一 体 とな って い る。

〈交 通 にお け るソ フ トウエ ア整 備 の課題 〉

以上 の よ うに将 来 は 交通 の あ らゆ る局面 がr交 通 シス テ ム化 』 し、 テ ユー

メ デ ィァが果 たす 役割 が極 め て大 き い こ とは確 実 だ が、 これ を 単 に夢物 語 に

終 わ らせ な い為 には 、交 通 に関 わ る諸 制度 の 運用 を ニ ュー メデ ィアの 進展 に

合 わせ て弾 力的 に行 うこ とが重 要 だ と思 わ れ る。 あ る意 味 では 交 通技 術 だ け

で交 通 問題 の解 決 、 交通 サ ー ビス の 向上 を図 る余 地 は ほ とん ど残 ってい な い

.だけ に、 情 報通 信 技 術 が そ の主 役 にな るで あ ろ うが、 ソ フ トウエ ア整 備 に際

して は 次 の よ うな課 題 に留意 す る必要 が あ ろ う。

① シ ステ ム ダ ウ ンに よ る機 能 麻 痺 の回避

交 通 は公 共 性 の高 い 分野 で あ る為 、 シ ス テム の信 頼 性 が 高 度 に要求 さ

・ れ る。

② 選 択 型 ソ フ トウエ アの 整備,

安 全 性 、確 実 性 等 の基 礎 的 条 件 以 外 の交通 サ ー ビ1スには 利 用 者 の選 択

の余 地 を残 す。

③ 社会 的 コ ンセ ンサ スの形 成

シ ス テ ム導 入 に伴 う費用 負 担 につ い ての 社会 的 コ ンセ ンサ スが 形成 さ

れ る必 要 が あ る。
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2-10災 害

(1)我 が 国 の災 害 対 策 の現 状 と今 後 の課 題

我 が 国 の 国土 は 、新 しい 造 山活 動 地 域 に あ り、地 震 、火 山活 動 が活 発 な こ

とに加 え て 、不安 定 な急斜 面 が 多 く、 また 、降 水 量 も多 い こ とか ら 、洪水 、

土砂 災 害 等 の 自然 災害 の多 い国 土 とな って い る。 それ に加 えて 、急速 に進 展

した都 市 化 、 人 口、諸 機 能 の大 都 市集 中は 、 自然的 、人為 的 災 害 の発 生 確率

を高 め る と と もに 、災害 時 の被 害 を拡 大 す る要 因 とな ってい る。我 が 国 は 、

この よ うに 自然 災 害 を受 けや す い 条 件 の も と で 、 これ まで に河 川改 修 な ど

国土保 全事 業 の進 展 、災害対 策諸 法制 の段 階 的 整 備 、気 象観 測 機器 の技 術 向

上 な どに よ り、 自然 災 害 に よ る死 者 ・行 方 不 明者 数 は 、年 に よ り増減 は あ る

が 戦 後 全 体 と しご(減 少 傾 向にあ り、近年 は年 間200人 程度 に な って い る。

しか しな が ら、57年 の長 崎豪 雨 に代 表 され る よ うに 、一渡 大規 模 な災 害 が

発生すれば、打つ術 もな く多数 の犠牲 者 を 出す ことに な る 。又 、高度 経 済 成 長

期 を経 て安 定 成 長 期 を迎 え 、我が 国 の 社会 経 済 環 境 は大 き く変 化 し 、災 害発

生 の 要 因 や災 害 の態 様 も複雑 多様 化 してい る。 まさ に 、防 災対 策 の効 率 的 あ

り方 が 問 わ れ て い る と言 って よい で あ ろ う。

これ まで の我 が 国 の災害 対 策 の あ り方 としては 、 河川 改 修 な どの災 害保 全

及 び 災 害 復 旧 が重 点的 に図 られ て きた。 最 近 の傾 向 としては 、 災害 予 知技 術

の研 究 及 び 各種 重 要 施 設整 備 な どの災 害予 防 が積 極 的 に進 め られ てい るが 、

今 後 ます ます これ らの予知 ・予 防 に関 す る対 応 が 重点 的 に推 進 されね ば な ら

な い。2次 災 害 の 被 害 を極 力最 小 に抑 え る方 向で 災 害対 策 を打 つ こ とが 極 め

て重 要 で あ る。 その.ため には 、 災害 の 予知 ・予 報 ・避難 、 さら に発 生 後 の救

助 、 救 援 、災 害 復 旧 とい った 一連 の対 策 が、 正 確 にか つ迅 速 に遂 行 され るシ

ス テ ムの構 築、 い わ ゆ る有 機 的 に各 防 災 システムを統 合 させた情 報 ネ ッ トワー

クシ ス テ ムの整 備 が最 重 要 課題 で あ る 。

② 防 災 とニ ューメ デ ィア(光 の部 分)

ニ ューメ デ ィア社 会 の大 きな特 徴 の 一 つ に 全 国 レベ ル で の情 報 ネ ッ トワ
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一 クの形 成 が 計 画 され て い るが
、現 在 行政 機 関 、防 災 関 係機 関等 が そ れ ぞ れ

独 自に設 置 して い る 自営 通 信 網 は 、それ ぞ れ独立 して機 能 して い るた め 、災

害 時 の 緊急 な通 信 に対 して十 分効 果 を発 揮 し得 な い面 が あ る。 と りわ け 、災

害応 急 対 策 を 実 施 す る上 で不 可欠 の要 素 で あ る通 信 の確保 に つい て は 、災 害

に強 い無 線 回線 を 中 心 と した情 報 ネ ッ トワ ークの整 備が 緊急 課 題 で あ り、現

存 す る個 々の通 信網 を 有機 的 に結 合 させ 、家庭 を も含 ん だ情報 ネ ッ トワ ーク

の構 築 が 必要 であ る 。家 庭 内 での情 報 の受 け入 れ と しては 、テ レ ビ ・ラジ オ

な どの施 設 が重 要 な役 割 を果 た す で あ ろ うが 、寛 々系統 の災 害 に よる被害 も

予想 され るた め 、電池 式 テ レ ビな どに よ る対 応 も必要 となろ う。又 、防 災(自

動 消火等)な どの機 能 を集 中的 に コ ン トロ ール す る家 庭 用 セキ ュ リテ ィー コ

ン トロール シス テ ム も普及 してい くであ ろ う。

一方、高度情報化社会の もとでは、人々の情報に対 するニーズが ます ま す 高 ま っ

てお り、災害 による情報 の欠如が住民の不安 をよ り増大 させる恐れ もあ る。 従 って、

衛 星通 信 を 利用 した災 害 時 に備 え た重 要 回線 の バ ック ア ップ体 制 の確 保 、災

害 時 に お け る被 災現 場 等 との 連 絡 回線 の設 定等 災 害対 策用 衛 星 通 信 シス テ ム

の確 立 が 極 め て重 要 な対 応 とな って こよ う。 加 え て 、将来 小型 の衛 星通 信 用

パ ラボ ナ ア ンテナ が各 家 庭 に普 及す れ ば 、同報 通 信 、強制 放 送 に よ り、被 害

地 で の避 難誘 導 、 遠隔 地 か ら の被 害 状 況 の把握 な どに効果 的手 段 とな り得 る。

来 た る情 報 化 社 会 の もとで、災 害 に対 してニ ューメディアが 有効 な災害対策の

一 助 とな り得 る こ とを述 べ た が、 災 害対 策 の整 備 に あ た っては 、 必 要性 を感

じて い て も直接 企業 、個 人へ の利 益 に結 び つか な い こ とか ら、民 間 レベ ル で

の支 出は 大 して期 待 で きない のが現 状 であ る。

高 度 情 報化 社 会 へ の イ ンフ ラ ス トラ クチ ャの整 備 に あた り、効 率 的 な防 災

対 策 を推 進 して い くた め に、 各種 ニ ューメ デ ィア を利 用 した防 災 シス テ ム の

構 築 が 積極 的 に遂 行 されね ぽ な らな い。

(3)災 害 と ニ ューメ デ ィア(影 の部 分)

『都 民 の 東海 地 震 に対 す る意 識 と行 動調 査 』(警 視 庁 調 べ'82.2)に よれ
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ば 、都 民 の東 海 地 震 に対 す る意 識 と行 動 とのあ いだ にか な りの ギ ャ ップが あ

る こ とが指 摘 され て い る。 都 民 の東 海地 震 に対 す る関 心 の 高 ま りとは 裏腹 に、

地 震発 生 時 に ど う行 動 す るか とい う心構 えが 不 十分 で あ る と報告 され て い る。

これ まで行政 諸 機 関 で は 、各種 防 災 基 本計 画 、避 難i訓練 な どの対 応 策 が 計 ら

れ て きたが 、災 害 は いつ 起 こ るか わか らな い とい う性 格 の もの で あ り、 す ぐ

に個 人 に影響 を及 ぼ さな い とい った認 識 が先行 す るため 、 住 民 の防 災 に対 す

る意識 と行 動 との あ い だ の ギ ャ ップは 、依 然 として大 き い もの とな らざ るを

得 な い のが 現 状 で あ ろ う。 と もす れば 、高度 情 報化 社 会 へ の流 れ の 中 で、情

報 ネ ッ トワー クの構 築 とい った ハ ー ド面 の対 応 が進 めば 進 む ほ ど、 ます ます

住 民 の緊 急時 にお け る行 動 につ い ては そ の重要 性 が 語 られ ず、 軽 視 され る傾

向 にな る こ と も考 え られ る。 防 災対 策 とは 、正 確 な災 害 情 報 を迅 速 に住民 に

伝 え、 それ を得 た 住 民が す み や か に対処 す る とい った一 連 の 連系 が成 立 して

始 め て存 在 す る もの で あ り、 住 民 が災 害発 生 時 の行 動 に対 して い か に正 し く

認 識 してい るか とい うこ とが 、高 度 情 報化 社 会 とい え ど も依然 と して重要 な

課 題 とな って こよ う。

次 に、 緊急 時 の住 民 の行 動 につ いて考 えた場 合 、 災 害 情 報 を受 けた ときの

,住 民 の行 動 は さ ま ざ まな 要因 に よ って決 め られ な けれ ば な らな い。 災 害 の種

類 には 、 地震 、台 風 、 豪 雨 、豪 雪 、 さ らに身 近 な と ころ で発 生 す る火 災 、 ガ

ス爆発 な どが あ る。 住 民 の住 む地 域 の特 性 も、す ぐ近 ・くに避 難 指 定 区域 が あ

る場 合 、下 町 の よ うに極 め て危 険 性 の高 い地 域 に住 む 場 合 な どさ まざ まであ

る。住 民 一 人 々 々が 、地 域特 性 、 家庭 内 の状 況 、 あ るいは 災 害発 生 時 に どこ

にい るかな ど予め状況 を想 定 して、 緊急 時 の対 応 を 考 え て お かな け れ ば な らな

い。 又 、緊 急 時 に各種 防 災 シ ス テ ムを うま く使 い こな せ な い とい った事 態 も

十分 想定 され る。例 え ば 、公 共 の避 難 場 所を90%の 人々が知 ってい る もの の

実際 に歩 い て い ってみ た こ とが あ るのはその内50%、 とい った結 果 が最 近 明

らか にされている。緊急時の対応 に関す る認識の低 さが浮 き彫 りにされて い る と言

える。 高 度 情報 化 社 会 とあい ま って通信 回 線 に よる全 国 レベ ル の情 報 ネ ッ ト

ワークが 完 成 した と して も、住 民 サイ ドで災 害情 報 を効 率 よ く生 か す 衛 が
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確立 され てい な け れば 、防 災 対 策 の 効 率化 は一 向 に 図れ る もの では な い。

これ らの問題 の解決 を 図 るため には 、 日常 的 な避 難訓 練 な どに よ る従 来 の

災 害 予防 対 策 を さ らに強化 してい くこ とが 必要 で あ る。 その 際重 要 な こ とは、

地 域 間 コ ミ ュニ テ ィーに よる防 災 体制 を積 極 的 に 推進 してい くこ とで あ る。

地域 コ ミ ュニケ ー シ ョンネ ッ トワーク シ ス テ ムを通 じ、 地 域特 性 を捉 え た災

害対 策 を繰 り返 え し放 送 す るな ど、 緊急 時 の行 動 計 画 をい ろい ろ な場 面 を想

定 し訓 練 す る こ とが 極 め て重 要 な 対応 で あ る。

(4)災 害 に対 す るイ ンフ ラの あ り方

高 度 情 報化 社 会 での情 報 に対 す る住 民 の ニ ーズ は 極 めて 高 くな って ゆ くこ

とが 予 想 され るが 、 と りわ け災 害 に関 す る情報 は 国 民生 活 の安 全 性 の獲 保 の

た め に必要 不 可 欠 の もの で あ り、 全国 レベ ル の通 信 回線 に よ る情 報 ネ ッ トワ

ークの構 築 が積 極 的 に進 め られ な け れ ば な らない
。 その 際 必要 な ことは 、 各

シ ス テム間 の一 部 にシ ス テ ムダ ウ ンが 生 じて も、 情報 ル ー トに支 障 を きた す

こ との な い よ うに、主 要 機 関 の バ ンク ア ップを設 け るな ど危 険 分 散 を 図 って

お くこ とで あ る。

一 方
、 ハ ー ド面 の構 築 もさ る こ とな が ら、情 報 を受 け る住 民 の行 動 に 関 す

る ソ フ ト面 の 対応 も同 時 に推進 して いか な けれ ば な らな い。 その た め に は 、

地域 間 ネ ッ トワ]ク に よ る地 域 間 防 災 コ ミュニテ ィー形 成 が 、 必 要不 可欠 な

もの とな って こ よ う。

この よ うな 一連 の災 害 対 策 の整 備 に関 しては 、今 後 も行 政 サ イ ドか らの積

極 的 な働 きか け が必 要 で あ る。

一91一



2-11国 際 化

(1)国 際化 社 会 に おけ る情 報 の役 割

日本経 済 の国 際化 及 び欧米 諸 国 との 摩擦 の激化 に と もな い 、 日本 へ の関 心

が高 ま り、 日本 の国 際化 の潮流 に大 きな影 響 を与 えて い る。

外 国 人 の手 に よ って 日本 を紹 介 す る著書 の急 増 ぶ りは近年 とみ に 目覚 ま し

く、各 種 の 専 門 分野 で 日本 の 実 情 につ い て優 れ た作 品 が 多数 出版 され て い る

ほ か 、 日本 の社 会 機 構 全体 をふ まえた 日本 人 の 日常 生活 ぶ りを広 汎 にかっ き

め細 か に捉 えて い る ものが刊 行 され て お り、 あ る ものは翻 訳 され 、ベ ス トセ

ラ ーに な ってい る もの もあ る。 さ らに 、大 学 や研 究 機 関 での 日本 関係 の研 究

セ ンタ ーの設 置 も急増 し てい る。

特 に 、 日本 経 済 の発 展 ぶ り、成功 ぶ りか ら 日本式 経 営 シ ス テム が大 きな関

心 を 集 め て お り そ れ に 関 し 日本 企 業 の特 徴 と して終 身 雇用制 度 、

年 功 序 列賃 金 制 度 、企 業 別 労働 組 合 、 コ ンセ ンサ ス意 思決 定 制 度 な どのマ ネ

ジ メ ン トシ ス テ ムや 、勤 勉 で教 育 水 準 の高 い 人的 環境 、 そ して優 れ た製 品を

作 り出す 品質 管 理 シス テ ムな どを も ってそ の 秘密 を解 明 しよ うとした り、 ま

た 、 こ う した シ ス テ ムを支 え る 日本 の文化 的歴 史 的 な解 明 に も力が入 れ られ

て きた。

さ らに、 こ うした掘 り下 げ では納 得 の行 く答 が得 られ な い と して、 い わ ゆ

る国 際的 な ル ニル違 反 や 、 日本 独 自の産業 保 護政 策 、市 場 の閉鎖 性 へ の 不信

な どとい った 、 や や感 情 的 な面 も含 め た批 判 も交 え つつ 、 日本 の研 究 が進 め

られ て い る よ うで あ る。

しか し、 この よ うな批 判 や研 究 には 、 日本 の 制 度 や慣 習 、文 化等 に対 す る

誤 っ た認 識 に基 づ いて い る ことが 多い た め 、 そ こか ら発 生 す る摩 擦 は 、対 外

広 報 を積極 的 、効 果 的 に行 い、市 民 の 日常 生活 まで浸透 した コ ミ ュニケ ーシ

ョンを円 滑 に す る こ とに よ って、 か な り解 消す るの では な いか と思 わ れ る。

明治 維 新 以 降 、 国 力を増 強 し、国 内建 設 に尽 力 したた め にや や もす る と国

際 活 動 で ス タ ー トに遅 れ を と った 日本 が、 国 際 レベ ル に追 い つい た今 日、 次

には 国際 社 会 の 中 で 日本 人が 何 に貢 献 し、 また、 ど う生 きて行 くか を示 さな
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け れ ば な らな くな って き てい る。

この よ うな状 況 の下 に、 現在 、 目塞 、 日－EC間 で どの よ うな コ ミ ュニケ

ーシ ョン活 動 が行 な われ て お り
、 ニ ュ ーメ デ ィアの発 達 がそ の 活動 に対 して

どの よ うな影 響 を及 ぼす か に つ い て、 専 門家 か らの意 見 聴 取 や ア ンケ ー ト調

査 等 に よ って実 態 の把握 と、将 来 の展 望 を行 うこ と と した 。

② 日豪 間 にお け る コ ミ ュニケ ーシ ョン活 動

日豪 間 の交 流 は 、従 来 か ら経 済 交流 に偏 ってお り、真 の交 流 、相 互 理 解 を

促 進 す るた め に 、文化 的交 流 や 人 的交 流 に よ って パ ーセ プ シ ョ ン ギ ャ ップ

を埋 め て ゆ く必 要 のあ る こ とが 指 摘 されてL、る]')

そ こで、 日豪 間 にお け る情報 ニ ーズ 及 び情 報 メ デ ィア の 現 状 を ア ンケ ー ト

調 査(付 論 参 照)に よ って 分析 し、今 後 ニ ューメ デ ィアの果 す役 割 を 考 え る

こ とと した。

〈 日本 に関 す る情 報 ニ ーズ とメ デ ィア 〉

豪 州 人 が来 日に当 た って持 ち合 わ せ てお くべ き で あ る と考 え る予 備知 識及

び彼 らが今 後 勉 強 した い と考 え る分 野 か らみ る と、今後 ニ ーズ の増 加 が 予想

され る分 野は 日本 の歴 史 、文 化 、 生活 様 式 、政 治事 情 、経 済事 情 、商 習慣 で

あ り、 と りわ け 、経済 摩 擦 の 潜在 的要 因 とな って い る文 化 、 生活 様 式 の 比重

が高 い。(質 問1、 質 問4参 照)

また、 これ ら の情 報 を入 手 す る情 報 メ デ ィアにつ い て は 、 新 聞 、本 の よ う

な活 字 を通 じる メ デ ィ アの方 が 、TV、VTRの よ うな 視 覚 を通 じるメ デ ィ

ア の比 重 よ りも高 く、 この結 果 は 、 グ リフ ィス 大学 豪 州 ア ジ ア関係 研 究 セ ン

タ ーが行 った調 査 に よ る、経 済 人はTV、 ラジオ を低 く評 価 す る、 とい う結

(2)
果 と一 致 して い る。(質 問2参 照)

〈伝 統 的 メ デ ィア の問題 点 と ニ ューメ デ ィアのメ リ ッ ト〉

伝 統 的 メ デ ィア の問題 点 と しては 、 「情 報 の入手 に時 間 を 要 す る(書 籍等 】
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「組織 や 人 が大 都市 に しか 存在 しない(大 使 館 、 ビジネ ス マ ン等 り が あげ ら

れ て お り、 これ らの 問題 点 を 克服 す るた め、 ニ ューメ デ ィアの役 割 と して 、

「情 報 を迅 速 にい か な る場 所 か ら も入 手 で き る こ と」 が あ げ られ て い る。 し

か し、注 目す べ き点 は 、 「ニ ーズ に即 した情 報 を入 手 で き る こ と」 、 「関連

性 の あ る情 報 を容 易 に入 手 で き る こ と」 、が そ れ以 上 の比 重 であ げ られ て い

る ことで あ り、一 般 に ニ ューメ デ ィアの特 質 と評価 され てい る。 時 間 と空 間

を選 ばず 情 報 に ア クセ ス で き る、 とい うメ リッ トよ りも、 ニ ーズ 、 目的等 に

適合 した情 報 の入 手 に役立 つ とい う点 が大 い に期 待 され てい る よ うに思 われ

る。(質 問3、 質 問5参 照)

〈 ニ ュ ーメデ ィア と国際 交流 活 動 〉

ニ ュ ーメ デ ィアが 国際 交流 に及 ぼす 影響 に関 しては 、 「国 際交 流 が 活発 に

な る」 とい う意 見 が 多い が 、 「影 響 な し」 、 「情報 過 多 とな る」 、 とい う意

見 、 さらに 、 「国 際交 流 のた め には 日本 を訪 問 す る方 が よい 」、 とい う意 見

もあ り、 また 、 豪 州 人 の中 には 日本再 訪 を 計 画 して い る人 もあ り、,メデ ィア

に依 存す るだ け でな く、 自 らの努 力 で 日本 の情報 を入 手 しよ うとす る姿 勢が

うか が われ る。(質 問4、 質 問6参 照)

〈今後 の課 題 と展 望 〉

来 日経 験 のあ る豪州 人 は 、経 済 摩 擦 の潜 在 的 要因 とな って い る 日本文 化 、

生 活様 式 等 に関 す る情 報 を重 視 してお り、今 後 、 これ らの 情 報へ の ニ ーズ は

一層 高 まる もの と考 え られ る。

.これ ら の情 報 の 入手 に際 し、伝 統 的 メ デ ィア には 、情 報 へ の ア ク セ スに当

た って 時間 的 、 空 間的 障 壁 が 存在 す る。 しか し、 この障 壁 は観 念 的 に考 え ら

(3)れ てい る もの で あ り
、最 も都 市化 の進 んだ社 会 であ る豪 州 にお い ては 、実

感 として そ れほ ど感 じられ てい な い と思 われ る。 この こ とは 、ニ ューメ デ ィ

ア のメ リ ッ トと して 、 時 間的 、空 間 的 障壁 の克 服 よ りも、 ニ ーズ に適 合 した

情 報 に対す る ア ク セ シ ビ リテ ィーの 向上 の方 が強 調 され て い る こ とか ら も う
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かが わ れ る。

日豪 両 国 の よ うな既 に都 市 化 され た先 進 国 にお い ては、 人 々は情 報 の量 を求

求 め てい る とい うよ り も、情報 過 多ω に悩 ん でお り、 ニ ュー メデ ィ アに対 し

ては 、 情 報 の質 、選 択 可 能 性 、有 用 性 の向上 が一 層 強 く求 め られ てい る と言

え よ う。

さ らに 、 日本 を一 層深 く理 解 す るた め には 日本 を訪 問 し、 自分 自身 の肌 で

日本 文 化 、 日本 人 を理 解す る こ との 必要性 が 数 多 く指摘 され て お り、 ニ ュー

メ デ ィアが発 展 して も、 国 際 化 社 会 にお け る人的 交流 の重要 性 は 今 後 と も増

大 す る で あろ う。

(3)日 －EC間 にお け るコ ミュ ニ ケ ー シ ョン活 動

前 述 の よ うに 国 際 社 会 の 中 での 日本 の位 置 づ けや 、活 動 につ い ては 多 く

の 問 題 が あ げ られ てい る。

特 に 欧米 か らの批 判 が誤 解 に よ る もの ば か りでな くな って 来 て い る昨 今 、

先行 す る国際経 済 活 動 を更 に 円滑 に進 め て行 くため に も、 こ うした 国際 的環

境 を意 識 した コ ミ ュニ ケ ーシ ョン活 動 が 必要 とされ てい る。

現 代 は 一 人ひ と りの コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力が 要 求 され る時代 とい わ れ て

い るが 言 語 面か らみ て 、 日本 語 は 一億 人以 上 が話 す ほか アジ ア を主 と して数

百 万 人の 学 ぶ人 々の い る大 き な言 語 グル ープを形 成 して い る。 これ を活 か し

て 日本 語 言語 圏 を広 め る方 法 が 考 え ら れ るが、 既 に英 語が 国 際 語 と して定 着

して い る今 日、 英語 に よ る コ ミュ ニケ ーシ ョンが現 実 的 で あ ろ う。 また フ ラ

ンス 語 や ドイ ソ語 ス ペイ ン語 の根 強 い活 動 力 も忘 れ る こ とは で き な い。

さ て、本年1月26日 か らス イ ス の ダボ ス で ヨー ロ ッパ 、 マ ネ ジ メ ン トフ

ォ ー ラムの 主 催 す る 「ダ ボ ス 、 シ ンポ ジ ウム」 が開催 され 本年 は 世 界49ケ

国 か ら550人 ほ どの政 府 ・経 済 有 力者 た ちが参 加 され 、 国 際政 治 経 済 の 人

的 交流 を深 め た との こ とで あ る。 世 界 の 有 力者 が顔 を揃 え一 週 間一 つ 所 で過

す と い うユ ニ ークな 国際 会議 で あ るた め 、各 国 の関 心は年 々高 くな り、参 加

者 も増 加 し てい る』
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これ だ け の 多国 籍 とな る と言 語 も多種 多様 で あ り、英 語 のみ で足 る とい う

こ とに は な らな い。 グル ープ毎 に メ ンバ ーが共 通 の言 語 を まず 確認 して 会 話

を始 め る ほか 、状 況 に応 じて 、中 途 で言 語 を換 え る こ と もあ る とか で、 複 数

の言 語 を 自由 に こな す こ との 日常 性 が うか が え る。

〈言 語 〉

ヨーuッ パ にお い て3～5ケ 国語 を こな す 人は 決 して珍 ら し くな い。 これ

につ い て は 、 日常 が 多言 語 に 接す るた め 、 そ れ らを こな す必要 性 が あ る こ と

か ら来 る と思 わ れ る。 またそ の昔 異 教 徒 や 大 国 が押 し寄 せ支配 す る環境 下 で

そ の都 度 、 否 応 な く主 国 の言 語 を強 制 され た 歴史 を もって いれ ば なお更 の こ

とで あ ろ う。 フ ラ ンス と ドィ ッが 接 す るアル ザ ス地 方 では戦 争 に よ って支 配

が 入 れ か わ る毎 に言 語 も主 役 の 座 を 交 代 す るため 住 民 もそ れ にふ りまわ

され る とい った歴 史 を持 って い る。

こ うした環 境 下 では 、他 国語 を マス ター す る こ とは 、生活 その もの の問 題

で あ った 。

日本 は ど うか 。 古来 、 中国 や ヨー ロ ッパ の 文化 を取 り入 れ て来 た が 、 日本

的 に ア レ ン ジす る余裕 を持 って外 国 の影 響 を 受 け入 れ る こ とが 出来 た。 ま し

て外 来 の 支 配 者 か ら強 制 され て や む な く言 語 を マ スタ ーす る必要 は な か った。

従 って他 国 言 語 を修得 す る歴 史 的 訓練 ・経 験 に乏 しい 。

しか し、 日本 の コ ミ ュニケ ーシ ・ンの国 際 化 に伴 って、居 な が らに して他

国語 に接 す る機 会 は 増加 す る と予 想 され る。 即 ち、欧 米 の ニ ュース や スポ ー

ツ、 音楽 、TV映 画 な どが 自由 に キ ャ ッチ で き る時代 がや って来 れ ば、 抵 抗

も少な く他 国語 の世 界 に入 って行 くことが で き よ う。外 国 に暮 らす 日本 人 、

特 に学 童な どが3ケ 月 もすれ ぽ現 地 のTV番 組 を理 解 しか じ りつい てい る姿

を 見 うけ る こ とか ら も想 像 で き る。

こ こで積 極 的 に言 語 を修 得 しよ うとす る各 層 での長年 の歴 史 か らみ て、教

え る側 と習 う側 の両 面か らの努 力は決 して 不 十分 とは思 わ れ ない し、新 しい

教 育訓 練機 器 を用 いた シ ステ ム作 りは 熱 心 に継 続 して行 われ てい る。
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今 後 、発 達 す るニ ューメ デ ィア に よ って、 在 宅マ ン ツ ーマ ン会 話 訓 練 シ ス

テム な ど教 育 の授 受 に新 しい 方 式 が生 まれ る と ともに 、教育 側 内部 では教 育

者訓 練 シ ス テムが 発達 す る と思 わ れ る。

年 間400万 人の 日本 人 が 国外 に 出入 りす る よ うにな り日本 の国 際化 が 進

ん で行 く今 日、少 な くと も英 語 、更 には も う一 ケ国語 が 日常 的 に な って行 く

日 も近 い と思わ れ るが、 言 語 の修 得 に あた っては 、ベ ー ス とな る生 活 、文 化

歴 史 との結 び つ き を抜 きに しては語 れな い 。

日本 では 、魚 の 「ブ リ」 に見 られ るよ うに成 長の過 程 にお い て、異 な った

呼 称 を 与 え てい る。 これ と同 様 に 日本 では 単 に羊 や ラ クダ と呼 ん でい る動 物

で も、 その 国 々 に よ っては 数 十 数百 に区 分 され、 単 な る羊 、 ラク ダ と して 日

常 扱 われ て い ない こ とが あ る。例 えば 耳 の 後 に斑 点 の あ る2才 未 満 の ラ クダ .

は 何 々 とい うよ うに。 こ うし た通 常一 般 の 教科 書 に は記 載 され てい な い 言葉

で は あ るが 日常生 活 に頻 繁 に使用 され る言 葉 は他 に もあ ろ う。 こ うした こ と

は 、 風 土 ・文 化 の理解 と共 に深 ま って行 き、言 語 の真 の理解 を可 能 に して行

く。 そ して そ の背 景 にあ る人 間 と共 存 してい る生 き物 へ の深 い愛 情 を 感 じ と

るこ とが で きた 時 、 た とえ姿 や形 の違 い は あ って も人 々の 心 情の ふ れ合 い を

得 、 初 め て 言語 を体 得 した実 感 を 得 る ことが で きる。

〈ECの ニ ュー メ デ ィア 〉

旧来 のメ デ ィア で あ る郵 便 、電 話 、 テ レ ビ、 印刷 物 に加 えて 、 ニ ューメ デ

ィ ア と し て 電 子 新 聞 、 ファク シ ミ リ、 ビデオ デ ィス ク 、VTR、 電子 メ イ

ル 、電 話会 議 、CATV、 テ レテキ ス ト、 ビデ オ テ ックス、 な どが登 場 して

.お り 、 テ レ ビ 普 及 率 が 既 に90%を 超 えてい る現 在 、 各国 で政 府 の規

制 の 下、放 送 局 、電 機 メ ーカ ー、 半 導体 メ ーカー を中心 に ニ ュー メデ ィ アへ

積 極 的 に取 り組む よ うに な って来 てい る。

① テ レテキ ス ト

英 国 で世界 で最 初 に実用 化 され 、CEEFAXの 名 でBBCか ら1972年 に、

またORACLEの 名 で 、IBAか ら1973年 に発 表 され て い る。1983年 現

一97一



在 、160万 世 帯 に普 及 してい る。英 国 の特 色 と して小 数 民族 語(ウ エ ー

ル ズ 語 、 ヒンズ ー語 な ど)に 対 す るサ ー ビス が あ る。

英 国 の ほか 、 オ ー ス トリア、 ベ ル ギ ー、 デ ンマ ーク、 ブイ ンラ ン ド、 フ

ラ ンス 、 オ ラ ンダ、 ノル ウェ ー、 ス ペ イ ン、 ス ウ ェーデ ン、ス イ ス 、西 ド

イ ツ で、 実 験 や 商業 化 が進 め られ てい る。

② ビデ オ テ ックス

ビデ オ テ ック スの第1号 も英 国 でPRESTELと して1978年 に実 験 が

開始 され 、1979年 には 商業 化 され て い る。しか し普 及 状 況 は芳 し くな .〈事

業 的 にペ イす る といわ れ て い る5万 世 帯 の1/2に 届 い てい ない。 そ の 理 由

と して は 、端 末 機 が高 価 で 、 また 利用 料金 も一 般 家庭 には 高価 であ る こ と

が あ げ られ る。

フ ラ ンス では1981年 、TELTELと して実験 が 開始 され てい る。在 来

の 電話 帳 と二 者択 一 で普 及 を図 って い る電 子 電 話 帳 シ ス テム と共 に、 フ ラ

ンス の大 規 模 情 報化 を 目指す テ レマ テ ィク 計画 の柱 とな ってい る。

英 国 、 フ ラ ンス のほ か 、 オ ース ト リア、 ベ ル ギ ー、 デ ンマ ー ク、 フ ィン

ラ ン ド、 アイ ル ラ ン ド、イ タ リア、 オ ラ ンダ 、 ノル ウェ ー、 ス ウ ェーデ ン

ス イ ス、 西 ドイ ツで取 り組 み始 め て い る。

③CATV

CATVは 、 従来 各 国政 府 が 自国 の公 共 放 送 を保 護 す る方 策 を と って 来

た た め に、 難 視聴 対 策 な ど一 部 につ い て のみ 認 可 され て来 た。 そ の た め 日

本 と同程 度 の発 展 段 階 にあ るが 、各 国共 、最 近 にな って普 及策 を打 ち 出 し

て い る。

フ ラ ンス では マ イ ク ロエ レク トロ ニク ス産 業 の テ コ入 れ と して も力 を入

れ て お り、150万 世 帯 へ の普 及 を 目指 してい る。

<今 後 の方 向>

ECで は 米 国 に比 べ ニ ューメ デ ィアの発 達 は遅 れ て い る。特 に家庭 向 け の

需 要 が 当初 見込 まれ てい た た め に 、 ニ ュース 、株 式市 況 、 劇場 の案 内 、料 理
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メ ニ ュー 、旅 行 案 内、気 象 情 報 、 ス ポ ー ツ情報 な どを売 り物 に して来 た もの

の 、 家庭 向 け の情 報 サ ー ビス に対 す る需 要 は大 き く予想 を下 回 ってい る。 そ

の理 由 と して 端末 機 器 の コス ト高 が あ げ られ るほ か、情 報(番 組)提 供 力 に

問題 の あ る こ とが あ げ られ る。

'こ れ に対 して
、 ビジネ ス用 に力 を入 れ 、 新 しいサ ー ビス を開発 し、 ゲ ー ト

ウ ェイ 方式 の 導入 、外 部 デ ータベ ース 、 コ ン ピ ュ ータの ネ ッ トワ ーク組 み入

れ 、多 種 の ア プ リケ ーシ ・ンサ ー ビス の提供 に よ る新 しいユ ーザ ー開拓 が 行

わ れて い る。

しか しECで は言 語 、 商 習慣 の違 いが あ り、EC市 場 全体 で、 あ る商 品 を

流 通 させ る こ とは 簡単 でな く結 果 的 に市 場 規 模 が 小 さ く限 られ て し ま う とい

う難 しさが あ るた め 、 その 分余 分 の 努 力が 要求 され てい る。 即 ち 国際 通 信 の

ウ ェイ トが 大 き くな って来 る こと であ るが これ に対 してEC全 体 の基 盤 の一

つ と して 考 え られ て い るEURONETは 、1979年 に開 始 し て 以来 、 既 に 各

国 の ネ ッ トワー ク との統 合 が進 め られ て お り、 国 際 ネ ッ トワ ーク計画 に お け

るECの 先進 ぶ りが うかが え る。

ニ ューメ デ ィア によ る新 しい情 報技 術 の産業 ・文 化 ・生 活 ・政 治 ・学 術 へ

与 え るイ ンパ ク トな ら び にそ れ に よ る社 会 の 変動 の 可能 性 に対 して は 、 日本

EC共 に慎 重 に対応 して来 て い る。 今後 共 、整 備 、 充実 され て行 く情 報 イ ン

フ ラス トラ クチ ャ ー、 ソ フ トの シ ス テム技 術 の確 立 に あた り、共 に得 るべ き

点 が 多 々あ る と思 われ る。

〈参 考 文 献等 〉

(1)SAS「 日豪関 係 に関 す る意 識調 査 」1982年6月'

(2)(財)日 本 情 報処 理 開発 協 会 「情報 環 境 の進 展 が及 ぼす 社 会構 造 へ の 影 響

と望 ま しい情 報 メデ ィ アに関 す る研 究 報告 書」1983年3月'

(3)豪 州 の 都 市 人 口の 比 率 は85.7%、 日本 の 都市 人 口の 比率 は72.2%で ある。

(東 京 大 学 出版 会 「オ ー ス トラ リア と 日本 」1982年4月 参 照)

(4)日 本 に お け る情 報 消費 の供給 に対 す る比率(情 報 消費 率)は1980年 に
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おい て72%と 低 く、低 下 傾 向 にあ る。

(郵 政 省 「通 信 白書 」 昭和57年 版参 照)
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2-12宗 教

(1)は じめ に

世 は ニ ューメ デ ィア ブ ー ムで あ る。 作 られ た ブー ム と分析 す る人 か ら、未

来 社会 の招来 と感 じ る人 ま で様 々で あ るが、 そ の カ テ ゴ リーや 実 現 の可 能 性

は 今 ひ とつ は っき り しな い 。 しか し、長期 的 にみ れ ば、広 義 の ニ ューメ デ ィ

アが社 会 に浸透 して行 くこ とは確 実 で あ ろ う。

こ こ で、 ニ ュ ーメデ ィアが普 及 した 社 会を予 測 す るの は困 難 で あ るが 、い

くつ か に場合 分 け して考 え る こ とが で き るであ ろ う。 ニ ュー メ デ ィア の登場

に よ って所 謂 情 報化 社 会 が もた ら され る と言 われ て い るが、 ま ず 、情報 は 既

に飽和 点 に近 づ い て お り、 ニ ューメ デ ィアは 現在 の路線 を更 に高 速 、大 量 、

高 品位 へ 推 し進 め るだけ とい う考 え方 が ある。 次 に 、情報 が 氾 濫 し、社 会 的

な コン トロール が十 分 に働 か な い 社会 が 想定 され る。 そ して第3に 情報 を軸

に構 築 され た 、言 うと ころ の情 報 化社 会 が挙 げ られ る。

〔図H-12-1〕 高 度 情 報 化 の3つ の パ タ ー ン

現在 の延長線上 での高速、大量、高 品位化

高度情報化
/

情 報 の氾 濫 、 ア ノ ミー状 態

情 報 を軸 と したユ ー トピア

これ らの 予想 に対 し、 そ こに生 活 す る人 々の対 応 も、適 応 し き る人か ら、

不 適応 を起 す 人 までが考 え られ る。更 に、 その適 応 ・不 適 応 の 内容 も積 極的

な もの と消極的 な もの と に分 け る こ とが で きる。

一 方
、宗教 界 に と って も、現 代 は転換 期 と言 え る であ ろ う。経 済 企画 庁 編

集 の 資料(1)に よれ ば、 企 業(勤 務 先)と 共 に宗教 団 体 が 、帰 属 感 の弱 まる と

予 測 され る社 会組 織 の第2位 に掲 げ ら れて い る。 しか しそ の一 方 で、 特 に新

宗 教 を中心 に幾 つ か の宗 教 団体 は 発展 して い る し、又 、経 済 も安 定 成 長期 に

入 った 為 か 、 人 々の関 心 は 内面 に 向 きつ つ ある と も言 われ る。 ヨ ガや 禅 が静

か な ブー ムを保 ち 続 け 、霊 魂へ の関 心 も、若干 興 味 本位 な が ら、 起 りつ つ あ
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る。 混迷 の 時代 と言 われ る80年 代 に人 々が宗 教 を 求 め る可 能 性 は大 きい と

言 え るが 、 宗教 側 に も人 々の求 め に応 じた歩 み寄 りが 必 要 とな ろ う。

こ こで、 先 程 述 べ た よ うな 予想 され る未 来社 会 と人 々の対 応 パ タ ー ンに対

し、宗 教 は どの よ うなか か わ りを 持 ってゆ くの か を考 えて みた い 。

② 日本 の宗 教

宗教 が 歴 史 的 に どの よ うな 展開 を し、 どの よ うな役 割 を果 して きた か を概

観 し、又 、現 在 ど うい う要 求 を受 け て い るか を 日本 を 中心 に ま とめ て み よ う。

日本 古 来 の宗 教 は神 道 で あ るが 、 神 道は 非 常 に特異 な 発 展 を して きた。 そ

の形 態 は 原 始 宗 教 で、典 礼 等 は仏 教 を は じめ とす る他宗 教 の 吸収 か ら生 み 出

され た。 古 事 記 も大和 朝 廷や 豪族 の手 で ま とめ られ た もの であ り、 政 治 的意

図 が 反映 され て い る。 この よ うに決 ま った 教 典 もな く、高 名 な 始祖 もお らず

しば しは 政 治 的 に利用 され たが、 民 衆 の信 仰 は 、 荒 ぶ る神 をな だ め、豊 作 や

息 災 を願 うとい った、現 世利 益 的な 形 で、他 の宗 教 を包み 込 み な が ら存続 し

て きた。 又 、 仏 教 は 輸 入 宗教 として まず支 配 層 に受 け入 れ られ 、鎮 護 国家 の

宗 教 とな った が 、次 第 に、彼 岸此 岸 の救 い を もた らす宗 教 として 民衆 に広 ま

った 。 キ リス ト教 の本格 的 な布教 は 明治 以 降 で あ るが 、 主 に知 識層 や 没落 士

族等 に受 け入 れ られた よ うで あ る。 又 、所 謂 新 興 宗 教(現 在 は 新宗 教 と 自 ら

称 して い る。 ここではそれに従 って新宗教 と表現 してい る)は 、 日本 書記 に登 場

'
す る流行 り神 を始 め 、社 会 的 、経 済 的 に困難 な状 況 で主 に現 世 利 益 を うた い

特 に下層 の民 衆 の 間 で急 激 に興 隆 した。

これ らを ま とめ る と、 神 道は は っき りと した宗 教 的 拘 束 に乏 し く、仏教 等

は そ れ ぞれ の戒 律 を持 つ とい う違 い は あ るが 、 どち ら も、 何 らか の変 動 期 に

民衆 の不安 状 態 を 解 消 し、 生活 の指 針 を与 え 、 目標 や使 命 へ導 く役割 を果 た

す こ とに より、 信 仰 を集 め て きた と言 え る。又 、 このほ か に、 日本 では あ ま

『り目立 って い な い が
、 学校 病 院等 の福祉 的 公共 施 設 の運営 も現 実的 恩 恵 と し

て無 視 で きな い 。 この ことは、 社会 が 安定 期 に入 る と信仰 へ の要 求 が低 下 し

が ちな こ と、 変 動 期 に伸長 す る のは 主 に、 そ の時 代 の要 求 に沿 った新 しい宗
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教 であ って固 定化 した 既 存 宗 教 で な い こと等 の事 実 に よっ て も裏 付 け られ る。

又 、 この性 格 は 、諸 外 国 の宗教 の盛 衰 に もあ る程 度 あ ては ま る。

〔表 ■-12-1〕 日本 の 宗 教 と特 徴

●

宗 教 特 徴

神 道 決 った始 祖 、教 典 が な い。 日本 古 来 の宗教 。
現 世利 益 的 面 を もつ 。

仏 教 鎮護国家の宗教か ら彼岸此岸の救 いをもたらす宗教 として民
衆 に広 まる。

キ リ ス ト教
主 に知識層 、没落士族等 に受け入れ られ広 まる。
日本 では少数派。

新 宗 教 社会的、経済的 に困難な状況で主 に現世利益を うたい、下層
民を中心 に広 まる。

更 に現 代 にお い ては 、 新 しい 状況 に にわか に適 応 で きな い 人 を適 応 させ る

橋 わた し機 能 、 所属 感 を 与 え る機 能 等 が掲 げ られ る。 これ らを ま とめ 、 現代

に 求 め られ る宗教 の役 割 を考 えて み る と、 次 々 と登 場す る新 技 術 へ の橋 渡 し

機 能 、価 値 感 の 多様 化 に とま ど う人 々 に指 針 を 与 え る機 能 、社 会 へ の 所 属感

欠 如 、 目標 欠 如等 に よる不安 解 消 の機 能 を柱 に し、最終 的 に は社 会 へ の 不適

応 を 克服 し、 自我 の確 立 を 目指す こと と言 え る。

(3)ニ ュ ーメ デ ィア と宗 教

日本 に お い ては 、 ひ と くち に宗 教 とい って も、 上記 の よ うな機 能 の他 に所

謂 「苦 しい と きの神頼 み」 的 現 世 御 利 益志 向 に対 す る もの と冠 婚葬 祭用 機 能

が 含 まれ て い る ことは 事 実 で あ るが 本文 で は第1の 機 能 に沿 って考 え てい く

こ とにす る。

さて 、 ここで 前述 の それ ぞれ の 場合 につ い て、 人 々が どの よ うな不安 を も

ち 、宗 教 の どの よ うな ア プ ローチ に よ って それ を解 消す るか を考 え てみ よ う。
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〔図 且 一12-2〕 現 代 に求 め られ る宗 教 の役 割 り

新技術への橋渡 し

人 々へ 指 針 を与 え る

⊂=コ[宗 教]⊂=⇒
不安 の解消

個人を社会 に適応 させ 自我 の確立を 目指す

第1の 現 状 に 沿 った展 開 では 、 人 々の お か れ る状 況 も程 度 こそ変 わ れ現 状

と似 た もの と考 え られ る。 これ に対す る宗教 側 の ア プ ロ ーチ は 、現在 既 に始

め られ てい る宗教 団体 に よるニ ューメ デ ィア 利 用 か ら推 測 す る ことが で き よ

う。

現 在 の と ころ 、 ニ ューメ デ ィア を積 極的 に導 入 し よ うと してい るの は主 に

キ リス ト教 団 体 で あ る。既 に外部 団体 を通 じて キ ャプ テ ンのIPに な って お

り、又 、 ミニFM局 を地 域 ネ ソ トワ ーク として 活用 してい く方針 であ る。 こ

れ ら に よ り信 者 間 の コ ミュニ ケ ーシ ョンを密 に して ゆ こ うとい うわ け だ が、

一 方 で某 新宗 教 団 体 の コ ン ピ ュータ導 入 の よ うな信 者管 理 に堕 する恐 れ が あ

り、又 、外 部 団 体 を通 じて とは い え、 半 ば公 然 と宗 教 団 体 がIPと な る こと

には論 議 が あ ろ う。

しか し、 そ の一 方 で経 済 的理 由等 か ら信 者 が最 もは や く又 、頻繁 に接 す る

の が宗 教 的 な場 で あ る可 能性 は 大 きい。 従 って、商 業 ベ ー スに の らな い冷静

な メ デ ィアへ の 態 度 を 身 に つけ る場 とな る ことが宗 教 側 に求 め られ るで あ ろ

う。

又 、宗 教 側 の ア プ ローチ の姿勢 と して は 、内 面 へ 向 きつつ あ る人 々の 目を

よ り深 め て い くよ うな、言 わば哲 学 的 内容 を 含 ん だ教義 が求 め られ る であ ろ

う。

P
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〔図n-12-3〕 「現 在 の 延 長線 上 での高 速 、

大 量 、高 品位 化 」 の場 合 の ニ ュ ーメ デ ィア と宗 教

現在の延長線 上 での高速、大量、高 品位化

人 々の おか れ る状況 は 宗教活動 も内容はかわ らず、

あ ま りか わ ら な い ニ ュ ー メ デ ィ ア 化 さ れ る

lll
CAPTAIN CATV ミ ニFM局 その他

す でに情報提供 を 米 では4千 万世 帯 宗教は牧師な どが VDな どの パ ッ

行 ってい る 団体 も が 宗教 チ ャンネル エ リ ア 的 に セ グ メ ケ ー ジ 系 ニ ュ ー

あ り今後増加 がみ を視 聴 して お り、 ソ ト さ れ て コ ミ ュ メデ ィアそ の他

こ ま れ る 。 日本 での可能性 も ニ ケ ー シ ョ ン そ の の利用 も今後増

考 え られ る。 他の活動を行 って 加す ると思 われ
い る場 合 が 多 く、 る 。

エ リ ア 的 に セ グ メ

ン トさ れ た メ デ ィ

ア と して有効 であ

る。 さ らに統 合 ネ

ッ ト も 可 能 と い う

メ リ ッ ト も あ る 。

一105一



次 に、 情 報 が氾 濫 した社 会 では 、 人々 は多かれ少なかれ精神的無 政 府 状 態 を

味 わ うの では な い だ ろ うか。 情 報 だ け が大 量 に、 時 には 正反対 の 内容 の 情報

さえ もが一 度 に お し寄 せて くる。それを取捨 してい く基準を求めれば、さらに大量

の基準 が お し よせ て来 、結 局 頼 れ る のは 自分 だ け、 とい うこと にな る。 この

よ うな ア ノ ミ ー状 態 は宗 教 が受 け入 れ られ る基盤 とな るで あ ろ う。

ど りわ け 日本 人 は 、権威 隷 属 型 の行 動様 式 か ら、本 来 移行 す る と言 われ る

自己主 体型 を 身 につ け る こ とな く、集 団 依存 型 へ 直 接移行 して しま った と言

われ る。依 存 す る対 象は 移行 した が 、依 存 す る姿勢 その もの に変 わ りが ない

とい う ことは 、 多 くの文 化 、 人類 、社 会 、 心 理学 著 た ち に よって言 わ れ て い

る。 この よ うな 人 々が依 存 す る もの を 失 った と き 、宗教 に支 え を 求 め る とい

う可能 性 は 十 分 あ りそ うな こ とで あ る。

こ こで、 氾 濫 す る情 報 に対 す る 人 々の対 応 の 仕方 を場 合 分 け して み る と、

まず 、 積極 的 適 応 が あ る。 これは 多 くの情報 を 自分 の力 で取 捨 選択 して い く

タ イ プ であ る。 この よ うな タイ プ の 人 々に と って、宗教 は1つ の 情 報 とな っ

て しま う可 能 性 が あるが 、又 情 報 選 択 の よ りどころ とな る可 能 性 も あ る。

又 、 この亜 型 と して、 開 か れた 情 報 とい う特 性 を フル に生 か し 、積極 的 に

情 報 を 求 め に行 く人 々 も考 え られ るが、 上 記 とほぼ 同列 に 考 えて 良い で あ ろ

う。

次 に消極 的 適 応 と して 、情 報 を シ ャ ッ トア ウ トして し ま う人 々が 考 え られ

る。 これ らの 人 々 に情 報 へ の橋 渡 しを す る ことは 、宗 教 の 重 要 な機 能 と言 え

る。 こ こで彼 ら の偏狭 さを助 長す る よ うな 教義 は決 して望 ま しい こ とでは な

い が 、将 来 的 には 自閉主 義 的 人間 が増 え る との 推測 もあ り、 宗 教 側 の対 応 が

注 目 され る。又 、完 全 に ごば まな くと も、 決 った情 報 しか 受 け入 れ な い とい

うパ ター ンが 考 え られ 、 これ は一 種 の 狂信 状 態 に陥 る危 険 性 が あ る。殊 に宗

教 に お い ては 、 狂信 と寛容 へ の道 は 共 にひ らけて お り、両片 の剣 と言 うこ と

が で き る。

次 に不 適 応 の場 合 だが 、 これ に も積 極 的不 適 応 と消極 的 そ れが あ る。 積 極

的 不 適応 は 、 どの 情報 を 信 じて 良 い か選 択 で きな い ため 、情 報 不 信 に陥 り、
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つ い には 人 間不 信 に まで達 す るタ イ プで あ る。 この場合 、 この不 信 感 を解 消

す る手 だ てが見 つ か ら な い限 り、この 人は 宙ぶ ら りんの 不安 状 態 にお かれ て

い る。 この 不安 状態 を救 う手 だ て として、 宗教 は 有 効 に作用 し得 る であ ろ う。

特 に欧 米 人 の 自我 の独 立 をお し進 めた のは キ リス ト教 だ とい う説 もあ り、 信

じ られ るもの と して 人 と人 の コ ミュニケ ー シ ョンか らは じま り、最終 的 には

信 じ うる自立 した 自我 の獲 得 へ と導 くのが 宗教 の荷 な うべ き重 要 な役 割 り と

い える。 この最終段 階で確立 した 自我 と宗教 は何 ら問題な く共存 で き るの で あ る。

一 方、 消極 的 不 適応 では 、 集 団 に生 活 の指針 を求 め、 周 囲 に 同調 してい く

こ とに な る。 この タ イ プは 一 見 適応 して い るか の よ うに見 え るが、 実は 不 安

が 強 く、周 囲 の 動 向 を 絶 えず 気 に してい る。特 に 、 日本 人 は 、所 謂本 音 と建

前 の使 い分 け でそ の場 を つ くろえ ば 良 し とす る傾 向 が あ る。 この傾 向 は 、一

方 では 、現 象 的 に は一 つ の こ とを行 って い て も、 そ の 目的 、 理 由、位 置 づ け

等は め いめ い違 うとい うこ とに もつな が り、様 々 な局 面 に対 応 した時 、 全体

と して は弾 力的 に対応 で きる とい うメ リッ トと もな り うる。 実 際 には そ うい

う例 も多 く、 日本 の経 済 成 長 を支 え る一 部 分 と さえ見 え るの で あ るが 、一 方

で又、それぞれの事象 に対応す る小手先 のテクニック とな り、その事象 への自分な り

の位 置 づ けや 洞 察 を 阻害 す る こ とに もな る。 後者 の場 合 には 、 自分 は本 当 に

周 囲 と同調 して い るの か 、 とい った不安 を内 心抱 きなが ら、 そ れ を解 消す る

場 を持 たな い 、 とい う状 態 とな る。 近年 流 行 の コ ミ ュニ テ ィ志 向は 、 日本 人

の 多 くが この状 態 に あ り、 お 互 い の不安 を開 示 し、解 消 し合 え る場 を求 め て

い る とい うこ とを 暗示 してい る。 ここに宗 教 が介 入 す る ことの で き る、大 き

な土 壌 が あ る。 この場合 宗 教 は 、個 々人 を救 済す る よ りは 、 同 じ不安 、悩 み

を持 つ 同 士 が コ ミ ュニ ケ ーシ ョンを持 つ場 を提供 す る、 とい う役 割 が太 きV、

い わば ア ク ロポ リス的 な 神 の 前 の広場 をつ くり、 そ こに集 う人 々の話 を 聞 き

適 切 な ア ドバ イ ス を与 え る。 とい った一 連 の機 能 は、 他 な らぬ宗 教 に適 して

い る とい え る。 又 、 この広場 は、 前述 の積 極 的適 応 型 の 人 々 が情 報 を求 めて

くる こ と も考 え ら れ 、宗 教 を こえた範 囲 に まで拡 大 してい く可 能 性 もあ る。

近年 、都 市 部 に お い ては 、精 神 疾患 が急 激 に発 症 し回復 す るタ イ プ が減 り
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症 状 の 目立 た な い慢 性 患 者 が増 え てい る とい う。 これ は価 値 感 の 多様 化 と、

それ に伴 う一 般的 理 想 像 の崩壊 に よって説 明 され てい る。 一 方 、 中流 家庭 の

主 婦 を 中心 に 、子 育 てが 終 り 目標 を 失 な っ た 虚 脱 感 が 顕 在 化 し て 久 しい 。

この よ うな 意 味 で は 、 き ら び や か な 都 会 は 確 立 し た 価 値 観 と い う光 の

〔図H-12-4〕 「情 報 の 氾濫 、 アノ ミ ー状態 」 に おけ る宗 教 の役 割

情 報 の 氾濫 、 ア ミノ ー状 態

適 応 不 適 応

積極的 情 報 を 自分 で取 捨 選 択 して い く。 情報不信、人間不信 に 陥 る

消極的 情 報 を シ ャ ッ トア ウ トす る 。 集 団 に同 調 して い るが 、 不安
が強 い 。

宗教の対応

＼ ＼//
適 応 不 .適 応

積極的 必要な し 人 と 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン か ら は じ ま り 、 自 我 を 確 立

さ せ 、 適 応 で き る よ う に す る。

消極的 信 じられ る情 報 を宗教 が 選 び 、
加 工 し、 提供 す る こ とに よ って

個 人 と情 報の 橋 渡 しをす る。

コ ミ ュ ニ テ ィ に よ る 人 間 の 場

づ く り。

,

当 らない うす 暗 が りと言 え る。 とす れ ぽ上 記 の様 な宗教 へ の ニ ーズ は 予想 以

上 に大 きい 可能 性 が あ る。

第3の 所謂 情 報 化 社 会 にお い ては 、 ほ とん どの 人が 適応 で きて い る と考 え

られ るの で、宗 教 は どち らか とい えば 、 よ り良 く生 き る為 の生 活 の指針 とな

る こ とが 求 め られ るであ ろ う。 宗 教 の側 か ら言 え ば、 メ デ ィア を上 手 に使 っ
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て 自 己の立 場 を偏 見 な く理 解 して もら うこ とが容 易 にな り、一 種 哲 学 的 ひ ろ

が りを見 せ なが ら発 展 して い くこ とが でき るで あ ろ う。

又 、不 適 応 者は 第2で 述 べ た タ イ プ分 け に沿 った 対応 で適 応 へ と導 くこと

が で き る。

一 般 に 日本 人は バ ラ ンス感 覚 が 良 く、 中 々 した たか であ るの で 、 ニ ューメ

デ ィア を、 ブー ムに乗 った よ うな 顔 を して取 り入 れ 、意 外 なほ ど早 く使 い こ

な せ る よ うに な るか も しれな い。 しか し上記 の様 な 情 報化社会へ致 る途 中では

先頭 を走 る人間 と最 後 尾 ま で の間 で 、 大 きなば らつ きが 見 られ る と思 わ れ る。

従 って その メ デ ィアに対 す る能 力 の ば らつ きが他 の 人格 を 影響 しな い様 な カ

バ ーの役 割 が宗 教 に課 せ られ るか もしれ ない。

■

〔図H-12-5〕 「情 報 ユ ー ト ピ ア 」 の 場 合 の ニ ュ ー メ デ ィ ア と 宗 教

情 報 ユ ー ト ピ ア

適 応 してい る個 人が 多 く
不 安 も少い。

宗 教 は哲 学 的 広 が りを
持 つ よ うにな る。

(4)ま とめ

さて、 これ まで ニ ュ ーメ デ ィアが 及 ぼす 社 会変 動 とそれ に対 応 す る宗 教 側

の姿 勢 につ い て述 べ て きたが 、一 種 の テ クニ ック と して宗 教 にニ ュ ーメ デ ィ

ア が取 り込 まれ る可 能 性 につ い て触 れ て お こ う。

始 め の方 で も触 れ た よ うに 、既 に ニ ューメデ ィア を取 り入 れ る試 み は 始 ま

って い る。 ビデ オ テ ック ス や ミニFM局 の他 に、VTRで 教 祖 の 姿 を 流 す新

宗 教 も あ る とい う。 い ず れ に せ よ、宗教 が よ り身近 にな るわ け で、 信 者 へ

の教 え と布 教 伝 導 を兼 ね る こ と もで き る。 しか し、特 に有線 、無 線 系 では公

共 物 の イ メ ー ジが強 いの で、 多大 な活 動 は望 まし くない だ ろ う。 又 、 特 に映

像 の場合 、我 々はあ りの ままの姿を見 ていると錯覚 しが ち だが 、実 は レン ズ を通
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すだけで既 に情報 の変質が起 り、又意図を もって加工する ことはいくら で も可能 な

の だ とい う こ とを胆 に銘 じて おか ね ば な ら な い。 情報 の送 り手 側 の意 図 とは

無 関係 に受 け手 側 が神 格 化 して受 け入 れ る 危 険 性 は 、送 り手 、受 け手 共 に十

分意 識 し ておか ね ば な らない 。

いわ ん や そ の様 な意 図 を もって情 報 を制 作 す る ことは 許 され ない 。.

又 、某塾 で落 ち こぼれ 意 識 の回復 にVTRを 役立てた とい う報告があ り、 情 報

化についていけず傷 つい た 人 々を宗 教 団 体 が ニ ューメ デ ィアを用 い て導 くこ と

もあ り得 る。 多 くの人 に とって 自分 が メデ ィア に の る とい うこ とは 晴 れが ま

しい こ とで あ り、 そ こか ら不安 解 消や 、 ニ ューメ デ ィアへ の橋 わ た し も可 能

で あ ろ う。

高 品位 とい う観 点 か らは、 映像 や音 に よ って一 種 の慌 惚感 を与 え る こ とが

で き そ うだ 。麻薬 等 に よ る慌 惚感 は 昔 か ら宗教 と関 係 が深 い。 とす れ ば こ う

した メ デ ィアか ら得 られ る慌 惚感 も宗 教 と結 び つ くことは想 像 に難 くない 。

ニ ュー メ デ ィア に よ って社 会 が い か な る展 開 を 見 せ よ うと も、 宗教 には 、

人 にlt意 味|1を 教 え ゆ くこ とが で き る。 科 学技 術 の発 達 は数 多 くの事 象 を 明

らか に して きた 。 しか し、決 して その11意 味1|を 明 らか には で きな か った 。

万有 引 力の 法 則 はTTな ぜ11物 が 落 ち るか を教 えて くれ るが 、 そ れ が どん な

ll意味"を 持 つ か教 え て くれ な い
。 医 師 は 患 者 の余 命 を教 え るt ,とは で き る

が 、患 者 に ど う生 き るべ きか は 教 え られ な い。 ニ ューメ デ ィアは 多 くの情 報

を教 えて くれ るが 、 それ が その 人 に と って どんなll意 味|1を もつ かは 教 えて

くれ ない 。宗 教 は 人 に1「意 味11を 教 え 、生 き方 の 方 向 を示す ことが で き、 ま

た、 そ うす る こ とが の ぞ まれ る。 勿論 、 こ う した こ とが 逆 に人 をtt操 作11す

る危 険 も孚 ん でお り、 これ まで の宗教 と政 治 の関 り合 いを み てみ る とそ の可

能 性 は 少 くない 。 ニ ューメ デ ィアは 宗教 と信 者 を よ り密 接 に結 び つ け 、人 に

lT意味1「 を 教 え る 時 に も
、 人 を11操 作ttし よ う とす る時 に も有 効 な ソ ール

とな る。 ニューメディア は社 会 に と って も宗 教 に とっ て も両刃 の剣 とい え よ う。
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(1)2000年 の 日本 シ リーズ9

「2000年 の 日本(各 論)」

-20年 後 の 国民 生 活 の 予測 調 査 一
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第3章 情 報 化 社 会 の イ ン フ ラス トラ クチ ャー

■

3-1ニ ュー メデ ィア 展 開 の社 会 的 課 題

前 章 では ニ ューメ デ ィアの 開発 と普 及 に よ る情 報化 社会 の進 展 が 、 日常生 活

面 に与 え るイ ンパ ク トを中 心 に考 察 して きた 。 ここでは 、前 章 の各 々の 生 活領

域 に お け る検 討 内容 を整 理 し、21世 紀 社 会 の予 測 、情 報化 社 会 にお け るニ ュ

ーメ デ ィアの影 響
、そ の功 罪(光 と影)及 び、 良 りよ き社 会構 築 へ の課 題 に分

類 して再 考 察 した。 各 々 の生 活 領域 に よ って、 多 少の方 向 性 の相 違 が あ るが 基

本 的 には 、 情 報化 社会が進展 し、多様 なニ ューメデ ィアを媒介 とした情報洪水 に対 し

個 々人が 主体 的 に判 断 し、取 組 む 姿 勢 が要 求 され る時代 が 到来 す る こと で あ る。

ここでは ニ ュー メ デ ィア の具 体 的 種 類 では な く、 ニ ュ ーメ デ ィア を利 用 す る、

個 人 、家族 、 コ ミ ュニ テ ィ ー、 集 団 とい った 当事 者 か らの 問題 提起 を 中心 とし

た。

も

(1)21世 紀 社 会 の予測 内容

情 報化 社 会 の進 展 と相 ま っ て 、 次 の よ うな 基 本 的 状 況 が 予 測 さ れ る 。

高 齢化 ・国 際化 ・都 市化 ・労 働 時 間 の 短縮 化 ・女 性 の社会 進 出 化 ・経 済の ソ

フ ト ・サ ー ビス化 が進 展 しよ う。 この こ とは 、個 人 ・家 族 の意 識 ・行 動 レベ

ル 及 び地 域 社 会 との係 わ り方 につ い て変革 を もた らす 可 能 性 が 強 い。 前 章 で

考 察 した各 々の生 活 領域 の基 調 は 、以 上 の大 きな社 会的 潮流 に伴 な う価値 観

生 活様 式 の 多 様化 、 生 きが い の あ る生 活 へ の希求 とい った個 人意 識 の変 化 、

余 暇 の 増 大 に よ る レ ジ ャ ー 及 び 教 育 志 向 へ の個 人 行 動 様 式 の 変 化 で あ

る 。

こ う した 状 況 を 踏 ま え 、 各 々 の 生 活 領 域 に お け る 個 々 人 ・家 族 ・集

団 ・社 会 の ニ ーズ を 整 理 し て み る と 次 の 様 に な ろ う。家 庭 では、 個 々人

の個性 志 向 が 強 ま り、主 婦 の社 会 化 をは じめ 家族形 態 が 多様 化 す る。 情 報 メ

デ ィ アの 利 用 にあた って は家 族 の 共 同 性 と個 別性 を どう調和 させ るか が大 き

な 課 題 とな って くる。.個 々人は 労 働 環 境 の激 変 と余 暇の 増 大 に よ り、 新 しい
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生 活様 式 を模 索 しは じめ るが 、個 々人 の性 格 等 に よ り、 うま く社 会 の変 動 に

追いついてこられ ない人々 も増 大 して くる。 又 労働 環 境 の激変 に よるス トンス

増 大 を どの様 に して解 消す るか、 情 報化 社 会 にお け る孤 立 感 を ど う埋 めて い

くか、 個 々人は 新 しい対 応 を迫 ら れ る 。高 齢 化 の 進 展 に よ り、健 康 維持 促 進 ・

生涯 教 育 の普 及 ・資産形 成 の 高 度化 へ の要 求 が 増大 し よ う。

② 情 報化 社 会 にお け るニ ューメ デ ィアの影 響

前章で検討 した生活領域つ ま り 「住空間」、 「シ ョッピング」、 「ポ ー トフ ォ リ

オ」 、 「医療、福祉」、 「教育」、「「文化教養」、 「レク リエーシ ョン」、 「コミュ

ニティ」、 「災害」、 「国際化」、 「宗教 」のそれぞれの生活領域 において、 ニュー

メデ ィアは、それぞれのニーズ、課題 にど う応え られるかを まとめた。ここでは、ニ

ュー メデ ィアの メ リッ トの 部 分(光 の部 分)に ス ポ ッ トを あ て る。

住 空 間 で は労 働 、 就学 、 家 事、 生 活 スタ イル の変化 に よ り、 家族構 成員 の

個 性化 を 、 全体 の共 有性 のな か で 調和 させ る こ とが 出来 よ う。 ニ ューメ デ ィ

ア の進 展 に よ り、 遠 くか ら で も家族 意識 の維 持 が 可 能 となれ ば 、大 きな メ リ

ッ トが 生 じ よ う。 例 え ば、単 身赴 任 にお い て も日 々の交 流 に よ り家族 意 識 を

維 持す る こ とが 出来 る。 さらに 自宅 か ら直 接 シ ョ ッピン グや教 育 を受 け る機

会 が 増 大 す れ ば主 婦 に とっ て多角 的 な行 動 が 出来 る。 さ らに資産 運用 につ い

て家 族構 成 と将 来 の生活 設 計 に 基づ く トータ ル ・マネ ジ メ ン ト ・サ ー ビス を

ネ ッ トワ ー クを通 じて金 融機 関か ら受 け る こ とが 出来 よ う。 医療 、福 祉 、 災

害 に対 して 、 緊 急 の連 絡体制 が整 備 され よ う。

コ ミュニ テ ィづ くりの ため には 、 ボ ラ ンタ リー活 動 が 必要 で あ るが 、 ニ ュ

ー メデ ィ ア利用 に よる相互 情 報 ネ ソ トワー ク体制 は
、 生 き生 き した 、つ き合

い の世 界 をつ く りあ げ る こ とが 出来 よ う。

ニ ューメ デ ィア に よる高度 情 報化 社 会 にお い ては 、交 通 と通 信 の代 替性 、

居住 地 と勤 務 地 の制 約 の意識 変 化 、 さ まざ まな機 会 の増 大 及 び個 人の価 値 の

多様 化 へ の充 足 等 、 さ まざ まな生 活領 域 の 課 題 を解 決 して くれ る と言 え る。

じ
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(3)そ の功 罪 一 「光」 と 「影」

しか し、情 報 化社 会 の ニ ューメ デ ィア は 、生 活環 境 に及 ぼ す影 響 も あ り、

両 刃 の 剣 と も言 え る。 前 章 で も、各 々の生 活 領域 に おい て ニ ューメ デ ィアの

普 及 の デ メ リ ッ トが述 べ られ て い る。

情 報化 社 会 の進 展 の 問題 点 の第1点 は 、 個 人及 び家 族 の プ ラ イ バシ ー を ど

う守 るか であ る と言 え る。 費用 を払 っ て参加 した 情報 ネ ットワー クで 、 自 ら

の 存 在 、 資 産 及 び家族 構 成 等 が公 表 さ れて し ま う可能 性 が 生 じる。

第2は 、家 族 にお け る個性 化 が進 み 、 カ プセ ル化 に よる孤 立 感、 不 安 感 が

増 大 す る こ とで あ る。情 報 化社 会 に適応 出来 ない 人 々を ど う救 って い くか も

大 きな問 題 で あ る。

第3は 、 利便 性 、快 適性 に よ り、 メ デ ィアの効 力 に安 心 して しまい 緊 急 の

時 に充 分稼 動 出来 ない こ とに よるパ ニ ック状 態 へ の怖れ であ る。

第4は 、 ニ ューメ デ ィア犯 罪 で あ る。 個 人の プ ライ バ シ ー保 護か ら も、 チ

ェ ソク シ ス テ ム、保 険制 度 の 充実 が必 要 となろ う。

第5は 、 経 済 性 の問題 か ら、 公 共 的 情報 が ネ ッ トワー ク に参 加 出来 な い 人

に伝 わ らな い可 能 性が起 きる こ と であ る。

■

(4)負 りよ き社会 構築 へ の課 題

以 上 、 情 報化 社会 にお け る ニ ューメ デ ィアの功 罪 を見 て きたが 、 最 後 に 、

そ れ で は どの様 な観 点 に注意 し て、新 しい生 活環 境 、社 会 シ ス テ ムを つ く り

出す べ きか を再 検討 し てみた い 。

ニ ュ ーメ デ ィアは 効 率性 、利便 性 、快 適 性 に よ り大 幅 に利 用 され る と思 わ

れ るが 、個 人 の プラ イ バ シ ーの 問題 、経 済 性 の 問題 、 孤立 感 を感 じる人 の 増

大 とい った デ メ リッ トを ど う克 服 して い くか が大 きな課 題 で あ る。

今 後 は 、 ニ ュー メデ ィアはいや応 な しに生 活 領域 に食い 込 ん で くる。 この 情

報 洪 水 を 引 き起 す 危険 性 を持 つ シ ステ ム を うま く使 い こな す た め には 、 自主

的 に メ デ ィア を使 い 、 自 らに適 合 した ネ ッ トワー クを構 築 出来 る人 々の 出現

が 必要 とな って くる。 ニ ュ ーメ デ ィア に よ る情報 化 社会 を生 き抜 くには 、 個
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人 の 自主 性 が最 重 要 とな る。 自我 の確立 した個 人 が 自分 の問 題 と して、 い ろ

い ろ な課 題 を処 理 して いかね ば な らな い 。

しか し、 個人 の 自主性 にた よ るだ け では新 しい 社会 システ ムの構 築 には な

らない と思 われ る。 なぜ な ら、1つ は 、経 済 性 の 問題 であ り、 コス トの安 い

ニ ュ ーメデ ィアが 必要 とな る。 次 は、 落 ち こぼれ た 人た ち、 つ ま り情報 化 社

会 に対 し、 積極 、 消極的 に不 適 応 を示 す 人 た ち の存 在 であ る。

重 要 な のは メ デ ィア が 結 び つ け る最 小 単 位 は 何 か と い うこ と で あ る 。

値 入 の 問題 を解 決 す るには 、家 庭 が1つ の コ ミ ュニ ケ ーシ ・ンの キ イ、 ス テ

イ シ ョンで あ るが 、家 族 の 個性 化 が進 む こ と及 び価 値が 多様 化 す る こ とに よ

り、 自ら独 自の ネ ッ トワ ーク化 が 展 開 され 、家庭 とは遊 離 した趣 味集 団 をは

じめ 、ひ い ては 、小宗 教 団体 へ の参 加 とい う行 動 様 式 が 出て こよ う。

そ の意 味 で 、 日本 人 の意識 、行 動パ タ ー ンを考 慮 に入 れ た社 会 シス テ ム 及

び 情報 ネ ッ トワ ーク化が 必要 とな ろ う。 日本 人特 有 の集 団行 動 心 理 を 考 え 、

個 ・家 庭 ・コ ミュニテ ィー相 互 間 の コ ミ ュニケ ーシ ョンの あ り方 を、 公 共 的

ジ ャ ンル 、 私 的 ジ ャ ンル 等 に よ り、 い ろ い ろ な 形 態 で 考 え る必 要 が あ

ろ う。 地 震 な どが発 生 した時 に対 処 す るた め には、 一 方的 な シ グ ナル の ネ ソ

トワークではな く、 日頃か ら地域 住 民間 ネ ッ トワー ク で知 識 の 吸収 、訓 練 を し

てお くことが 必 要 で あ り、 又 、 パ ニ ソク状 態 に落 ち 入 ら ない様 な体 制 の確 立

が 必 要 で あ ろ う。

◆

〆

`
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3-2新 しい 社会 的 イ ンフ ラ ス トラ クチ ャーの模 索

前節 に おい て、 将 来 の高 度 情報 化 社会 の イ メ ージ を描 き、創 造 的部 分 と問題

点 を抽 出 し、 将 来 へ 向 け て の基本 的対 応 策 を 提示 した 。我 々は 、将 来社 会 に お

い て、 ニ ュ ーメ デ ィアが社 会 の 創造 、発 展 の原 動 力 とな り得 る こ とを評 価 し、

本節 では 、 ニ ューメ デ ィア普 及 の 土 台 とな る社会 的 イ ン フラス トラ クチ ャ ーが

何 で あ るか を 検討 す る。

第1章 で述 べ た よ うに、 現在 の ニ ューメデ ィア議 論 の多 くは 、 情報 の デ ィス

トゥ リビ ュー タ ー に焦点 を あて て お り、流 通 す る であ ろ う情報 自体 につ い ての

検討 が 不 充 分 なた め に、偏 りの あ る考 察 に な りや す い。 流通 す る情 報 を 自由競

争 市場 との 関連 で類 型化 す る と、 次 の よ うに な ろ う。

(D自 由競 争市 場 で の流通 に委 ね る情報

〔自由市 場 〕

これは 、 情 報 の プ ロデ ューサ ー⑭ 、 エ ン ドユ ーザ ー⑰ 、 デ ィス トゥ リビ ュ

一夕 ー◎ の いず れ もが参 入 、撤 退 自由 であ り、 基本 的 には政府 等 の規 制 、 介

入 を受 け な い 。

(2)規 制 を伴 う市場 での み流 通 可 能 な情 報

〔規 制 市 場 〕

⑨ 、 ⑰ 、 ◎ の誰 か が規 制 の対 象 とな る もの で、 必 ず し も公 共体 で あ る必 要

は な い。 規 制 を守 る保 証 措 置 が あ れば よい。

q

(3)社 会基 盤 の制 約か ら、 自由競 争 市場 に委ね られな い情 報

〔制 約 市 場 〕

社 会 の体 制 、 制 度 に矛 盾 、 問題 点 が あ り、 情 報 の 自由な流 通 を促 進 す る と

矛 盾拡 大 に っ な が る恐 れ が あ り、 ニ ューメ デ ィア利用 の 前 に、 これ ら問題 の

解決 を して お く必要 が あ る。 基本 的 には 〔自由市 場 〕の領域 の もので ある。
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(4)社 会基 盤 の制 約 か ら、 市場 流 通 にな じ まな い 情報

〔公 共 〕

流 通 す る情報 が 公 共財 的 性 格 を もつ もの で あ り、 公共 体 であ る必要 は な い

と して も き わめ てそ れ に近 い もの が 、⑨ 、 ⇔ とな る。

さて、 この類 型 に従 って、 第2章 で検 討 した市 民生 活 の12の 断 面 につ い

て 、流 通 す る情 報 を分類 した の が 〔表 皿一2-1〕 で あ る。

シ ョッピ ン グ、 ポ ー ト7ォ リオ 、 レク リェ ーシ ョン等 〔自由市 場 〕の領 域

が広 い こ とが わか るが、 一 方 で 、 プラ イバ シ ーの問題 か ら、 情 報 のデ ィス ト

ゥ リビュ 一夕 ーが そ の保 護 に つ い て の規 制 を 受け る、 とい う意 味 で 〔規制 市

場 〕の領域 も大 きい。 〔規 制 市場 〕にお い て規 制 の対 象 とな るのが⑪ であ る

こ とは 、 情報 化 社 会 にお け るイ ン フ ラス トラクチ ャー を考 え る上 で 、重 要 な

ポ イ ン トであ る。 つ ま り、 多 くの 部 分 が 自 由市 場 に委 ね る こ とが で き る と し

て も、 この公 共 性 を保 持 した 部 分 が残 ら ざ るを得 な い こ とを示 してお り、政

策的 対 応 が 必要 とな る。

また 、 医療 、教 育 の 分野 にお い ては、 ニ ュ ーメデ ィアの 議論 をす る以 前 の

矛盾 、 問題 が 山積 して お り、 これ ら解 決 、 新 しい制 度 の構築 が急 務 とな って

い る。 この た め 〔制 約 市場 〕に お い ては 、 ニ ュ ーメ デ ィアの活 用 は限 界 的 な

もの であ り、活 用 方法 につ い て の ガイ ドライ ンが 求 め られ る分 野 で あ る。

〔公 共 〕の分 野 は 、基 本 的 には政 府 の役 割 に属 す る。 広範 な公 共情 報 サ ー

ビス を我 々が 豊 富 に享 受 す るた め には 、 き わめ て重 要 な分野 で あ る。 こ こで

留意 して おか な けれ ば な らな い こ とは 、⑪ に焦点 が あ て られ る と、情 報 ネ ッ

トワ ークが構 築 され れ ば、 これ らサ ー ビス を享受 で きる よ うな 錯覚 を す るが

重 要 な ことは⑨ につ い て で あ る。 限 られ た財政 の なか で、 い か な る情報 を プ

ロデ ュース す るか は 、重 要 な 政 策 課題 であ る。⇔ に おけ る公 共 負 担 を軽 減 し

⑨ の 充実 がイ ンフ ラ ス トラ クチ ュア ーと して求 め られ て い る。

一 般 に
、情 報化 社 会 の イ ンフ ラ ス トラク チ ュア ーとい うと、 情 報 ネ ッ トワ

ー クシ ス テ ム とい うハ ー ド面 を意 味 しが ち で あ る。交 通 に お け る、 道路 、 港

湾 等 との ア ナ ロジ ーで あ るた め に わ か りや す い と同時 に、誤 解 も生 じや す い。

一120一

■

P

δ



「

し

交 通 シス テ ム に して も、 単 に道路 、港 湾 、信 号等 のハ ー ドの み で構 成 され て

い るわ け では な く、 きわ めて 詳 細 な交 通 規制 が あ り、料 金 シ ス テ ム、 税 金 シ

ス テ ム等 も 含め 多 くの ソ フ ト的 基盤 に よ って成 り立 って い る。 これ らが一 体

とな って交 通 にお け るイ ンフ ラス トラ クチ ュア ー とな る。情 報化 社 会 に お け

る もの も、 同様 であ る。 コン ピ ュータ ー、光 フ ァイ バ ーケ ー ブル 等 ハ ー ドの

み が イ ンフ ラス トラクチ ュア ー では な く、広範 な制 度 、 情報 を プ ロデ ュ ース

す るため の財 政 基盤 等 ソフ トを含 む もので あ る。

以 上 の よ うな意 味 にお い て、 我 々 に とって急務 な課題 とは 、 情 報化 社 会 に

おけ る矛 盾 点 を 解決 し、 不 安 感 増 大 を救 済す る措 置 を模 索 す る と同 時 に 、 ネ

ッ トワ ーク化 を 支 え る諸 制 度 の整 備 を図 ってい くことで は な か ろ うか。

つ
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〔表IH-2-1〕 市 民生活におげる流通情報の類型

情報類型
自由競争市場での流通に委ね る 規制を伴 う市場でのみ流通可能 社会基盤の制約から、 自由競争 社会基盤の制約からlll場流通に
情報 な情報 市場に委ねられない情報 なじまない情報

〈自由市場 〉 〈規制市場〉 〈制約市場〉・ 〈公 共〉

市民生活

家族 問 コ ミュニケ ー シ ョン空間 ,

の形式であ り、 プライバシーそ

住 空 間 の もの。②⑪家族 ⑫は公共性

が必要。

商品情報、商品予約、POS等

消費者間の物 交々換 ⑰⑪◎と
シ ョッピング もに自由

'

資産運用のために個人が必要と 個人資産内容の秘密保護につい
する情報(欧Dq)と もに自由 ての法的根拠 ⑫⑪は法的保護

ポートフォリオ をベ ースに自由 ⑪は公共性が

必要

治療 ・予防 ・健康管理の全般に 医療財政、薬づけ医療、保険制

及 ぶ シス テ ム化 ・デ ー タバ ンク 度が改善され、高度 ・低コス ト

医療 ・福祉 化、住宅診療等の情報(D⑪ は の医療システム確立が必要。現
,

自由 ⑪データ蓄積等のプライ 状 制度 の もと では 、 ニ ューメ デ

バシーのために公共性必要 イァの効果には限界

知識教育 受験戦争激化の傾向のある現状 精神教育
生涯教育 では、知識教育偏重の問題がさ 思考教育

教 育 ⑰企業⑪個人⑪企業 らに深まる

すべて自由

教 育 、 レ ク リ.、.一 シ=,ン 、 コ ミ

ユニテ ィ等の集約された姿であ

文化 ・教養 り、 ニ ューメデ ィア か らの 豊富

な↑冴報をもとに創造性を発刊1さ

せる土台

同好会、サロン、選択的マスメ アタ'ルトムーピ一等の青少年教

デ ィア ⑰⑪⑪ ともに自由 育上、流通形態を規制(D自 由

レクリェ→有ン 0年 余制限0公 共的規範の遵
守

.

臥 のプライバシー保護の保証がな
い と、 コ ミュニ ケ ーシ ョンで き

コミュニテ ィ ない。 ⑰⑪は個人の自由 ⑪

は公共性が必要

混雑解消システム、信号 コン ト
ロールシステム ⑰⑪⑪適切な

交 通 料金制度のもとでの情報流通は

自由

災害予知、緊急.災害情報 ⑰0

災 害

は公共、情報の信頼性が重要

文化交流、人的交流 経済活動面での交薦偏重から文

¢畑Dと もに自由 化、人的 ψ1の交流を促進するた

国 際 化 めの公的支援

マスメディアの領域 ⑰宗教団 双方 向 コ ミュニ ケ ーシ ョンに お イ、1仰の自由を保証→無介入

体 ⑪個人0企 業と もに 自由 いてはプライバシーの問題

宗 教 ⑫⑪白山 ⑬は公共性が必要

⑰ 情 報の プ ロデ ュ ーサ ー ⑪ エ ン ドユ ーザ ー ⑪ デ ィス トゥ リピ ュー ター
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おわ りに

情 報 化 社 会 は 、 我 々の 情 報空 間 を豊 か に し、 我 々の生 活 を快 適 な もの にす る と

想定 され る一 方 、そ の ため に解決 す べ き課 題 も多 い。 本調 査研 究 に おい て は 、 我

々市民 生 活 の 諸 断 面 につい て検 討 を行 うこ とに よって、 これ ら課 題 の抽 出を 試 み

た 。 これ らの な か には 、 必ず し も情 報 メ デ ィアに 直 接的 に結 びつ か な い事 柄 も含

まれ る が、 来 た るべ き社 会 のイメ ー ジを とら え るた め には不 可 欠 の もの で あ り、

これ ら検 討 をベ ース になす べ き対 応 を議 論 す る のが 本来 の姿 であ る と考 え る。 昨

今 、新 聞誌 上 等 にみ られ るメ デ ィア情 報は 、 ビジネ スチ ャンス 、規 制 と 自由等 の

現 象 に流 され 、 本 質 的 な社会 的環 境 の 問題 を 影 に押 しや って しま ってい る よ うに

思 われ る。

我 々の抽 出 した 課 題は 、狭 い意 味 での ハ ー ド的 イ ンフ ラス トラ クチ ュア ーの性

急 な構 築 に のみ とらわ れ ず、 社会 的諸制 度 の 検 討 が 急務 であ る。 とい うこ とに要

約 で き る。

社会 的 諸 制 度 の検 討 の ため には 、 更 に具 体 的 問題 の設 定等 の 広 範 な研 究 が 必 要

であ る。 コ ミ ュニ ケ ーシ ョ ン手 段 の発達 は 、 多 くの社 会 的 イ ンパ ク トを もた ら し

創造 、 標 準 、効 率 に よ って、発 展 の 原 動 力 と な って きた。 ニ ューメ デ ィアは 、更

に大規 模 か つ 高 速 度 のイ ンパ ク トを与 え よ うと して お り、新 しい 社 会 シ ス テ ム が

求 め られ て くる のは 当 然 で あ る。 我 々に と って 、新 しい社会 的 イ ンフラ ス トラ ク

チ ュア ー構 築 の ため の 検討 の 努 力 が、 引 き続 き必要 で あ る。
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付 論

付 一1ニ ューメデ ィア と 農業

(D研 究 開発 型 へ 向 か う農 業

脱 工業 化 社 会 の到 来 が 唱 え られ てか ら久 しい が 、 この間 、先 進 諸 国 の産業

構 造 は 著 し く変 貌 した。 い わ ゆ る煙 突 産業 が縮 少 し、情報 ・サ ー ビス産 業 が

拡 大 しつ つ あ る こ とは も と よ り、 農業 の地位 も大 き く変化 した 。

現 在 、食 料 の 主要 生 産 国 は 、米 国 、EC等 工業 化 を既 に達 成 した 国及 び そ

れ と同等 の 所 得 水準 を持 つ カ ナ ダ、 オ ース トラ リア 、 ニ ュー ジ ー ラ ン ド等 の

先進 諸 国 であ る。 これ らの 国 々 では 、農業 は研究 開発 型産 業 と して の色 彩 を

帯 び て お り、農 家 自身 が研 究 開発 に積 極 的 に取 り組 んでい る。 日本 にお い て

も、 施設 園 芸 を 中心 に研 究 開 発型 産 業 とし ての性 格 が徐 々 に現 わ れ始 め てい

る。

`

(2)情 報 ネ ッ トワー ク化 の イ ンパ ク ト

この よ うな農 業 自体 の 変化 と と もに、社 会環 境 の変化 が 農業 に重 大 な 影 響

を 及 ぼ し始 め てい る。

ニ ュ ーメ デ ィア社 会 の特 徴 の一 つは 、 家庭 単 位 で情 報 ネ ッ トワ ー クが形 成

され る こ とで あ り、農 家 は 直接 、小売 店 、 消費 者 と連 結 され る。 従 来 は 、大

産 地 がバ ー ゲニ ン グパ ワ ーを フル に活 用 した統 一規 格 に よ る大 量 販 売が主 流

を 占め てい た が、 今 後 、 農 家 が双 方 向 テ レ ビ等 を活 用 し 、 小売 店 、 消費 者 と

直 接 情報 を取 りか わす こ とが 可能 と なれ ば、 消費者 の多様 な 需 要 に迅 速 に対

応 す る こ とが必 要 とな り、 と りわ け鮮 度 の高 さが要 求 され る野 菜 、果 樹 にお

い ては 、空 港近辺 に立 地 す る ことが有 利 とな るで あ ろ う。

さら に、 情報 ネ ッ トワ ー ク化 の 進展 につ れ て、 農 家が 生 の情 報 に直 接 アク

セ スす る こ とが可 能 とな れ ば 、従 来 の よ うに行 政 機 関の 指 導 に受 動 的 に対 応

す る ことか ら脱 却 し、 自分 自身 に よる判 断 に迫 られ る よ うにな るで あ ろ う。
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既 に米 国 に おい ては 、 自由主義 的 立場 を と,る最 大 の 農 業 者組 織 であ る

AmericanFarmBureauFederation(AFBF)が 、気 象 、価 格 、政

策 の動 向 、最 新技 術 等 に 関す る情 報 を収 集 し、電 話 回線(ミ シ ガ ン州、 オハ

イ オ州 では 通 信 衛 星)を 用 い て240万 戸の加 入 農 家 のホ ーム コン ピ ュータ ー

に送 って お り、 農 家 の家 族 は 、主 と して情報 を活 用 す るマ ネ ジメ ン トの 分野

に携 ってい る。 また、AFBEの 情 報 の他 に も、 民 間 コ ンサ ル タ ン トか らの情

報(主 と して 市場 情報)も 積極 的 に活 用 され て い る。

日本 では 、 従来 か ら農 家 の意 志 決定 に対 す る行 政 の 影響 力が強 く、政府 の

方 針 に 沿 った 方 向 で 多数 の農 家 が行 動 す るた め、 政 策効 果 が現 わ れ る頃 には

み か ん、 乳 製 品 の過 剰 、 また、 その結 果 と して、 農 家 の負 債 の 増加 に よる経

営 の 不安 定化 を招 い て きた。 しか し、農 家が 主 体 的 に行 動す れ ぽ 、 この よ う

な特定 品 目 にお け る需 給 ア ンバ ラ ンスは解 消 され る であ ろ う。

また 、露 地 野菜 の価 格 は 、今 日で も気象 条 件 に よ って大 き く変 動 して お り

気 象予 測技 術 の発 達 と気 象 情報 の ネ ッ トワ ーク化 が進 め ば、 不作 予 測 の場合

には作 付 面 積 の拡 大 、=豊作予 測 の場 合 には作付 面 積 の縮 少 とい う対 応 に よ り

農 家 と消費 生活 の安 定 につ なが るで あ ろ う。

◆

シ

(3)情 報 多様 化 の イン パ ク ト

農 家 が 自分 で入 手 した情 報 を もと に判 断 を 下 す とい う方 向 と と もに 、農家

の 必要 とす る情 報 も非常 に多様 化 す るで あ ろ う。

現 在 の農村 は 混 在化 現 象 が進 行 し、農村 に お け る農 家 の比率 は23%に ま

で低 下 した。 また 、農 家相 互 間 で も大規 模 稲作 、 施設 園 芸 か ら畜 産 を主 体 と

した 複合 経 営 に至 る まで、 経営 内容 の 多様 化 が進 展 してい る。 この ため 、各

農 家 間 で必要 とす る情 報 が異 な って くるが 、現 在 の マ スメ デ ィアの 下 では 、

誰 に対 して も同 じよ うな情 報 しか 提供 され な い。

今 後 の ニ ュ ーメ デ ィア 、 と りわ けCATVの 発 展 は 人 々の情 報 の選 択 の 巾

を広 げ て ゆ くと考 え られ るが 、 そ の選 択 の 自由を 十 分活用 す るた め には 、 人

々が 前 も って 自分 の 必 要 とす る情 報 を把 握 して お か な けれ ば な らな い。 この
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書

面 において も、農家が 自分の経営方針 を確立 した上で情報処理 をす る必要性

が高 まって くる。

(4)課 題 と展 望

今 まで述 べ て きた農 業 の情 報化 へ の発 展 を一 層 促進 す るた め には 、生 産 に

対 す る補 助 を 中心 とす る農 業政 策 か ら 、情 報 イ ン フラス トラク チ ュア整 備 を

中心 とす る政 策 へ の転 換 を図 り、 デ ータベ ースの整 備 、情 報 公 開 と と もに、

個 々の 農 家 の端 末機 器 所 有 を 可能 とす る こ とが 重 要 とな る。

とい うのは 、 日本 に おい て は 、農 家 は 自分が 加入 す る農協 を選 択 す る権 利

,を 持 ってお らず 、 また、 小規 模 で端 末 機器 を購入 す る ことが 困難 な農 家 が 多

い た め 、農 家 が 情報 を活用 す るとい うよ りも、 資金 力 に恵 まれ た農 協 に情 報

が 集 中 す る可 能 性 が高 い か らで あ る。

この課 題 が 克服 され 、 ニ ューメ デ ィ アの発 展 に よる情 報 ネ ッ トワー ク化 、

情 報 の 多様化 が一 層 進展 すれ ば 、 農業 の研究 開発 化 とあい ま って 、農業 は 、

従来 の よ うな 指導 され る産 業 の立 場 か ら、 自分 か ら情報 に立 ち 向 か う研 究 ・

マ ネ ジ メ ン トを 中核 とす る産業 へ と発 展 す る こ とにな るで あろ う。(図 参 照)

ニ ュ ー メ デ ィ ア の 農 業 へ の イ ン パ ク ト

生 の 情 報 へ の

ダイ レク ト・アクセス

自分 自身に
よる判断

自分 自身に
よる選択

マ不ジメントと

しての農 業

先進国
型農業
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付 一2日 豪 間 コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの ア ンケ ー ト

第2章 、11.国 際化 にお い て、 日豪 間 に おけ る コ ミ ュニ ケ ーシ ョン活動 の実

態 把 握 のた め ア ン ケ ー ト調査 を実 施 した。 以 下は 、 ア ンケ ー ト調 査 の 目的 と方

法 、 及び 調 査票 の様 式 と結 果 の紹 介 であ る。

〈 ア ンケ ー ト調 査 の 目的 と方 法 〉

(1)調 査 の 目的

豪 州 人が 日本 に関 す る情 報 を どの よ うな メ デ ィアに よ って 収 集す るのか

また 、彼 らが ニ ューメデ ィアを どの よ うに利用 しよ うとして い るの か 、 と

い う点 を把 握 す る こ とに よ り、 今後 、 ニ ュー メデ ィアの発 展 が 人 々の 国際

的 活 動 に及 ぼす 影 響 を分 析 す る。

■

⊥

② 調 査 対 象

来 日経 験 の あ る豪州 入10人(マ ー ケ ッテ ィング担 当 者4人 、 開発 マネ

ー ジ ャ ー2人 、 ビジ ネス ズ ク ール教 官2人 、 エ ンジ ニア1人 、建 築 家1人)

とな って お り、 ビジネ ス関係 者 に偏 って い る。

(3)調 査 時期1983年12月

(4)調 査方 法

SASが 日本 へ招 請 した3人 及 び そ の関 係 者 ヘ ア ンケ ー ト用 紙 を 送 付 し

回収 した ・

〈 ア ンケ ー ト調査 の様 式 及 び結果 〉

(注 複数 の選択肢への回答可)

〔質 問1〕

月本 を訪 問 した とき、事 前 に 日本 に関 す る どの よ うな予 備知 識 を持 ってい

れ ば よか った と思 い ま したか 。
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回答:① 歴 史4人 、② 文 化7人 、③ 生 活様 式8人 、④ 政 治事 情3人 、⑤ 経 済

事 情6人 、⑥ 観 光 地1人 、⑦ 交 通事 情1人 、⑧ 通 信事 情1人 、⑨ 商 慣

習5人 、⑩ ス トライキ に関す る情報o人 、 ⑪ その 他(特 定 分 野 の情 報

源)

〔質 問2〕

質 問1に お け る情 報 は 、 どの よ うな メ デ ィア 、組 織 、人(職 業)か ら入 手 で

きます か。

回 答:① メ デ ィ ア:a)新 聞6人 、b)本10人 、c)手 紙0人 、d)TV3

人 、e)VTR3人

② 組 織:a)大 使 館4人 、b)図 書 館8人 、c)文 化 セ ン タ ー4人 、

d)旅行会凱e)そ の他(㌻=

究所)

③ 人(職 業):a)ビ ジ ネ ス マ ン5人 、b)大 学 教 官4人 、c)マ ス コ ミ

関 係 人0人 、d)エ ン ジ ニ ア1人 、e)そ の 他(大 使 館

職 員 ・訪 日 経 験 者 ・在 家 日 本 人)

〔質 問3〕

質 問2に おけ るメ デ ィア 、組 織 、人(職 業)に つい て 、 どの よ うな 点 が不 便

です か。

回答:① 情 報 の入 手 に時 間 を要 す る2人 、② 組 織 や 人 が大 都 市 に しか存 在 し

な い2人 、③ 情 報 に偏 りが あ る2人 、④ その 他(正 確性 を欠 く。言 語

の違 い に よ り理 解 が 困難)

〔質 問4〕

今 後 日本 とどの よ うな コ ンタ ク トを 持 ちた い と考 え てい ます か。

回答:① 人的 交 流4人 、② 日本 につ い て勉強a)歴 史3人 、b)文 化4人 、

c)生 活様 式4人 、d)政 治1人 、e)経 済4人 、f)そ の他(言 語)

③ その他(日 本 訪 問、 講 演会 へ の 出席 、 日本 の友 人 との 連絡 、 日本 人

との会 合 、合 弁 事 業)・

一131一



〔質 問5〕

ニ ューメ デ ィアの発 展 が情 報 収 集 活動 に、 どの よ うな影 響 を 及 ぼ す と思 い ま

す か。

回答:① 情 報 を即 座 に入手 で きる3人 、② ニ ーズ に適 合 した情 報 を入 手 で き

る8人 、③ い か な る場 所 か ら も情 報 を入 手 で き る4人 、④ 目的 と関連

す る情報 を入 手 で き る7人 。

〔質 問6〕

ニ ューメデ ィアの発 展 は 、国 際 交流 に どの よ うな影 響 を 及 ぼす と思 い ます か 。

回答:① 交 流 が活 発 に な る8人 、② 情報 が 過剰 にな る2人 、③ 交 流 には 影響

しな い2人 、④ 日本へ 行 く必要 が な くな る0人 、⑤ その 他(情 報 の ア

ベ イ ラ ビ リーテ ィーを 高 め る。 日本 を訪 問す る こ とが よ りベ タ ー)
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付 一3「 ニ ュー メデ ィア と宗 教 」の シナ リオ

(1)序

宗 教 とい うもの 自体 が1|定 義lt、lt実 態"と い った側 面 か らの ア プ ロ ーチ

を行 うときわ め て と らえ ど ころの な い もの に な り、本質 的 議 論 か ら遠 ざか っ

て しま う危険 性 を持 った対 象 であ る。 そ うした 危険 を さけ るた め 、 こ こでは

そ うした ア プ ロ ーチ は と らな か った 。 しか し、そ の反 面 、具 体 的 イ メ ージが

湧 きに くい とい うマ イ ナ ス面 もあ った。 そ こで、 これ を補 うた めに 、 先 に上

げた 情報 化社 会 の3つ の場 合 ご と にい くつ か のシ ナ リオ を作 成 して み た の で

参 考 に してい た だ きた い。

用 意 した シナ リオは 以 下 の5本 であ る。

情 報化 社会 の パ タ ー ン シ ナ リオ

現在 の延長線上 ・ 「変 化 な き進歩 」

情報 の氾 濫 、ア ノ ミー状 態 ・ 「幻想 の 巨人」

・ 「企業 宗 教 」

・ 「地 域宗 教 」

情 報 ユ ー ト ピ ア ・ 「安 定 したゆ たか な精 神 」

`

② シ ナ リオ 「変 化 な き進 歩 」

エ レク トロニ クス技 術 、通 信 ネ ッ トワ ー クな どの イ ン フラ ス トラ クチ ャー

の整 備 に よ り高 速 に大 量 、高 品位 の情 報 を入 手 す る ことが 誰 にで も可 能 とな

る。

情 報 環 境 の こ うした 変 化 は 、 質 的 な も の では な く単 な る量 的 な変 化 に と

ど まる。 す なわ ち 、 モ ア ・チ ャ ンネル や雑 誌 の増加 と同 じ次 元 の変 化 に と ど

まる。 これは 、 か って オ ー デ ィオ機 器 の流 れ を変 え た革 命 的 製 品ttWalk

MantTが マ ク ・な 社 会 的 観 点 か らは 決 して大 きな変化 を呼 び起 こ さな か っ

た の と同 じで あ る。

しか し、 こ うしたモ ア ・メ デ ィアは 宗 教 の メデ ィア登場 の頻 度 の増 大 を も
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た らす 。 これ は信 者 に対 しては 大 きな 影 響 を与 え る こ とは な いが 、 そ うで は

ない不 特 定 多数 の 人 々 に と っては 消費 す る対 象 物 として把 え られ る。 その た

め、他 の対 象 物 と同 じ消費 のサ イ クル にの って(流 行 な ど)い く可能 性 もあ

るが 、公 共 の メ デ ィアへ の登 場 は法 的 、 社会 的 に も制 約 され大 きな ム ーブメ

ン トを生 む には至 らな い。

全般 的 に大 きな変 化 は お こらず に、 現 状 の延 長 線 であ る。

(3)シ ナ リオ 「幻想 の 巨人 」

ニ ュー メデ ィア の普 及 は家 庭 の情 報 環 境 を 大 幅 に変化 させ る。

家 族間 コ ミュ ニケ ー シ ョンは ニ ュ ーメデ ィ ア端 末 へ の ア クセ スに と って か

わ られ る。 幼 児 期 か らの各種 メ デ ィアへ の 接触 は 精 神 面 に甚大 な影響 を与 え 、

メ デ ィアへ依 存 した精 神 面 の脆 弱 な個 人 が増 大 して くる。 ニ ューメ デ ィアは

そ うした 個 人 の逃 げ場 所 と して も機 能す る よ うにな り、 悪循 環 が生 まれ る。

在 宅勤 務、 サ テ ライ トオ フ ィスの増 加 も個 人 を ニ ューメ デ ィアの枠 の中 に閉

じ こ もって 、暮 らす こ とを可 能 とし、悪循 環 に拍 車 をか け る。

宗教 の ニ ューメ デ ィアの進 出 に よ り、 精 神 面 で のサ ポ ー トもニ ューメ デ ィ

アを 介 して行 な わ れ る よ うに な り、個 人は ニ ューメデ ィア に よ って創造 され

る虚 構 の空 間 を 生 活 世界 とす りかえ る よ うにな る。 その虚 構 の 生活 世界 にお

い て個 人 は その精 神 の 脆弱 を克 服 し、 自我 確立 基盤 を求 め るよ うにな る。

ニ ューメデ ィアの生み出す虚構 の生活世 界は個人に直接物理的な危険を与える こ

とは な く、欲 する情 報は無尽蔵 に与え、 そして、その制 御 も個 人 の思 い どお りで

あ る。 そ の た め、 宗 教 の与 え る世 界像 は個 人 の意 識 の中 でその虚 構 の 世界 を

支配す るものへ と変質 し、その信者は宗教 を介 して世 界 を支 配す る強 大な 力 を手

に入 れ る こ とが で き る。 しか し、 この 力は ひ とた び ニ ュ ーメ デ ィアか ら離 れ

る と失 な わ れ 、世 界 自体 が崩壊 して しま うた め 、信 者 で あ る個 人 の最 大 の課

題 は この ニ ュ ーメ デ ィア世 界 との絆 を切 らな い ことで あ る。(こ うしたメ デ

ィアへ の異 常 な傾 倒 は す で に現 在 で もTVを 中心 とした グル ー ピーや アイ ド

ル志 願 者 に少 な か らず 見 る ことが で き る。 グル ーピ ーや アイ ドル 志願 者 に と

」
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っ てTVタ レン トと関 わ りを持 つ こ と、TVに 出 る ことは 自己 の生 活 の 基盤

を な す 要 素の ひ とつ とな って い る。)そ のた め 、 ニ ューメ デ ィア世 界 か ら切 り

離 され た場 合 はパ ニ ソク状 態 に落 ち入 る者 も少 くな い。 また、 そ れ を 怖 れ て

外 界 との接 触 を さ け る個 人 も増加 す る。

個 人個 人が 孤立 し、 ニ ュ ーメデ ィア世 界 に 閉 じこ もるため 、 メ デ ィア を介

しての コミュニケーシ ョンは 増 加 す る もの の、 直接 の対 人 コ ミュ ニ ケ ーシ ョン

は 失 わ れ てい く。 実 際の コ ミュ ニテ ィや 連 帯は 減 少 し、個 々人 を横 に統 合 す

る機 関 もメデ ィア以外 には 存 在 せ ず、 メデ ィア上 の コ ミュニ テ ィ、連 帯 とは

裏 腹 に実 際 の 世界 では ア ノ ミー状 態 とな る。

}

(4)シ ナ リオ 「企 業宗 教 」

ニ ュー メデ ィアの普 及 は 、 当初 、 ビジ ネスユ ース か らは じまる。 企 業 内情

報 シ ス テム と してのLANな どに よ って通 信 の マル チ ・メ デ ィア化 が進 み、

純 粋 な ビ ジネ スユ ース以 外 に も社 内放 送 な どが 可 能 とな る。

勤 務 者 の意 識 変化 に よる忠誠 心 の 減 少 や生 活 に おけ る余 暇 の 比重 の増 大 は

企 業 の 生産 性 に 大 きな 影 響 を与 え る よ うに な って い る。 こ うした 問題 を克 服

す るた め に 、CIや 新 しい 小集 団 活 動 が ニ ューメ デ ィア を介 して行 な われ る

よ うに な る。 これ らの活動 に よる組織 活性 化 の 成否 は シ ンポ リ ンク ・マ ネ ー

ジ ャ ー とス タ ーの存 在 で あ るが 、 ニ ューメ デ ィアに よ って、 よ り偶 像 化 され

た スタ ーを演 出 しやす くな る。

ス タ ーを核 と して、 ニ ューメデ ィア を用 い て企 業 内 に新 しい 形 の 忠 誠 心 を

植 え つ け 、 モ ラ ール を 向上 させ る活動 は 、 ニ ュ ーメデ ィアの家 庭 内 へ の進 出

とも相 まって社 会的 にも広 が り を見 せ 、単 に ビジ ネ ス にと どまらず 他 の 生 活分

野 へ も広 が って くる。 も と も と、 日本 の企業 は単 な る ビジ ネ ス以 上 の 連 帯 が

存 在 す る組織 風 土 を持 って お り、企 業 内 のスターはス ムーズ に個人 生 活 へ も進

出 し、 生 活 各分 野 に も影 響 を与 え る よ うにな る。

経 営 管理 の新 しい手 法 と して 、 ビジ ネ ス のス タ ーをテ コに して 自社 の企 業

活 動 を宗教 と して 、デ ザ イ ン、 布教 す る こ とが 行 な われ る。 企業 は ビジネ ス
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場 面 で は な く、教 会 で あ り、聖 地 で あ り、 企 業活 動 は ひ とつ の共 通 理 念 を具

現 化 す るた めの 宗教 活 動 へ と変化 してい く。

企 業宗 教 は一 企業 の手 法 と して は有 効 で あ る ものの 、・企業 間 の コ ンフ リク

トが起 こ りやす く、 しか も、根 の深 い もの とな りやす い 。 また 、解 雇 は ビジ

ネ ス面 での 切 り捨 て では な く、 生活 様 式 の否 定 とな り、社 会 的 問題 とな る。

企 業 を軸 に個 人 生活 の世界 が 形 づ くられ る点 は従 来 とか わ りな いが 、 そ の

帰 属 原理 が宗 教 とい う形 で よ り強 い もの とな る。 そ のた め企業 間 の コン フ リ

ク トは 増 大 し、協 力 、連 帯は同 一 宗教 原理 を持 つ 企業 に限 られ るよ うにな る。

{

㈲ 地 域宗 教

都 市機 能 の地 方 へ の分 散 、企 業 の 分散 、人 口の 分散 に よ って、地 方 は 新 し

い ビジネ ス チ ャ ンス の宝 庫 とな る。 ニ ューメ デ ィア に と って も同様 で あ る。

と くに地 方 では 、有線 電 話 、難 視 聴CATVと い った ニ ューメ デ ィア に必要

な ハ ー ドウエ ア ・イ ンフ ラス トラ クチ ャ ーがす でに あ る こ とや 新 設 の容 易 さ

(既 存 の 建造 物 が 少 い。 高 度 な建 造物 が 少 い。)が 都市 部 に比 して 有利 であ る。

ビジネ スや そ の他 の 情報 の 中心 で あ る都 市 と物 理 的 に遠 い とい うこ と も手 伝

って地 方 か らニ ューメ デ ィアは 普 及 しは じめ る。

しか し、 急激 な情 報 の増 加 は地 方 生 活 のパ タ ーンを破 壊 し、 不 安 な状 況 を

生 み 出す 。 都 市 か らのJタ ー ン、Uタ ー ン者 に とって も地 方 での生 活 と都 市

で の生 活 の 差 、 さらに、もともとの地 方 の 人々の上 述 の不 安状 況 が 地域 全 体 に

生 じて くる。 これ らの 不安 は 、 い わ ゆ る文化 産業(カ ルチ ャー、ス ク ール な

ど)や 地 域 コ ミュニ テ ィ、各 種 サ ークル へ の参 加 、 集 団へ の帰 属 に よ って解

消 され るよ うにな る。

宗 教 は ニ ューメ デ ィアを阜 期 か ら と り込 み 、地 域 拠点 を 中心 に ニ ューメ デ

ィアの展 開 をは じめ る。 その宗 教 活動 は単 に既 存 の宗教 とい う枠 に と どま ら

ず 、文化 産 業 に も及 ぶ。 その 資金 力 、 人間 の動 員 力 を背 景 と した ニ ュ ーメ デ

ィア を軸 と した 文化 事 業 は 地域 文 化 で重 要 な 位置 を 占め る よ うにな る。 そ の

た め、 ひ とつ の地域 が そ の宗教 を共 有 す る独 立 都 市(ポ リス)の 姿 を とる よ

↓

、
宇
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うにな り、異端や他地域の宗教を厳 し く排 斥 す る よ うにな る。,

地 方 都 市 が 生活 、宗 教 単位 と して 独立 性 の高 い ポ リスへ と変 化 し、地域 ナ

シ ョナ リズ ム とで もい う ものが 拾 頭 し、 さま ざ まな場面 で衝 突 、争 い が お こ

る。

(6}安 定 した ゆ たか な精 神

ニ ューメ デ ィアの普 及 の 初期 か ら有 識者 、 と くに教育 学 者、心 理 学 者 、社

会 学 者 か らそ の社会 的 影 響 に関 し てそ の危 険 性 が指 摘 され る。 ニ ュ ーメ デ ィ

ア の ソ フ トの内 容 、情 報受 容 者 の資格 、時 間 帯 な どに関 して法 的 な制 限 が加

え られ る と とも に、 その 利用 につ い て の体 系的 な教 育、 指導 が な され る。一

連 の こ うした 施 策 に よ り、有 識 者に指 摘 され た危 険 は 回避 され 、人 々は豊 か

な 情報 を 自分 に 適 した形 で享 受 で き る。

宗 教 は ニ ュー メデ ィア に進 出す るが 、法 的制 限 を受 け、 限 られ た活 動 しか

展 開 し得ない。 しか し、それで も新 しい情報伝 達の手段 を手 にした効 果 は 大 き く、

多 くの 人 々 に さ まざ まな 宗教 の 現 状 、教 義 な どが 知 られ る よ うに な る。

精 神 面 で 安定 した人 々が多いため、狂信的 にまでな ることは少いが、 宗 教 知 識

の広 ま り とと もに信 者 の 数は 増加 す る。

安 定 した ゆ と りあ る精 神 生 活 が実 現 され 、膨 大 な情 報 を各 自、 自分 の 方法

で 消化 す る こ とが可 能 とな る。 宗教 人 口は 増加 す るが 、他 宗 派 を否 定 的 に見

を ことは 少 く、互 い に許 容 し合 い共 存 す る。
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